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学園の学章

「三大建学綱領」

人間形成      技術革新      産学協同

三位一体の「学園共同体」

学生          理事          教職員

科学技術を学ぶ者への指針を示す、「３つの“Ｔ”」

Truth       Theory      Technology 

　以上の３つの要素を、学園のシンボルであるゴールデンイー

グル（いぬ鷲）の翼をモチーフにデザインしたものです。 

　白山に棲息する天然記念物ゴールデンイーグルは、光に向か

って進むとき頭部が金色に輝く特徴を持っており、鳥類の中で

は最も高空を飛翔する勇敢な鳥と言われます。そのゴールデン

イーグルの力強いイメージは、勇気と信念を象徴しています。 
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我が国の文化を探究し、高い道徳心
と広い国際感覚を有する創造的で個
性豊かな技術者・研究者を育成します。

「学園共同体が共有する価値」に基づく信条（行動規範）
この学園に集う私たちは、学園共同体として共有すべき価値を “KIT-IDEALS” としてまとめ、これらに基づく信条を次
の通り定めました。これを学生、理事、教職員が常に意識し、尊重することによって学園共同体の向上発展を目指します。

三大建学綱領

KIT-IDEALS（学園共同体の信条）

雄大な
産学協同

深遠な
技術革新

高邁な
人間形成

我が国の産業界が求めるテーマを積
極的に追究し、広く開かれた学園と
して地域社会に貢献します。

我が国の技術革新に寄与するととも
に、将来の科学技術振興に柔軟に対
応する技術者・研究者を育成します。

K Kindness of Heart　思いやりの心

私たちは「素直、感謝、謙虚」の心を持つことに努め、明るく公正な学びの場を実現します。

I Intellectual Curiosity　知的好奇心

私たちは「情熱、自信、信念」を持つことに努め、精気に満ちた学びの場を実現します。

T Team Spirit　共同と共創の精神

私たちは「主体性、独創性、柔軟性」を持つことに努め、共同と共創による絶えざる改革を進め、前進します。

Integrity　誠実

私たちは、誠実であることを大切にし、共に学ぶ喜びを実現します。I
D Diligence　勤勉

私たちは、勤勉であることを大切にし、自らの向上に努力する人を応援します。

E Energy 　活力

私たちは、活動的であることを大切にし、達成や発見の喜びを実現します。

Autonomy　自律

私たちは、自分の行いを律し、１人ひとりを信頼し、尊敬します。A
L Leadership　リーダーシップ

私たちは、チームワークを大切にし、自分の役割を自覚しつつ、責任を果たします。

S Self-Realization　自己実現

私たちは、自らが目標を持つことを大切にし、失敗に臆することなくさらに高い目標に向って挑戦することに努

めます。
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　学園創設者の泉屋利吉翁は、学生・理事・教職員の三位一体で構成する学園共同体の理想を掲げ「工学アカデミア」
の建設に全力を傾けました。学園創設期においては、学生を “Young gentlemen” と呼び、彼らの自律と自主的な活動
を支援し、自由と活気ある学園の樹立に心がけました。特に、直接、その設立を企画した穴水湾自然学苑は、豊かな自
然の中で教職員と学生が寝食を共にし、規律ある共同生活を送ることにより、お互いの信頼関係の構築と学園共同体の
理想を実現せんとするものでありました。傍ら、教職員の資質向上を図るため、教職員の学内外への留学制度を構築し、
全ての教職員に教育者としての自覚を強く求めました。
　初代校長・学長の青山兵吉先生は“Truth（真理）”“Theory（理論）”“Technology（技術）”を当時の学園の記章に三つの“Ｔ”
として込められ、学園を「知を求める場」「知を生産する場」とされ、本学園卒業生が我が国産業界において指導的役
割を担う技術者・研究者として活躍することを強く念じ、また信じておられました。学術に生きる青山兵吉先生の純粋
で崇高な願いと言動は、当時の教職員には忘れ難いものがあります。
　第２代大学学長の京藤睦重先生は、学生の学力や資質を直視され、多年にわたる教育者としての信念に基づき、学園
共同体の理想を「親切な学園である」との言葉に込められ、学生との信頼関係を構築する軸として、基礎学力の向上を
目的とする徹底した教育訓練を展開されました。特に、「努力すれば、必ず報われる」と学生に熱く語りかけておられ
た姿や「誠意をもって学生に対応すれば、学生は必ず応えてくれる」と自ら率先して学生と向き合う活力ある行動は、
教職員を励ますのみならず、学外の多くの方々から支持されました。
　私は､“KIT-IDEALS” を標榜するにあたり、学園が組織として重視すべき価値と位置づけた

・“Kindness of Heart” ( 思いやりの心）は、京藤睦重先生の教育者としての学生を思う心を
・“Intellectual Curiosity” ( 知的好奇心）は、青山兵吉先生の学者としての純粋な崇高さを
・“Team Spirit”（共同と共創の精神）は、泉屋利吉翁の学園共同体の理想を追究する闘志に満ちた活動をそれぞれ想起
し定めたものであります。
　また、学園を構成する（学生、理事、教職員）個々人が重視すべき価値として位置づけた

・Integrity（誠実）
・Diligence（勤勉）
・Energy（活力）
・Autonomy（自律）
・Leadership（リーダーシップ）
・Self-Realization（自己実現）
は、創設者を始めとして、歴代の学長・校長が話されたり、学生を諭された言葉の数々から、その思いを要約させてい
ただいたものであります。学園を構成する人 （々学生、理事、教職員）が生涯にわたる「行動」を通して自己実現を目指され、
学園共同体の理想実現に寄与されますことを念願するものであります。

理事長 泉屋吉郎

平成 18 年度全学議会において、本学学生としてのモラルや倫理の向上を
図るため、下記の学生宣言が採択されました。

学生一人ひとりが、本学学生としての人間力を備えた行動を取り、また
地域社会の一員としての責任を認識し、学生宣言に掲げる行動規範を遵
守します。

1. 我々学生は、学生の本分と社会のルールを守ります。
2. 我々学生は、「KIT IDEALS」を行動規範として、人間力を備えた「自

ら考え行動する技術者」を目指します。
3. 我々学生は、倫理を守りその実践に取り組みます。

平成 18 年 5 月 17 日
第 39 期学友会

学園共同体の理想

学友会 学生宣言
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005　コロナ禍において感染防止対策と授業実施を両立。対面と遠隔のハイブリッド型で授業運営
007　KIT リカレント教育プログラムをオンラインで開講
008　学生一人ひとりの学びに応じた教育 DX の推進、現実とバーチャルによるスマートキャンパス構築へ
010　KIT Online Social Innovation Program を開催
011　ベトナムの提携校と覚書を締結
012　イノベーション創出ノウハウを学ぶワークショップ
013　KIT コーオプ教育で、“人” 中心の DX に取組む
014　産学協同プログラム「KIT コーオプ教育」を実施
015　産学協働イノベーション人材育成協議会に加盟
016　「SDGs における電気自動車の利活用推進に関する連携協定」を締結
017　ゲーミフィケーションを用いた SDGs 教材活用のための教員向け人材育成へ
018　野々市市との新たな連携協定を締結
019　珠洲市との連携協定書を締結
020　KIT-RIT デュアルディグリープログラム第一期生が決定
021　私立 12 校の連携によるオンライン FD 研修会「オンライン授業の大学の現場」を開催
022　入学教育（試行版）を実施

金沢工業大学
Ⅰ．教育の取り組み
025 新型コロナウイルス感染防止対策
029　「自ら考え行動する技術者の育成」に向けた
　　　　取り組み
033 SDGs 推進への取り組み
037 インターンシップ、キャリア教育の推進
042 課外活動
045 KIT オナーズプログラム及び課外活動の充実

Ⅱ．研究の取り組み
046 国の採択研究プロジェクトの推進
048　ICC における COI 事業等の推進
051 産学連携研究開発拠点事業の挑戦と充実
054 科学研究費助成事業等への挑戦 
059 分野横断型・クラスタープロジェクト研究推進
060　産学連携による社会貢献への取組
067　研究成果等の情報発信

Ⅲ グローバル化への取り組み
070 PD 教育の国際展開
072 提携校との交換留学プログラムの推進

Ⅳ．学習環境の整備
075 24 時間オープンキャンパス体制の環境整備 

Ⅴ．社会貢献への取り組み
076 県内自治体との連携推進
082 中学、高校との連携事業推進
086 地域との連携事業推進

アニュアルレポート 目次

Ⅵ．自己点検・外部評価への取り組み
088 学園協議会の実施
090 FD・SD

Ⅶ．学生募集
093 学生募集活動

国際高等専門学校
Ⅰ．教育の取り組み
097 「グローバルイノベーターの育成」のための
 教育システム
101 教育改革の推進
103 問題発見解決型の授業「エンジニアリングデザイン」
104 インターンシップおよびキャリア教育の推進
105 各種講習会、課外教育プログラムの充実と実施

106 Ⅱ．研究の取り組み
107 Ⅲ．グローバル化の取り組み
108 Ⅳ．社会貢献への取り組み
109 Ⅴ．自己点検・外部評価への取り組み
110 Ⅵ．学生募集

004



コロナ禍において感染防止対策と授業実施を両立

対面と遠隔のハイブリッド型で授業運営

2020年度は新型コロナウイルスの影響で、授業実施の方法が大きく変わりました。金沢工業大学では、2020年4月20

日から遠隔授業を開始し、政府の緊急事態宣言解除後、6月5日から対面授業を再開しました。感染拡大防止のため、

授業を「対面」と「遠隔」のハイブリッドで進め、2020年度後学期は、学部単位で対面授業と遠隔授業の週を定め、授

業を実施してきました。

遠隔授業の形式は、オンライン会議システムZoomなどを用いた「リアルタイム型」、配布された資料を閲覧してオンデ

マンドで受講できる「教材配信型」の2つがあります。授業運営にあたっては、学内の授業プラットフォーム「eシラバ

ス」が中心的な役割を果たしています。これは、アクティブラーニングの実施を容易にし、科目間や教員と学生をつな

ぐ双方向的な資料とすることをめざしたもので、授業資料のデジタルデータの配信、正課科目と課外活動との連携、

レポートの受理、小テスト・アンケートの実施などが行えます。また、Zoom、Box、Slackをはじめとする外部のツールも

積極的に導入。チームでの議論を行う授業でのZoomの「ブレークアウトセッション」（小部屋機能）の活用、3Dデータ

を夢考房の3Dプリンタで出力したものづくりなどの工夫も行われました。例年、穴水湾自然学苑で行われていた「人

間と自然セミナーⅡ・Ⅲ」はオンラインで実施されました。

授業以外では、就職支援を行う進路開発センターで、対面で行なっていた履歴書添削・就職面接練習などを2020年3

月よりオンラインでの実施に切り替え、学生の就職活動をサポートしてきました。また、課外活動を紹介するオンライ

ン説明会の実施や、学費の減免措置などの支援を行ないました。

施設面では、座席数の制限や、飛沫感染対策のためのアクリルパネルの設置、消毒液の設置などを進めました。ま
た、遠隔授業の実施のため、学外からアクセスするためのリモートVPNの拡充、学生へのモバイルWi-Fiルータの貸し
出しなども行いました。

金沢工業大学

年月日 内容

2020/4/1 入学式を実施。新入生は31教室に分かれ、式典をライブ配信で各教室に中継

4/1～4/9 前学期オリエンテーション、健康診断等を分散して実施

4/10 遠隔授業の実施に向け、メールの登録、リモートVPN設定を学生に向けて告知

4/17～5/31 政府の緊急事態宣言の発出を受け、学生のキャンパス立ち入りを禁止

4/21～4/27 コールセンターを設置。遠隔授業開始に向け、学生の環境整備をサポート

4/20 遠隔授業を開始

5/2、5/14 同窓会・教職員の会による緊急的支援金を生活困窮者に給付

5/23 修学支援金として1人あたり5万円を支給（授業料減額措置）

6/2 対面での研究室活動を再開

6/5～ 実験・実技系の科目を中心に対面授業を段階的に再開。対面と遠隔のハイブリッドで授業を実施

6/15 「新型コロナウイルス感染拡大防止のための活動制限指針」を策定・公開

6/18～ 課外活動団体オンライン説明会を実施

6/26 活動地域を制限して課外活動を再開

9/24 後学期授業を開始。学生を2グループに分け、対面授業週と遠隔授業週を隔週で設定

12/9、12/16 課外活動団体の紹介イベントを実施

2021/1/19 全国的な新型コロナウイルス感染者の増加を受け、課外活動を停止

2/5 活動地域を制限して課外活動を再開

1/25～1/29 プロジェクトデザインⅢ発表審査会を実施

3/13 卒業式を実施。卒業生は教室に分かれ、式典をライブ配信で各教室に中継

新型コロナウイルス感染拡大防止に関する金沢工業大学の主な施策

5

キャンパスの安全安心対策



左：パーティションの設置された食堂で遠隔授業を受ける学生
右：対面授業再開後、保護者会からの支援で学生にマスクが配布されました。

国際高専は、4月16日の政府の緊急事態宣言の発出に先駆け、4月14日から遠隔授業を開始しました。4月16日以

降は、金沢キャンパスに学生が立ち入ることを禁止しましたが、緊急事態宣言解除を受け、6月2日から実験系の科

目を中心にクラスごとに分散型の対面授業を再開しました。白山麓キャンパスにおいては、4月21日より遠隔授業を

行い、5月25日から段階的に対面授業を再開し、6月2日以降は全面的に対面授業としました。遠隔授業実施におい

ては、オンライン授業プラットフォーム「manaba」を中心に、Zoomなどのツールを積極的に活用し教員らが工夫して授

業を行いました。白山麓キャンパスの課外活動は、感染予防に配慮したうえで、7月16日以降順次再開しました。

国際理工学科3年生は本来であればニュージーランドに留学する予定でしたが、国境封鎖のため入国ができなくなっ

たことから、オタゴポリテクニックの担当教員による遠隔授業を受講しました。また、白山麓キャンパスの学生寮では、

密集を避けるため2～3名で1ユニットとして寮生活を継続しました。

国際高等専門学校

左：換気に配慮しながら加工作業を行う学生ら。 右：遠隔授業を行う教員。

6

年月日 内容

2020/4/1 1年生とその保護者のみが参列して入学式を実施

4/6 特別時間割で対面・遠隔授業を開始

4/14～ 段階的に遠隔授業に移行

4/17～5/31 政府の緊急事態宣言の発出を受け、学生の金沢キャンパス立ち入りを禁止

5/2、5/14 同窓会・教職員の会による緊急的支援金を生活困窮者に給付

6/2 白山麓キャンパスで対面授業開始

6/15 金沢キャンパスで分散登校開始。対面授業と遠隔授業を併用

9/24 後学期授業を開始。白山麓キャンパスは対面授業、金沢キャンパスは対面・遠隔授業を併用

2021/3/13 卒業生と保護者のみが参列して卒業式を実施



社会人が学生や教員と共に学び合う「KITリカレント教育プログラム」をオンラインで開講しました。

2018年度より対面で夏期・春期に実施していましたが、新型コロナウイルスの感染防止対策として、すべての授業を

遠隔（自宅や会社からオンラインで受講）で実施しました。

「KITリカレント教育プログラム」は、社会人が学生や教員と共に学び合い、企業ニーズに対応した知識の習得に加

え、学生･教員とのネットワークづくりと、習得した知識を活用した研究・開発による企業の成長をサポートするプログ

ラムです。

情報技術科目 （10科目）
ＡＩ基礎、ＡＩプログラミング入門、ＡＩ応用Ⅰ、ＡＩ応用Ⅱ、データサイエンス基礎、データサイエンス応用、
ＩｏＴ基礎、ＩｏＴプログラミング入門、情報ネットワーク基礎、ネットワークセキュリティ

現在、急速に実現されつつあるSociety 5.0では、あらゆる「モノ」や「コト」がデジタルで表現され、AIやIoTを中心とす
る新しい情報技術が広く活用されると考えられています。このような社会では、製造業や金融業、サービス業や農業
等、あらゆる業界において新たな情報技術が導入され、結果として業務形態が大きく変わることとなり、新たな情報
技術を身につけている人材が、新しい価値を創出できる人材として活躍することになります。金沢工業大学は、社会
人が学生や教員と共に学び合いながらAIやIoTといった先進情報技術を身につけることができる教育プログラムを
提供します。

組織活性化科目 （1科目）
ポジティブ心理学と組織活性化

少子高齢化による人手不足が課題となっている現代において、ビジネスの成否は「顧客満足度」のみならず、「従業

員満足度」にも大きく関わってきます。「働きたくなる職場」をいかに構築するかが問われるなか、企業の生産性を上

げるには、人手不足の現場で従業員の心身の健康度を向上させるリ－ダ－の育成や、従業員が長く働きたいと思

える職場風土をどのように作りあげるかがカギとなります。そこで本科目では、米国を中心とした先進国で活用が進

むポジティブ心理学の応用となる組織活性化について取り上げ、主に①ポジティブ心理学の基本、②ポジティブ組

織論、③ポジティブアプローチの手法について概説します。

企 業

教 育

研 究

・情報技術教育

・組織活性化と倫理

・社会人共学者

⚫ KITリカレント教育プログラム

企
業
・
社
会
人

産
学
官
連
携

（夢考房プロジェクト / 教育研究プロジェクト）⚫ 学生プロジェクト

⚫ 受託研究 / 共同研究

⚫ 技術相談

⚫ 研究所メンバーシップ

⚫ 自治体連携

社員教育
• AI・IoTを使える人材育成

• 技術者倫理教育

• 管理職等のリーダーシップ力

• 組織力の向上

• 専門基礎知識の習得

• 社員の学習意欲の醸成

技術開発

• 新規市場、顧客の開拓

• 自社ブランドの強化 / 発信

• 既存の製品及びサービスの品質

向上と顧客ニーズへの対応化

• 新規製品の創出と次世代に

向けた事業価値の創出

・社会人対象大学院

・虎ノ門科目等履修生

・科学技術講座

・その他

要素技術
開発

社会実装
(概念実証)

学生･教員
学びあい

専門知識
習得

チーム力
創造力養成

産学連携

（セミナー / 企業間連携）
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リカレント教育の推進

AIやIoTを基礎から応用まで学ぶ「情報技術教育プログラム」、

「組織活性化と倫理プログラム」など

KITリカレント教育プログラムをオンラインで開講



文部科学省「デジタルを活用した大学教育高度化プラン」に採択

学生一人ひとりの学びに応じた教育DXの推進、
現実とバーチャルによるスマートキャンパス構築へ

金沢工業大学の取り組みが、文部科学省が公募を行なっていたデジタル活用教育高度化事業「デジタルを活用し

た大学・高専教育高度化プラン」に採択されました。金沢工業大学では全学的にDXを推進し、「学生一人ひとりの学

びに応じた教育実践」「時間と場所の制約を超えた学びの創出」を実現していきます。

今回の取り組みにおいて、学内のデータの統合を進め、教員が効果的に学生の学びを支援できるためのデータを

提供すると同時に、AI（人工知能）の技術による支援システムの構築も新たに行います。また、「多地点等身大接続

システム」（複数の拠点が同時に繋がる大型テレビ会議システム）や「ヘッドマウントディスプレイ」 （以下、HMD）を導

入し、他大学との連携や、実験・実習科目などで活用し、学習効果の向上を図ります。

金沢工業大学は2種類の事業に申請を行ない、両方が採択されました。全体で252件の申請があり、2種類の取り組

みとも採択されたのは国立大学7大学・私立大学2大学のみでした。

本事業で構築するシステムの構成図

「DXによる学生一人ひとりの学びに応じた教育実践」
金沢工業大学はこれまで、学生の学びの質向上と教学に関わる業務の効率化を実現するために、学内の様々な情

報をデジタル化し、それらを運用するために、「KITナビ」「ｅシラバス」「自己成長シート」などのLearning Management

System（LMS）を構築してきました。今回の取り組みでは、運用されている学内のシステムのデータを統合し、シーム

レスなデータ解析を行うことをめざします。現在のLMSを、本学入学前の高校生への「入学前教育」や社会人が学び

直す「リカレント教育」までカバーするシステムへと拡張し、卒業時や退学時の学生の情報をキーとして学生がどのよ

うなプロセスで学んだのかを可視化し「学びを深めたポイント」「つまずいたポイント」を明確にしてデータを整理します。

この解析を進めることで、教員が効果的に学生の学びを支援できるためのデータを提供すると同時に、整理したデー

タをAIの学習に用いることでAIによる支援システムの構築も行います。これらの取り組みの結果として、Society 5.0に

おいて活躍できる人材を育成していきます。
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知の共創キャンパス実現

採択された取り組み１



「DXによる時間と場所の制約を超えた学びの場の創出」
1) 産学連携プラットフォームを活用したコラボレーション教育の高度化
本取り組みでは、遠隔コミュニケーションツールの利点を活かしながら、対面に近づけることができる新しいシステ

ムを構築することで、多様な背景を持つ学生が、社会問題の解決に一緒に取り組める教育環境を構築します。具

体的には、金沢市近郊の12の大学等が連携する「産学連携プラットフォーム」に参画する大学群を、「多地点等身

大接続システム」で接続します。この接続システムは、大きな実空間を共有でき、学生が個々の地点から授業に参

加できることから、感染対策を施しながら対面のメリットをも活かした教育を実現できます。同時に、大学間をリモー

ト接続することで「時間と場所の制約を超えた学びの場の創出」を実現します。

PF を活用した質の高い学びの場の創出（取り組み2の1,2）

2) Project Based Learning（PBL）と実験・実習からなる社会実装型教育の高度化
本取り組みでは、PBL科目と実験・実習科目に、HMDやデジタルコンテンツを体系的に導入することで、遠隔授業に

おける学生の達成度の低下の問題を解決します。

工学系の実験では、装置の周りを学生が囲んで手順の説明を聞くことがあります。この際、装置の取扱方法や実

験の状況を近接カメラと360度カメラで撮影しデジタル化することで、学生は自宅等でいつでも、その様子を繰り返し

確認できるようになります。

実験装置の操作では、学生が制御プログラムをシミュレータ上で動作確認した後、実際の装置に実装して動作させ

る場面でHMDを用いてAR（拡張現実）によりシミュレーションと実機の動作の差を確認できます。このようにサイ

バー空間とフィジカル空間でそれぞれ学びを深めることができます。

加えて、安全教育・倫理教育の場面にも展開します。実体験できない事故や危険性を仮想空間上で体験できるコン

テンツを制作することで、学生は一層の安全意識を持ち、倫理的な思考を深めることことが可能となります。

DX実施計画（取り組み1,2）
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採択された取り組み２



アジア3か国の協力校の学生と多国籍チームを組み、課題発見・解決に取り組む「KIT Online Social Innovation Program」を、2021年2

月22日（月）から 26日（金）まで開催しました。

主体的に海外の学生と議論し学び合いたいという強い思いを持つ3名の学生がプログラムを企画・立案し、学生主体のオンライン国際

連携プログラムとして初めて実現にいたったものです。中心となった３名の学生は、いずれもラーニングエクスプレスへの参加経験を

活かし、デザインシンキングのファシリテーターとしてチーム活動をまとめ上げ、コーディネータとしても活動を主導しました。

オンラインで多国籍チームを組み課題解決に取り組む

KIT Online Social Innovation Programを開催

学生主体のオンライン国際連携プログラムとして初めて実現

金沢工業大学から10名、併設校である国際高専から3名の計

13名の学生が参加し、海外からは Singapore Polytechnic（シン

ガポール）、Universitas Muhammadiyah Makassar（インドネシ

ア）、Ho Chi Minh City College of Economics（ベトナム）から各

4名の計12名の学生が参加しました。

本事業の参加校選定の背景には、いずれもラーニングエクス

プレス加盟校でありデザインシンキングが浸透しており、英語

で交流できるプログラムがコロナ禍により中止となった経緯が

あります。

プログラムでは、コロナ禍下・コロナ禍後の地方観光を主テー

マとし、デザインシンキングのフレームワークを活用した課題発

見・解決活動にチームで取り組みました。

金沢工業大学におけるリモート会場は23号館1階のCDIOイノ

ベーション＆デザインスタジオに設置され、会場のあちこちで

英語が飛び交っていたほか、翻訳された会話が字幕に自動で

出てくる自動翻訳アプリも準備されました。

最終日の成果発表は日本語・英語の双方で行い、解決案の実

現可能性を含めた評価を受けました。

スケジュール設計に始まり、教材作成、国内連携先や海外連

携校との打ち合わせなど、一連の工程をやり切ったファシリ

テーターが更なる成長を遂げたことは、非常に大きな成果だと

考えます。

今後は、オンラインによる海外の学生との文化を越えた学修を

発展させ、グローバル人材養成に向けたオンラインを有効活用

した国際交流のスタイルを確立するため、他のプログラムへの

展開や発展を行ってまいります。

ファシリテーターとしてプログラムを進める学生

自動翻訳されリアルタイムで表示される字幕

自動翻訳アプリの入ったPC
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PD教育の国際展開



UEFはHUTECHの傘下にて運営されており、VJITと並列する大学である。HUTECH及びVJITにおけるPD教育の有効性

が確認され、今後UEFでもPD教育を展開したいとの方針を受け、この度の覚書の締結に繋がった。令和3年（2021年）1

月にPD教育の連携を軸とした「金沢工業大学とUniversity of Economics & Financeとの協力関係に関する覚書」を締結

したことを記念し、令和3年（2021年）3月17日に「MOU signing ceremony」と題したセレモニーを開催した。

新たな協力関係の構築、学生交流・教職員交流の推進、PD連携の促進など、HUTECH及びVJITと同様に多様な学びと

連携が展開できることを期待する。

金沢工業大学（以下、大学）と国際高等専門学校（以下、高専）は、平成26年のホーチミン市工業大学（以下：HUTECH）

との協力関係に関する覚書を締結して以来、平成28年の学術交流に関する合意書の締結を経て、大学間の連携を継続

してきました。HUTECHにて本学のPD教育が採用され、同大学の傘下に設立された越日工業大学（以下：VJIT）において

は全学的なPD教育が展開されてきました。大学は、平成29年から経済産業省の補助を受けて開始したKIT-VJITイン

ターンシッププログラムを軸にVJITとの連携及び友好関係を確固たるものとし、毎年様々な共同プログラムを通じて学生

の交流を続けています。

この度、HUTECH及びVJITとの連携強化に加え、VJITと同じくHUTECHの傘下として運営されているUniversity of

Economics & Finance（以下：UEF）におけるPD教育の導入による今後の協力関係の推進を目指した2件の覚書を締結し、

記念セレモニーを開催しました。

ベトナムのHUTECH・VJIT・UERとの連携・協力強化を目指して。
記念セレモニー開催とともにオンラインで

ベトナムの提携校と覚書を締結

KIT/ICTとHUTECH/VJIT間の協力関係に関する覚書（更新）
令和3年（2021年）1月に「金沢工業大学及び国際高等専門学校とホーチミン

市工業大学及び越日工業大学との協力関係に関する覚書」を締結したこと

を記念し、令和3年（2021年）3月17日に「Co-operation Signing Ceremony -

Phase Ⅱ」と題したセレモニーをオンラインにて開催した。

更なる協力関係の強化を目指しており、学生交流・教職員交流の推進、PD

連携の促進など、多様な学びと連携が展開できることを期待する。

大学及び高専側出席者
1. 大澤 敏 学長
2. ルイス バークスデール 校長
3. 宮野 肇 国際交流センター留学支援課（司会を担当）

HUTECH及びVJIT側出席者
1. Dr. Ho Dac Loc: HUTECH President
2. Dr. Nguyen Xuan Hoang Viet: HUTECH Vice President, VJIT Director
3. Ms. Dinh Hai Yen: HUTECH International Cooperation Center Director
4. Mr. Nguyen Xuan Hung: VJIT Vice Director
5. Mr. Pham Huynh Anh Viet: HUTECH/VJIT Japanese Language Center
Director

KITとUEF間の協力関係に関する覚書（新規）
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VJITとのバディー教育推進

大学側出席者
1. 大澤 敏 学長
2. 久郷和範 国際交流センター国際交流室長
3. 宮野 肇 国際交流センター留学支援課（司会を担当）

UEF側出席者
1. Dr. Nguyen Thanh Giang: President
2. Dr. Do Huu Nguyen Loc: Vice President, Director of UEF International Institute
3. Dr. Vo Van Thanh Than: Dean of the Faculty of Languages and International
Cultures
4. Ms. Ha Le Thu Hoai: Deputy Director of the Center of Project Design Education
5. Ms. Huynh Tu Anh: Deputy Director of UEF International Institute



例年開催しているSRI International認定ワークショップ「2020 SRI‘s Introduction to Innovation Workshop（I2I Workshop）」

を2021年3月3日（水）から3月19日（金）の期間で、大学院生、学部生、越日工業大学（VJIT）の学生を対象に実施しまし

た。スタンフォード大学（SRIインターナショナル）のイノベーション創出のノウハウを学ぶもので、3日間参加することで修

了証が授与されます。SRIから具体的なファシリテーション手法の実技指導を受けた9名のSRI I2I認定ファシリテータが、

日本語2コース、英語1コースの計3コースを実施しました。

SRI I2I Workshopは、世界最高峰の研究開発機関として知られる米国SRIインターナショナル（旧スタンフォード研究所）と

の連携のもとに平成25年度より実施している「イノベーション5つの原則」を学ぶワークショップ“5DOIワークショップ”の内

容に加え、“Design Thinking”の導入を企図したものになっており、大澤敏学長が提唱する「世代、分野、文化を超えた融

合による共創教育」の展開の推進と併せて、今後益々重要性を増す「イノベーション創出のノウハウ」を学ぶ内容です。

今回のワークショップを行うにあたっては、告知から事前説明会、実施まで全てオンラインで行いましたが、申し込みから

3週間程度で、ほぼ定員（ 3コース合計で46名の参加）に達し、対面時と変わらず、関心の高さがうかがえました。

初のオンライン開催で海外の学生とも接続
世界最高峰の研究開発機関（SRIインターナショナル）認定

イノベーション創出ノウハウを学ぶワークショップ

オンラインでの具体的な実施方法は、メイン会場であるイノベーション

ホールからファシリテータの教職員が講演し、参加者は全てオンライ

ンで参加する形としました。Zoomのブレイクアウトルーム機能・チャッ

ト機能、Googleスライドを使用することで、対面で行っている状況に近

い形式でのグループワークを可能としました。参加者にとっても、多

少複雑なものにはなりましたが、事前に行った説明会にて詳細に説

明したため、大きな混乱もなく実施することができました。さらに、時

間外にもオンライン上でコミュニケーションをとりながら、グループ

ワークを行う学生が多くみられ、対面での実施時にはない新たなグ

ループワークの形となったことも大きな発見となりました。また、事前

の資料共有が効率的に行えたことも、スムーズな運営につながりまし

た。運営側・参加者双方にとってオンラインで実施することでの様々

なメリットを発見することができました。

限りなく対面に近いワークショップをオンラインで実現

また、日本企業に興味があり、日本語を学びたいVJITの学生が5名

参加した日本語Aコースでは、通信環境等、様々な懸念がありました

が、事前に接続テストを行う等、準備を進めていたため、大きな混乱

はなく、実施することができました。参加したVJITの学生は、言語の

違いに苦労していましたが、チャット等も活用しながら、何とかコミュニ

ケーションをとる努力をしていました。同コースのファシリテータや本

学の学生は、聞き取れた単語から推測して返答したり、ゆっくり話す

ように心がけたりと、お互いに歩み寄ることで、円滑なコミュケーショ

ンをとれていました。VJITの学生が参加することで、本学の学生に

とっても価値観や文化の違いに触れ、それがチーム毎のプレゼン

テーションにも活かされており、新たな学びにつながっていました。本

学の学生とVJITの学生の双方にとって非常に有意義なワークショッ

プになりました。

グループワークでの役割分担に従来使用している
小道具（緑帽子・赤帽子・メガネ）を、Zoomのバー

チャル背景機能で代用。
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SRIインターナショナルとの連携推進



金沢工業大学（以下、KIT）、北菱電興株式会社（以下、北菱電興）、株式会社NTTドコモ（以下、ドコモ）の3者は、5Gを活

用したスマート工場「Smart Smile Factory」（以下、SSF）を産学連携で整備し、2020年11月12日（木）に開設しました。

SSFとは、電子機器製造を手掛ける北菱電興のいなほ工場にドコモの5Gエリアを整備し、実際に工場内で従業員が5G

を活用して業務にあたるものです。工場に関わるすべての人を幸せにする「“人”中心のDX（デジタルトランスフォーメー

ション）」のコンセプトを実現するため、生産機械効率化のための「Smart」と、従業員のモチベーション向上等のための

「Smile」の各種機能を搭載します。

開設当初は、「Smile」の観点で「遠隔MR会議」と「バーチャル工場見学」の2つの機能を実用化します。「遠隔MR会議」は、

従来工場の製造担当者と別拠点の設計担当者が地理的に離れており、意思疎通が難しかったところ、設計図等の3D

データをMR空間上で共有し、遠隔の社員同士が顔を見ながら話すことで、社員間のコミュニケーションを活性化させるも

のです。「バーチャル工場見学」は、製品発注企業が品質確認のために従来対面で実施していた工場の視察行程を、遠

隔操縦ロボットの視界を5Gで伝送することで、発注元企業の自社オフィス等からSSF内を視察できるようにするものです。

コロナ禍においても工場と発注元企業間の円滑なコミュニケーションを可能にします。

遠隔MR会議やバーチャル工場見学の機能を搭載した５Gスマート工場

KITコーオプ教育で、“人”中心のDXに取組む

今後の計画と、役割分担について
2021年度以降には「Smart」の観点で「多視点による製造フロアの一元

遠隔モニタリング」、「Smile」の観点で「常時映像接続による拠点間交

流空間の整備」等に取り組みます。2022年度以降には「Smart」の観

点で「無線での製造ライン構築」等に取り組むと共に、「Smart」と

「Smile」の融合による、SSFを活用したコーオプ教育プログラムの推進

と人材育成を検討してまいります。

製造業の現場では、人手不足に起因する作業員の負担増や孤独感

が、さらなる離職を招くという悪循環に陥っているという声がありました。

このような課題に対し、北菱電興、ドコモ、KITが共同で3か年のロード

マップを策定し、「Smart」と「Smile」の両面から各種機能の実装に取り

組むことで、従業員が物理的にも心理的にも働きやすく、社会全体の

幸福に寄与するような、工場発の「“人”中心のDX」を実現します。

アバターによるバーチャル工場見学MRを利用した遠隔会議

産学協同にて、5Gスマート工場「Smart Smile Factory」開設

「Smart」と「Smile」の今後の計画
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コーオプ教育，キャリア教育の推進



金沢工業大学がデータサイエンティスト養成に向けて2020年度よりＮＴＴ西日本グループとの産学協同で開始した「KIT

コーオプ教育プログラム」初の成果発表会が12月21日（月）、金沢市大手町にあるＮＴＴマーケティングアクトで行われ、

経営情報学科4年の細井勇希さんと心理情報学科4年の田中祐貴さんの2名が、4ヶ月間、企業の業務に実際に従事して

得られた成果について発表しました。

「大学の授業で扱う”きれいに整理されたデータ”とは異なる生のデータを扱うことができたのは貴重な経験だった」「デー

タサイエンティストには社会人として必要なビジネス力が重要であることをあらためて実感した」「データサイエンティストと

して必要なスキルが明確になった。大学院進学後は専門性に長けたデータサイエンティストを目指したい」といった発表

が生き生きとした表情で行われ、４ヶ月間の企業業務を通じての学生の成長ぶりを実感する発表会となりました。

世界標準の「KITコーオプ教育プログラム」
コーオプ教育（Cooperative Education）は米国が発祥の産学協同教育です。「大学のカリキュラムと、これと同レベル

の高い完成度の教育価値を持つ就業体験」が融合したもので、欧米諸国の高等教育機関を中心に普及が進んでい

ます。WACE(World Association for Cooperative Education. 世界コーオプ教育協会)は1991年に設立され、現在は世

界52カ国、約1,000の教育機関、企業、団体が加盟しており、金沢工業大学は2015年に加盟しています。

「KITコーオプ教育プログラム」は、プロジェクトデザイン教育により身につけた問題発見解決能力を企業の業務を通じ

て実社会のリアルな問題発見解決に活かしていくもので、WACEのCWIE（Cooperative & Work Integrated Education: 産

学連携教育）に準拠したプログラムとして2020年度から始まりました。企業の第一線で活躍する技術者を実務家教員

として招聘した事前学習（講義）と、企業の実際の業務に従事するコーオプ教育（就業、実践）により、「基礎」「応用」

「実践」のプロセスを統合した教育プログラムを企業と協同開発し、実施していきます。

今年4月には、金沢工業大学とＮＴＴ西日本金沢支店、ＮＴＴマーケティング アクト北陸支店との間で、データサイエン

ティスト養成を目的とした産学協同教育実施に関する協定を締結。「KITコーオプ教育プログラム」が具体的にスタート

しました。プログラムでは、事前講座として、ＮＴＴ西日本寄附講座・生涯学習特別講義「ICT×データサイエンス」を6月

から8月にかけて実施。ＮＴＴ西日本グループの様々な分野でデータ解析に取り組んでいるデータサイエンティストの

事例を取り上げ、デジタルデータビジネスの実例を通じて課題解決に至るまでのビジネスプロセスについて講義が行

われました。当寄附講座には学部生5名と大学院生5名の計10名が受講。講義と演習を通じて、データサイエンティス

トとして実際のビジネスに役立つ3つのスキル「ビジネス力」「データサイエンス力」「データエンジニアリング力」を学び

ました。そして受講生の中からＮＴＴ西日本により選抜された細井勇希さんと田中祐貴さんの2名が9月から4ヶ月間、Ｎ

ＴＴマーケティングアクト LINKSPARK Voice Of Customer Support Centerに"社員"として勤務し、NTT西日本から依頼さ

れた案件に取り組みました。

発表する田中祐貴さん（左）と細井勇希さんＮＴＴ西日本小川成子金沢支店長、大澤敏学長など関係者が参加

6～8月に事前学習を実施。受講生から2名を選抜
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ＮＴＴ西日本から「実務家教員」として招聘し、データサイエンティスト養成
学生が企業の業務に従事しながら学ぶ新しい

産学協同プログラム「KITコーオプ教育」を実施

コーオプ教育，キャリア教育の推進



金沢工業大学は、令和2年8月、一般社団法人産学協働イノベーション人材育成協議会（C-ENGINE）に加盟致しました。

C-ENGINEは、イノベーションを創出する力を有する高度理系人材の輩出を目指して、修士課程・博士課程・ポスドクの研

究インターンシップを推進しています。C-ENGINEは、日本の有力大学16大学とグローバル企業36社で構成され、金沢工

業大学の入会は17大学目となります。金沢工業大学は、本協議会を通じて、研究に焦点を当てた研究インターンシップ

を推進致します。

金沢工業大学では、令和2年度より、次世代のリーダーを育てるため、4ヵ月から1年間という長期間にわたって、学生が
企業に就業し、その企業が現実に取り組む課題やソリューションに挑む独自の産学協同教育である「KITコーオプ教育プ
ログラム」を実施しています。このKITコーオプ教育プログラムに加えて、研究インターンシップに取組み、産学協同による
キャリア教育プログラムのさらなる充実をはかってまいります。

研究インターンシップを通じて産学協同教育のさらなる充実を目指す
日本の有力大学とグローバル企業が会員の

産学協働イノベーション人材育成協議会に加盟

C-ENGINEが進める
「産学協働イノベーション人材育成コンソーシアム事業」を通して

イノベーション創出のためには「研究開発実践型の中長期研究
インターンシップ」が有効な手段とされています。中長期研究イ
ンターンシップは、企業が様々な大学の中から専門性の高いイ
ンターン生を幅広く受け入れることができるだけでなく、企業と
大学研究室が連携するためのきっかけ作りにもなります。

C-ENGINEは、日本の有力大学とグローバル企業がコンソーシ
アムを形成し設立されたもので、学生たちはC-ENGINEのIDM
（Innovative HR Development Matching）システムに登録するこ
とで、自分の研究に合ったインターンシップテーマを広い企業群
から選択できます。
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研究インターンシップの推進

就職や採用だけを目的とするインターンシップとは一線を画し、C-ENGINEでは、原則として2か月以上のインターン
シップを推奨しています。学生たちは実践的な企業の研究現場を体験することで、さまざまな分野や業種にも応用可
能な専門能力（トランスファブルスキル）を身につける機会となります。またインターンシップが契機となり、企業と本学
との共同研究体制の強化と更なる推進を図ります。

【C-ENGINE会員大学一覧（令和2年度）】
東北大学、筑波大学、東京大学、東京工業大学、東京理科大学、お茶の水女子大学、東京都立大学、京都大学、大
阪大学、大阪府立大学、神戸大学、奈良先端科学技術大学院大学、奈良女子大学、岡山大学、九州大学、鹿児島大
学、金沢工業大学



「SDGsにおける電気自動車の利活用推進に関す

る連携協定」を締結

学校法人金沢工業大学、白山市、日産自動車株式会社、北陸電力株式会社、米沢電気グループの5者は、11月12

日、「持続可能な開発目標（SDGs）における電気自動車の利活用推進に関する連携協定」を締結しました。

この日産自動車が推進する『ブルー・スイッチ活動』、そして、白山市が推進するSDGs、環境・防災対策、金沢工業大

学、北陸電力、米沢電気グループが推進する環境・エネルギー対策、地域貢献活動と、それぞれの取り組みにお互

いが賛同し、SDGs達成に向けた取り組みを推進することで一致し、今回本協定の締結を行う運びとなりました。

白山市、金沢工業大学、日産自動車、北陸電力、米沢電気グループは、今後もこの協定締結を機に、環境及び防災

対策を強化し、電気自動車(EV)を活用した「環境に優しく災害に強いまちづくり」とSDGsを共に推進していきます。そし

て、SDGsの達成と、電気自動車（EV）の普及を通じた地域課題の解決に向けて、更に連携を強化してまいります。

本協定は、電気自動車（EV）を活用する産官学連携の画期的な取り組みです。

SDGsの理念に基づき、白山市、金沢工業大学、日産自動車、北陸電力、米

沢電気グループが連携することで、白山市において、電気自動車利活用促進

の検討や市民の環境・防災意識向上、地産地消エネルギーの運用など、

様々な施策で相互の緊密な連携と協力を図り、持続可能な社会の実現を図

ることを目的とします。また、本協定の内容は、白山市が、『電気自動車（EV）

の普及を通じて、地域課題解決や環境負荷の低減に取り組むと共に、地震

災害等による大規模停電が発生した際に、市が指定する避難所等において、

金沢工業大学、北陸電力ならびに、米沢電気グループより貸与される電気自

動車（EV）「日産リーフ」を電力源として活用することで、避難所の円滑な運営

を行い、市民の安全確保に努める』というものです。

【協定の概要】

（1）白山市山間部におけるEVを活用した地産地消エネルギーの運用について

金沢工業大学は、山間部でのEVカーシェアを活用した地産地消のエネルギー運用の研究などの地域課題

解決に取り組み、電気自動車（EV）を活用した地域創生を推進する。また、大学内の白山麓キャンパスを中

心に、太陽光発電など、電気自動車（EV）を要とした再生可能エネルギーの検証を行う。

（2）電気自動車（EV）の普及促進、防災・環境・SDGs意識の向上、環境教育について

白山市、金沢工業大学、日産自動車、北陸電力、米沢電気グループは、平常時も電気自動車（EV）の普及

促進を行うほか、市のイベントで使用する電力を電気自動車（EV）から供給することで、『電気自動車は「走

る蓄電池」』としての活用を市民へ積極的にアピールするなど、SDGsの認知度向上及び環境・防災意識向

上を目指す。また、市のこどもたちの環境意識向上のための教育に関しても連携を行う。

（3）災害時における電気自動車（EV）を活用した避難所運営の支援について

白山市で災害を起因とする停電が発生した際、市が指定する避難所に、金沢工業大学、北陸電力、米沢電

気グループに配備している電気自動車（EV）「日産リーフ」および充電スタンドを無償で貸与する。

白山市、金沢工業大学、日産自動車、北陸電力、米沢電気グループの協力により電気自動車（EV）からの

給電を行うことで、災害時においても継続して電力が供給できる体制を整え、避難所の円滑な運営を図り、

市民の生命及び身体の安全を守る。

連携協定の調印式

16

自治体とのSDGs連携事業推進



文部科学省の令和２年度 SDGs達成の担い手育成（ESD）推進事業 採択

ゲーミフィケーションを用いた
SDGs教材活用のための教員向け人材育成へ

文部科学省が公募した令和2（2020）年度 ユネスコ活動費補助金（SDGs達成の担い手育成（ESD）推進事業）に本学

のSDGs推進センターの取り組みが採択されました。本事業は、持続可能な開発目標（SDGｓ）達成に向けた取り組み

が広く普及したことや、新学習指導要領において「持続可能な社会のつくり手の育成」が明記されたことを背景に、

SDGs達成の担い手に必要な資質・能力の向上を図る優れた取り組みに対して戦略的に支援するものです。平成31

（2019）年度は45件の応募に対して14件が採択、令和2年度は33件の応募に対して13件が採択され、本学は平成31

年度に続いて2年連続での採択となりました。

(1) カリキュラム等開発・実践 SDGs達成の視点を組み込んだカリキュラム、教材、プロジェクト等の開発や教育実践を
行い、その成果を広く発信する。

(2) 教師教育の推進 SDGs達成の中核的な担い手となる教師の資質・能力の向上を図り、その成果を広く発
信する。

(3) 教育（学習）効果の評価と普及 ESDによる教育（学習）効果や学習者の変容等を測る評価手法を開発し、教育現場での

実践（評価）を行い、その結果を発信するとともに、開発した評価手法をモデル化・パッ
ケージ化するなど汎用性を高め、教育関係者へ広く普及する。

(4) ユース世代の活動の推進

※令和2年度から追加

社会の変革の担い手であるユース世代によるESDの取組を加速させ、SDGs達成に向け

た自主的・独創的な活動の支援・普及（能力向上、ネットワーク構築等）を図り、その成
果を広く発信する。

年度 分類 事業名

平成31 (1)カリキュラム等開発・実践 ゲーミフィケーションを用いたSDGs教材とその開発手法の全国展開

令和2 (2)教師教育の推進 ゲーミフィケーションを用いたSDGs教材活用のための教員向け人材育成

補助対象事業の分類

採択された本学の事業

具体的な取り組みとして、全国から「SDGsイノベーション教育拠

点校」を募集し、小中高校・学習塾10校を採択しました。8月29日

に第1回SDGsイノベーション教育サミットを開催し、教育拠点校

から20人が参加し、取り組み内容と各拠点校の情報共有を行う

とともに、同日開催の第3回ジャパンSDGsユースサミットの「オン

ライン学習支援成果発表会グランドチャンピオンシップ」を行い、

オンライン学習支援の取り組みと成果を共有しました。

その後、定期的に担当メンターが各拠点校と打ち合わせし、要 第１回イノベーション教育サミット

望に応じたカリキュラム作成とSDGs学習支援を行いました。また、全拠点校の研修として、ゲーミフィケーション教材

「THE SDGsカードゲームX（クロス）」のファシリテーター研修を実施しました。10月10日にクロスのファシリテートの講

習と演習、10月24日にクロスのオリジナルカード作成の講習と演習をしました。

11月7日に開催した第2回SDGsイノベーション教育サミットには、教育拠点校の教員だけでなく、学習意欲の高い児

童・生徒も参加しました。各拠点校の成果発表会と2019年度に開発したゲーミフィケーション教材「ファクト」「シェア ア

ンド サルベージ」の体験を行いました。

また、本学のゲーミフィケーション教材を用いてSDGsを学んだ小中高生を対象する「ポストSDGs 全国作文コンテス

ト」を開催し、全国枠119件、北陸枠7件の全126件の応募作品を審査し、受賞した6作品を令和3年3月6日に開催され

た第4回ジャパンSDGsユースサミットで紹介しました。

SDGs：Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）
ESD：Education for Sustainable Development
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SDGs教育の充実と推進



SDGs達成に向けた取り組みの促進へ
若者の市政参画及び教育学習支援に関する連携

野々市市との新たな連携協定を締結

金沢工業大学と野々市市は、若者の市政参

画並びに教育及び学習支援を図ることにより、

持続可能な開発目標（ SDGs ： Sustainable

Development Goals）の達成に向けた取り組み

を促進することを目的として、「持続可能な開

発目標（SDGs）における若者の市政参画及び

教育学習支援に関する連携協定」を調印しま

した。

調印式は12月24日（木）に国指定重要文化財

喜多家住宅（野々市市本町三丁目８番11号）

にて行われました。15時30分から調印式が行

われ、野々市市長 粟貴章氏、金沢工業大学

学長 大澤敏教授が協定書に署名を行いまし

た。

協定に調印した大澤学長（中央左）と粟市長（中央右）

本学では、世代を超えた共創教育を推進しており、学生がキャンパスを出て、高齢者や小中学生、企業の方などとの

交流を通して学ぶことを重視しています。本学と野々市市は、平成16年11月に連携推進に関する協定を締結して以

来、防災・建築・交通等、様々な分野での連携を推進してきました。イベントの開催への協力や地域の防犯パトロー

ル等、地域活動に貢献し、一方で主体的・積極的に参加することで成長の機会を得ています。

連携した活動例としては、野々市市のコミュニティバス「のっティ」の現在位置を把握する「バスどこシステム」を開発し

た金沢工業大学のBus Stopプロジェクト、防災教室や防災まち歩きなどを実施する防災・減災プロジェクト「SoRA」、

市民の傾聴スキルを身につけるための「市民カウンセラー養成連続講座」などがあります。

今後、野々市市との連携により、若者による市政の参画の促進、教育及び学習の機会の支援を推進し、SDGsの理

念に基づく、持続可能な社会の実現をめざしてまいります。

持続可能な開発目標（SDGs）における若者の市政参画及び
教育学習支援に関する連携協定

協定 内容

包括連携協定
平成16年11月9日

（１）学園と市との連携推進のあり方に関すること。

（２）まちづくりのための学園と市との連携に関すること。

（３）人材育成のための学園と市との連携に関すること。

（４）学園とコミュニティとの連携に関すること。

（５）その他学園及び市が必要と認める事項に関すること。

その他の連携協定
平成23年9月1日

災害及び防災対策に係る連携協力協定

令和元年度
野々市市提案型協働事業
市民提案型枠（採択）

野々市市外国人住民対象英語パンフレット制作

本学と野々市市との過去の連携一覧
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自治体とのSDGs連携事業推進



環境土木工学科に合ったプロジェクトデザインを行いたいという田中泰司准教授の想いから、自然やアートなどの土地の

魅力がありながら、全国の都市部が将来抱えるであろう高齢化やインフラ整備の不安が顕在化し、災害リスクや交通工

学を考えやすい場所として、１年かけて珠洲市のテーマを実現しました。授業は、本学学生だけでなく、珠洲市においても

学生の活動が刺激になっていると好評で、継続的かつ計画的により良い発展的な関係を築きたいという想いから今回の

連携に繋がりました。珠洲市では、奥能登国際芸術祭や能登SDGsラボの取り組みを主管する財務企画課を中心に、交

流人口の増加を目指していて、授業をきっかけとした地域課題を解決する新しい取り組みの創出や、発信力ある若者の

観光に繋がることを期待されています。

調印式には、珠洲市から泉谷満寿裕珠洲市長をはじめ、橋本良助副市長、総務課長、企画財政課長が出席されました。

両会場をANA AvatarとZoomを使用して繋ぎ、始めに泉谷珠洲市長が珠洲市役所からANA Avatarを用いて本学チャレン

ジラボにいる大澤学長とともに経緯などを話し、交流をしました。最後に大澤学長、泉谷珠洲市長が協定書にサインをし、

画面越しに協定書を披露し合いました。

本学が県内の自治体と連携を結ぶのは、野々市市、金沢市、白山市、加賀市、小松市に続く６例目となります。

遠隔通信技術を用いて学生と市の職員や専門家の交流を取り入れている点では、先進的で特徴的な連携となっていて、

本連携は今後のプロジェクトデザインの可能性を大きく引き出すものと考え、次年度の授業に向けた協議を進めていくこ

ととなっています。

大学と珠洲市役所の２会場をオンラインで結び調印式を実施

社会実装型のプロジェクトデザイン教育をさらに推進
教育・研究活動の連携協力に関する

珠洲市との連携協定書を締結

金沢工業大学は珠洲市との教育・研究

活動の連携協力に関する協定を令和２

(2020)年９月17日(木)午後２時から本学

と珠洲市役所の２会場をオンラインで結

び、連携協定の調印式を実施しました。

プロジェクトデザインⅡでは実社会の

テーマを扱った問題発見・解決型の授

業を展開していますが、環境土木工学

科では令和元(2019)年度から珠洲市を

フィールドにした授業を遠隔会議システ

ムや360度映像、ANA Avatarを使用し、

珠洲市から150km離れた教室にいなが

ら行っています。

協定書に調印し、ANA Avatarを通して確認し合う

大澤学長と、モニター越しの泉谷珠洲市長
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自治体とのPD教育の推進



「KIT-RITデュアルディグリープログラム」（Dual Degree Master’s Program） の第一期生として、大学院生の本田彰吾さん

（博士前期課程 工学研究科情報工学専攻1年、中沢研究室）が選ばれ、2020年8月からはオンラインにてロチェスター工

科大学（アメリカ・ニューヨーク州、以下RIT)における授業科目の受講と研究指導を受けています。2021年1月から同年8

月まで渡米する予定です。また、RITからはJosephZonghiさんが選ばれ、2021年4月からはオンラインにてKITにおける授

業科目の受講と研究指導を受けています。

KIT-RITデュアルディグリープログラムは、本学がRITと締結した協定書に基づき、情報工学及びコンピューターサイエン

ス分野の大学院生に対する海外における学位が伴う学修機会の提供を目的としています。KITとRITに入学し、在学期間

中に約10ヶ月間の留学を行い所定の要件を満たすことで、最短2年間でKITの学位とRITの学位の両方を取得できるプロ

グラムです。修学期間中は、KITとRIT両大学院の教員の緊密な連携による指導を受け、KITで取り組む研究テーマをRIT

で継続することも可能です。

本田さんは両校の入試プロセスを通過し、第一期生となりました。当初は、約10ヶ月間RITに留学して授業を受講する予

定でしたが、新型コロナウイルスの影響をうけ、2020年8月からオンラインでRITの授業を受講しながら渡米の準備を進め、

2021年1月～同年8月まで留学する予定です。KITとRITの授業を並行して受講するとともに、2大学の教員から指導を受

けて、「脳活動を含む生体情報に基づくサイレントスピーチインタラクション (Silent Speech Interactions based on

Biological Information including Brain Activity)」の研究活動を行なっています。

本田 彰吾さん（KIT）、Joseph Zonghiさん（RIT）が、
２大学の修士号取得を目指す

KIT-RITデュアルディグリープログラム
第一期生が決定

【派遣】
本田彰吾さん
（当初派遣留学期間）
2020年8月から10カ月間

2020年春にKIT、2020年秋にRITに入学。新型コロナウイルス感染症拡大の影響
を受け、当初の派遣留学期間を変更した。2020年8月からはオンラインにてRITに
おける授業科目の受講と研究指導を行った。2021年1月から8月を予定して留学し、
KITとRIT双方の授業の履修と研究指導を受ける。

【受入】
Joseph Zonghiさん
（当初受入期間）
2021年3月から10カ月間

2020年秋にKITとRITに入学。新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、当初
の派遣留学期間を変更した。2021年4月からはオンラインにてKITにおける授業科
目の受講と研究指導を行っている。査証受付が再開次第、KITに留学する。
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大学院デュアルディグリー教育の推進



金沢市近郊 私立大学等の特色化推進プラットフォーム
私立12校の連携によるオンラインFD研修会

「オンライン授業の大学の現場」を開催

金沢市近郊 私立大学等の特色化推進プラットフォーム（以下：私大等PF。幹事校：本学）の合同FD研修会を令和２

(2020)年12月22日(火)午後２時からオンライン会議システム（Zoom）で開催しました。

私大等PFは2018年に発足し、石川県内の私立の大学７校、短大４校、高専１校が連携協定を結びました。18歳人

口が減少する中、各大学の特色を活かした質の高い教育を提供し合い、更に大学等が拠点を置く石川中央都市圏

（金沢市、白山市、かほく市、野々市市、津幡町、内灘町）が目指す「住みやすさ日本一」と、地域の産業の活性化

に貢献しながら「学都金沢」のブランド力の向上を目指した活動を行っています。

私大等PF加盟校における遠隔授業の実態調査結果をはじめとして、コロナ禍の学習指導・学習支援の取り組み事

例について４校から紹介があり、国公私立の大学関係者約100人が参加しました。今回は、新型コロナウイルス感

染症が終息しない中、遠隔授業を余儀なくされた大学教育の実際の現場の様子について、各大学から取り組み内

容について報告されました。

コロナ禍でオンライン授業が急速に進み、各大学ではオンライン授業の質をどのように高めていくかが課題であり、

魅力的なオンライン授業の実施が今後の入学者数にも影響を及ぼすと考えられます。そこで文部科学省が行って

いる遠隔授業の実態調査と同様の内容を私大等PF内でも調査を行い、下記の結果が得られました。

【全面対面／遠隔授業の併用】対面授業と遠隔授業を併用している大学が多い。（全国平均と同程度）

【対面授業の割合】７割程度。（全国は「ほぼ対面・７割対面」が３割程度）

【キャンパスの利用】９割がキャンパスを開放している。 （全国は「全面可」が３割）

私大等PFの各大学は多様な分野・特色のある教育を行っているため、文理を問わず連携すれば総合大学としての

機能をもつことになりますが、首都圏の大規模大学とは異なる、金沢ならではの魅力ある学びを創出し、これから到

来するSociety 5.0社会に向けた人材育成と地方創生を目指します。

金沢市近郊 私立大学等の特色化推進プラットフォーム
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金沢市近郊私立大学プラットフォーム事業の推進



高・大・社会の接続のシームレス化を目指し、「育てる入試」として、推薦系試験（目的志向型入学（AO入学）、専門高校

特別選抜、推薦試験A・B）での令和3年度入学予定者（約780名）を対象に、「入学教育」プログラム（試行版）を、Zoomな

どを活用しオンラインで実施しました。入学前に本学での学びを理解し、修学や大学生活をスムーズにスタートすること、

及び、入学後のキャリアデザインを考え卒業までのビジョンを形成することを目的としています。

入学前に在学生との交流から高い満足度を実現。
推薦系入学試験合格者を対象に

入学教育（試行版）を実施

●「ガイダンス」（リアルタイム：2月16日（火）、オンデマンド配信：2月17日（水）～3月28日（日））

入学教育プログラムの趣旨、内容説明。635名参加。

●「KIT・ICTステークホルダー交流会」（リアルタイム：2月16日（火）、オンデマンド配信：2月17日（水）～3月21日（日））

在学生の自己成長発表「ステークホルダー交流会」を視聴。411名参加。

●「ようこそ新入生（先輩と座談会）」（リアルタイム：3月2日（火））

入学生が進学する学科の先輩学生と座談会をする授業。384名参加。

●「夢実現のため（在学中キャリアデザイン）」（リアルタイム：3月9日（火））

入学の動機として語ったような活動を実行するためには、どのように学べばよいかを考え、キャリアデザインについて

先輩学生とフリートークを交えて考える講義形式の授業。325名参加。

●「教えて先輩（入学前課題解説講座）」（リアルタイム：3月16日（火））

事前に送付している「入学前課題（数学）」を情報工学科の在学生が解説する講座。217名参加。

入学予定者のアンケートから満足度の高い結果が得られ、「入学教育」に対する確かなニーズがあることが分かりま

した。一方、64％がスマートフォンでの参加であったことから、今後はスマートフォンのサイズや仕様に配慮したコンテ

ンツ制作や運営が必要であることを認識できました。また、今回は入学予定者にはメール配信で案内しましたが、より

確実に本人に連絡が届くよう郵送での案内も予定しています。

令和3年度は、情報技術に関連した「授業」の開講と、一般試験などの入学予定者も対象とした「キャリアデザイン講

座」の実施と充実を目指します。

入学予定者と先輩在学生による座談会「入学前課題（数学）」を開設する在学生

令和2年度入学教育（試行版） プログラム概要
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金沢工業大学 Ⅰ．教育の取り組み 
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Ⅰ．教育の取り組み 

金沢工業大学の教育目標は、「自ら考え行動する技術者の育成」である。この目標を達成するために授

業や課外活動を通じて実社会の課題にチームで取り組み、アイデアの創出から具体化するまでのプロセ

スを常に意識し、自らが考える習慣を徹底的に訓練する教育を実践する。学生は、「何のために」「何を

するのか」という自覚と目的を明確に持ち、日々研鑚に努める必要がある。そのために、教職員はどれ

だけ学生が学び取ったか、いかに学ぶ力を伸ばせたかを重視し、学生の学びを支援するため、様々な活

動に取り組んでいる。 

金沢工業大学 学部における３つのポリシー 

学校教育法施行規則の改定により、全ての大学は３つのポリシーを一貫性あるものとし、公表するも

のとされた。 

本学には建学の綱領に掲げる「高邁な人間形成」、「深遠な技術革新」、「雄大な産学共同」の理念に基

づき「自ら考え行動する技術者」の育成という教育目標があり、この教育目標をより具体的に表現でき

るよう、大学として定める３つのポリシーと学部（学科）の３つのポリシーの再策定を行った。 

 

アドミッションポリシー（大学の入学者受け入れ方針） 

金沢工業大学は、建学の綱領に掲げる「高邁な人間形成」「深遠な技術革新」「雄大な産学協同」の理

念に基づき「自ら考え行動する技術者」の育成を教育の目標としています。 

本学は、自らが持つ資質や多様な能力を向上させようとする意欲と共に、ものづくりに対する興味や科

学技術への探求心を持った者の入学を期待しています。 

求める学生像 

○本学で学ぶ目的や意義が明確な者 

1. 進学目的が明確で、新しい価値の創造に知的好奇心を持つ者 

2. 理工学の知識を役立て、幅広く社会で活躍する技術者を目指す者 

3. 科学技術とその応用分野に関心を持ち、ものづくりに積極的にチャレンジする者 

○本学の教育システムを積極的に活用できる者 

1. 本学の教育システムの特徴や仕組みを理解し、効果的に活用することで自らの能力を高める意欲の

ある者 

2. 他者と積極的に関わり、チームで協力して学修することに興味のある者 

○科学技術を学び応用するための基礎学力を身につけている者 

1. 理数系科目の学習を好み、本学の修学のために必要な基礎学力を身につけている者 

2. 社会に関心を持ち、多様な情報から自らの意見をまとめて表現するために必要な英語や国語、地理

歴史、公民、情報等の基礎学力を身につけている者 
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カリキュラムポリシー（大学の教育課程の編成及び実施に関する方針） 

学位授与方針に掲げる能力を身につけるための教育課程（修学基礎教育課程、英語教育課程、数理基

礎教育課程、基礎実技教育課程、専門教育課程）を以下のとおり編成する。 

◆ 歴史観、世界観、倫理観ならびに使命感を包含した人間力を身につけるとともに、生涯にわたり学

修する姿勢を育成するための修学基礎教育課程 

◆ グローバルに活躍するためのコミュニケーション能力を修得するための英語教育課程 

◆ 専門分野において求められる数理基礎能力を修得するための数理基礎教育課程 

◆ 社会で求められるイノベーションを効果的に実践する手法を学ぶための基礎実技教育課程 

◆ 専門分野における基礎理論、および高度な専門知識と技術を修得するための専門教育課程 

これらの教育課程のもとで以下の教育を実施する。 

◆ チーム学習やアクティブラーニングにより自ら学び主体的に活動する能力を育成するための初年

次教育 

◆ 修得した知識を知恵へ転換し、問題発見・問題解決能力を育成するためのプロジェクトデザイン教

育 

◆ 技術者を取巻く社会環境を理解し、技術者に求められる素養・能力を育成するためのキャリア教育 

◆ Conceive（考える）、Design（設計する）、Implement（実行する）、Operate（運用する）を重視し

て国際的に通用する創造する力を身につけるための総合教育 

◆ イノベーションを可能にする世代・分野・文化を超えた共創教育 

 

これらの教育実践を通して得られる学修成果は、多面的な評価方法（試験、クイズ・小テスト、レポ

ート、成果発表、作品、ポートフォリオ等）に基づき総合的に評価される。 

学科及び課程の教育課程の編成及び実施に関する方針は、大学の教育課程の編成及び実施に関する方

針に従い別途定める。 

 

ディプロマポリシー（大学の卒業の認定に関する方針） 

本学の建学綱領に掲げる「高邁な人間形成」「深遠な技術革新」「雄大な産学協同」の理念に基づき「自

ら考え行動する技術者」となるために、豊かな教養と社会で活躍できる右記の能力を身につけ、卒業要

件を満たした者に学位を授与する。 

◆ 専門分野の知識を修得し、それらを知恵に転換できる能力 

◆ 地域社会や産業界が持つ多様な問題を発見し、それらを解決できる能力 

◆ 世代・分野・文化を超えた価値観を共有し、イノベーションを実現できる能力 
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新型コロナウィルス感染防止対策 

令和 2 年 4 月より、国の緊急事態宣言下において 4 月 20 日から、ネット授業（遠隔授業）を開始し

ています。形式は、オンライン会議システム Zoomなどを用いた「リアルタイム型」授業、もしくは「教

材配信型」授業のいずれかで、学生ポータル・eシラバス等を活用し、在学生は自宅から Remote-VPNで、

学内のネットワークにアクセスし授業を聴講しています。6 月からは人数を分散して専門科目、専門実

験・演習を対面授業として開始しました。 

なお、前学期は研究室活動である学部 4年次生の PD[プロジェクトデザイン]Ⅲ指導、大学院（修士・

博士）研究指導は、人数を半分に制限し、対面とリモートによる活動を実施しました。 

後学期は、学生数を半数以下に制限し、A 区分（学部：工学部、大学院：機械、環境土木、情報、電

気電子、高信頼ものづくり）、B区分（学部：情報フロンティア学部、建築学部、バイオ・化学部、大学

院：バイオ・化学、建築、システム設計、ビジネスアーキテクト、臨床心理）の 2つに分け、授業週毎

の交代制による対面授業としました。また、4年次生の PDⅢと大学院生の修士研究は、密を避けて後学

期全て対面としました。 

新型コロナウィルス感染症 感染拡大防止に向けた取り組み

緊急事態宣言下における、感染拡大防止

措置を実施 

世界中で流行している新型コロナウイルス（以

下：コロナ）。わが国は全国各地でも拡大する状況

下において、政府は 4月 7 日(火)に、感染症のオ

ーバーシュートを防ぐため東京、神奈川、埼玉、

千葉、大阪、兵庫、福岡の 7都府県の大都市圏を

中心に緊急事態宣言を発出した。 

更に 4 月 16 日(木)には、緊急事態宣言を全国

に拡大し、国民に一層の行動自粛を要請した。ま

た、感染者が急増している石川、愛知、北海道、

茨城、岐阜、京都の 6道府県は、先の 7都府県と

ともに特に重点的な対策を進める「特定警戒都道

府県」として位置づけた。特に、東京はこの宣言

を受け、4月 10日(金)に東京に所在する大学に対

して、5月 6日(水)までの休業を要請した。 

本学園（以下：学園）が本拠地とする石川県も

感染者が増加したが、学園は全国から約 7,000人

（内、県外者約 5,500 人）の学生が集うために、

安易な休業は公共交通機関を利用した帰省など

学生の行動変容を誘発する恐れがあり、学生の学

びへのモチベーションや不安も与え、かえって事

態の悪化を招くと考え、学園の強みを活かした

ICT 技術を駆使した学びのコミュニティモデルを

構築していく事とした。この思いは、大澤敏大学

長、ルイス・バークスデール高専校長とも共有し

ているものであり、既に大学は「KIT ポータル、

KITナビゲーション、KIT-eシラバス」という独自

開発した教育マネジメントシステムを運用して

おり、高専は「manaba」という LMS（ラーニング

マネジメントシステム）を利用した教育運用が行

われている。 

4月 16日(木)、政府の緊急事態宣言が全都道府

県に発出され、石川県も特定警戒県となったこと

を受け、コロナの感染拡大防止に向けた取り組み

として、また、学生の健康と安全を守り感染拡大

防止のため 4 月 17 日(金)から 5 月 17 日(日)ま

で、全てのキャンパスへの学生の立ち入り禁止の

措置を発表した。また、これに併せ 4月 20日(月)

から 5月 17日(日)まで学生食堂（21号館ラテラ、

イルソーレ、八束穂リサーチキャンパス 62 号館

エナジー）の営業の休止依頼をする事とした。 

学生の学内立ち入りは禁止したが、授業は予定

通り 4月 20日(月)から遠隔授業で実施している。 

また、政府は 5月 4日(月)に緊急事態宣言を更

に、5 月末までに延長としたため、学生のキャン

パスへの立ち入り禁止及び、学食の営業休止も 5

月 31日(日)まで延長とした。 

 
学食やキャンパスの各出入口に 

学生の立ち入り禁止の看板を掲げる（4月21日撮影） 
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翌 6月 2日(火)から段階的に学生のキャンパス

立ち入り禁止措置が解除され、一部の対面授業が

開始し、学部 4年次と大学院生がキャンパスに足

を踏み入れた。 

5 日(金)に秋田出身の心理科学科 1 年次の学生

に話を聞くと「今日からキャンパスに入れること

を楽しみにしていました」と話す。「入学式を終え

てからずっと家で過ごし、不安な日々を過ごして

いた時、2 回にわたる緊急的支援金は本当に助か

りました」と笑顔で話してくれた。また「一人ア

パートでオンライン授業を受けていても、わから

ないことがあってもすぐに聞けないことなど、本

当に早く対面で授業を受けたかったです」と待ち

望んでいる様子がうかがえた。 

 
一人ひとり検温をして講義棟へ入館する学生 

 
学内ネットワーク接続用無線LANを使って 

学食で遠隔授業を受ける学生 

 

4 月 20 日（月）：前学期授業開始（全科目遠隔

授業） 

6月 2日(火)：4年次／PDⅢ（卒業研究）の人数

を分散し対面で開始 

大学院／修士研究の人数を分散し対面で開始 

6月 5日(金)：1年次／3科目程度の対面授業が

開始 

3年次／専門実験・演習を対面で開始 

6月 12日(金)：3年次／専門科目を対面で開始 

 

■大学・高専の基本方針 

4月 13日(月)当初に発表された大学と、高専で

の基本方針、及び修学支援等を右に記す。 

 

 

 

学生および教員への遠隔授業の 

受講・実施のサポート 

(1)遠隔授業に関する学生へのサポート 

遠隔授業を受講できるよう、全学生向けに配付

しているメールアドレスの利用設定、学外から学

生ポータルや e シラバスへ接続するための

Remote-VPN 設定を学生に向けて 4 月 10 日(金)に

大学 HP にて告知した。多くの問い合わせが予想

されることから、協力企業の金沢総合研究所にも

土日を含めたサポート体制を依頼し、メール及び

電話でのサポートを実施した。 

メールの問い合わせ件数は、5月 14日(木)まで

に 726件、電話による問い合わせ件数は集計でき

ていないがメールと同数程度あった。 

また、授業を受けられる環境が整っていない学

生の状況調査を目的に、臨時のコールセンターを

4 月 21 日(火)～27 日(月)の間、23 号館に設置し

た。コールセンターでは、予め全学生向けに配付

しているメールアドレス宛てに送信される「安否

確認システム」を通じてネット環境等の確認がと

れた学生を除く、約 2,800 人に対して、各部署か

らテレワーク中の職員約 20 人が参加して、個人

連絡を実施した結果、約 2,700人の学生対応が完

了した。 

大学の基本方針 

4月 17日(金)～5月 31日(日)までキャンパス立ち入

り禁止とし、当面の間は次のとおりとする。 

① 対面式による授業・研究室活動の禁止 

（オフィスアワー等も含む） 

② 対面式による TA・SA 業務の禁止 

③ 学生スタッフの業務を禁止 

④ 課外教育プログラム(部活も含む)の活動禁止 

⑤ テレワークの実施 

＊この間の授業や学習支援は全てネットを活用する。

ネット環境が自宅等に整っていない学生や、遠隔授業

を受講する際の通信料が過大となる学生が少なからず

いるので、遠隔授業を受講する学生の対応に努める。

（教室環境の指定やサポート等） 

高専の基本方針 

授業開始日を変更し、4 月 14 日(火)～5 月 2 日(土)

の間について次のとおりとする。 

① 全ての授業を遠隔授業とする。 

② 課外活動は全て禁止とする。 

＊遠隔環境が自宅等に整っていない学生や、遠隔授業

を受講する際の通信料が過大となる学生が少なからず

いるので、遠隔授業を受講する学生の対応に努める。 
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電話連絡では、教科書を未だ購入できていない

学生や、ネットワーク環境が整っていない学生に、

問い合わせ部署への誘導や各種設定の手順など

を説明し、全学生の遠隔授業への環境整備をサポ

ートすることができた。 

 
コールセンターを設置し、学生の状況を調査する職員 

＝23号館 

(2)Zoomライセンス準備 

同時双方向型授業用のツールとして、利用実績

と使いやすさを考慮して、Zoomの有償ライセンス

を導入し、授業を担当されている大学(東京・虎ノ

門含む)及び、高専の教員を優先して配布した。 

ライセンスの契約期間は令和 2年 5月 1日～令

和 3 年 4 月 30 日まで。職員の部課長に対しても

在宅ワークや外部の方との打合せ用として配布

を行っている。 

 

(3)Remote-VPN装置の更新 

対面授業がすべて遠隔授業になることで、

Remote-VPN への接続数増加が確実であったが当

初導入機器の同時接続数が最大で 1,000 であり、

これが授業運営のボトルネックになることが確

実であった。 

そのため、機器の入れ替えを検討したが、この

ような機器は契約してから納品まで 2カ月程度要

し、4月 20日(月)の授業開始には通常では間に合

わない。しかし、ネットワーク機器メーカーのご

厚意により、評価用機器を期間限定で貸出してい

ただけることとなり、4月 17日(金)に入れ替えを

実施した。 

4月 20日(月)以降、授業時間中は 1,200～1,700

程度の接続があり、最大で 1,800台の接続があっ

たが正常に稼働中であり、この機器と同等の性能

を有する Remote-VPN 装置の購入・設備更新が完

了した。 

参考までに、e シラバス一日あたりの平均延べ

アクセス数は、2019年度 7,600だったものが遠隔

授業開始後は、50,000～60,000程度となっている。 

 

 

(4)モバイル Wi-Fiルータの手配 

ネットワーク工事日程や家庭の事情により、ネ

ットワーク環境が無い学生に対して、モバイル

Wi-Fi ルータの貸出を行っている。貸し出しを行

う場合、電話により状況などのヒアリングを行い

ながら、貸し出しを行った。 

 

(5)各種手順書の作成 

遠隔授業における Zoom や Box といったツール

について、利用手順書を作成し、学生・教職員向

けポータルサイトの画面上部にある「遠隔授業

（ネット授業）について」に掲載した。 

 

(6)行事・学内会議のネット配信支援 

3 月の学部・大学院学位授与式の YouTube ライ

ブ配信、3 月 29 日(日)の虎ノ門大学院入学式、4

月 1 日(水)の学部・大学院入学式の保護者向け

YouTube配信、学内での新入生向けライブ配信、4

月からの全学部会、部課長会議などの学内会議の

Zoom配信などの準備、配信対応を行った。 

 

(7)遠隔授業用動画コンテンツ制作支援 

6 号館に特設スタジオを設け、講話（修学基礎

における学長講話、大意科目での講話）、交通安全

講習会、インターンシップガイダンスなどの動画

コンテンツの制作支援を行った。 

 

(8)Zoom接続支援、ビデオサーバー接続支援 

遠隔授業開始に向けて Zoom の接続確認と習熟

を行うためのテストサイトを設置した。 

学生からの接続数は、4 月 14 日～25 日の間に

4,488件、スタートから Zoomでの円滑な授業運営

の一助となった。AVIS等のビデオストリーミング

サーバーへの接続について、学生への支援を行っ

た。 

 

(9)ICT基礎科目 

入学式後、ネットワーク接続に関するオリエン

テーションしか受講していない新入生を大学の

ICT による学修環境に習熟させる為には、ICT 基

礎科目が根幹となる。 

授業運営変更にともなう動画コンテンツ準備、

クラス編成、資料準備などの授業準備を進めると

ともに、遠隔授業で必須となる eシラバスへの到

達を ICT 基礎科目で計ったところ 4 月 30 日時点

で新入生の 97.7％が e シラバス利用可能となり、

その後の授業運用の礎となった。 
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教職員組織と卒業生組織の支援を原資と

する困窮学生限定の緊急的支援金を給付 

大学教職員が納める旦月会費の令和元年度の

繰越金と、卒業生で構成するこぶし会（学園同窓

会）の支援を原資として、大学生全員にメールを

配信し、日々の生活が困窮した状況に陥っている

学生に対し、第一弾として(1)学部・大学院生の内、

現在実家に帰省せずに下宿先に居る学生（ただし

社会人、休学者を除く）、(2)経済的に日々の食事

に困っている学生、この二つの条件に該当する大

学生で、申し出があった 1,703人に対して、一人

当たり 20,000円を 5月 1日(金)に給付した。 

そして第二弾として第一弾の学生も含む更に

申請があった合計 3,361人（大学生 3,356人、高

専生 5人）に 30,000円を 5月 22日(金)に給付す

ることにした。（※5月 20 日現在の人数） 

更に今後の支援策として、学部学生・大学院生

全員(休学者及び、東京・虎ノ門大学院を除く)に

対し、修学支援金として一人当たり 5万円を令和

2(2020)年度後学期授業料(学費)から減額する措

置をとることが決まった。 

 

文部科学省「学びの継続」のための 

学生支援緊急給付金について 

文部科学省高等教育局学生・留学生課では、新

型コロナウイルス感染拡大（以下：コロナ）の影

響で、世帯収入の激減、アルバイト収入の激減・

解雇等により困窮する学生を対象に、独立行政法

人日本学生支援機構（以下：機構）を通し、現金

を支給し、経済的理由での退学を食い止めようと

するために、学生支援緊急給付金事業の対策に乗

り出した。 

対象学生は「国・公・私立大学（大学院を含む）・

短大・高専・専門学校約 43 万人で、住民税非課税

世帯の学生には 20万円、上記以外の学生には、10

万円を支給することとし、所要額約 531億円を見

込んだ。条件として「家庭から自立してアルバイ

ト収入により学費等を賄っている学生、今回のコ

ロナによる影響で、当該アルバイト収入が 

大幅に減少し、大学等での修学継続が困難にな

っている者」となっている。 

上記要請を受け大学では 1 次推薦配分金 8,260

万円、2 次推薦配分金 5,310 万円について、文部

科学省からの事務処理要領における「対象者の要

件に関すること」を考慮し、修学継続のために経

済的支援が必要と認める者を推薦する作業を行

った。作業は修学相談室が窓口になり、学生に文

部科学省からの学生支援緊急給付金給付事業「学

びの継続」のための学生支援緊急給付金に係る学

生の選考について、学生にアナウンスした。大学

ではスマートフォンを使用した LINE での申請と

し、以下の概要で実施した。 

 

〔学生支援緊急給付金実施までの概要〕 
 5 月 19 日(火)予備費使用に係る閣議決定。 

 全国の大学等に事務実施協力依頼。  

 5 月 27 日(水)から 6 月 13 日(土)まで 1 次募集を

実施。 

 1 次募集に申請した学生のうち、要件に合致する

学生に優先順位をつけ、上位者を 1 次推薦者とし

て、6 月 19 日(金)に学生支援機構に提出。 

 学生支援機構から学生へ学生支援緊急給付金を

支給。（支給日は非公開） 

 7 月 3 日(金)から 7 月 26 日(日)まで 2 次募集を

実施。 

 1 次募集で「保留」とした学生のうち、要件に合

致する学生に優先順位をつけ、上位者を 2 次推薦

1 回目推薦者として、7 月 17 日(金)に学生支援機

構に提出。 

 学生支援機構から学生へ学生支援緊急給付金を

支給。（支給日は非公開） 

 2 次募集に申請した学生と 1 次募集で「保留」と

した学生のうち、要件に合致する学生に優先順位

を付け、上位者を 2 次推薦 2 回目推薦者として作

成し、7 月 31 日(金)に学生支援機構に提出予定。 

 学生支援機構から学生へ学生支援緊急給付金を

支給。（支給日は非公開） 

 

文部科学省高等教育局学生・留学生課では、2次

推薦後の保留者数をアンケート形式での報告を

求めている。また、3 次推薦があることを期待す

る。 

 
〔大学における1次・2次推薦の学生支援緊急給付金の 

進捗状況〕（R2.8.1現在） 

 1次推薦 2次推薦 

配分額 8,260万円 5,310万円 

申請者数 1,316人 886人 

推薦締切日 6/19 7/26 

推
薦
者
数 

20万円 105人 21人 

10万円 616人 488人 

保留者 595人 137人 
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「自ら考え行動する技術者」の育成に向けた取り組み 

オンラインで私立大学間の授業提供を 

目指す次世代 PBL を研究するための 

モデル授業を実施 

 次の世代の PBL（Project Based Learning（プ

ロジェクト学習））を研究するためのモデル授業

「学都圏“いしかわ”創成～みんなで考えるジ

ブンの大学～」を 8月 24日(月)から 28日(金)に

かけて、すべてオンラインで実施した。 

今回のモデル授業は、金沢市近郊自治体の私立

大学が共同で提供する PBL 科目の開設に向けた

トライアルとなります。今回の実施は、金沢工業

大学と金城大学短期大学部との連携事業として

初めて行なうものであり、今後も継続的な実施を

予定している。 

今回の取り組みの背景として、新型コロナウイ

ルスの影響により、オンラインでの企業活動が増

えるなど、新しい働き方が求められており、大学

教育においても新しい学びの必要性が高まって

いることが挙げられる。到来しつつある「ニュー

ノーマル」時代において、新しいツールやサービ

スを使える柔軟性をもち、オンラインで問題解決

する能力を身につける学生を育てる必要がある

という考えから、今回のモデル授業が設計された。 

8月 28日の公開イベントには、全国の高校・大

学の教員、教育関連企業の方々に、モデル授業の

プレゼンテーション、評価交渉の様子をご覧いた

だきながら、これからの教育に対する意見交換を

行う予定とした。 

モデル授業には学生 9名が参加した。15回の 90

分授業時間の中で、チームで活動テーマ「学都圏

“いしかわ”の PR」に取り組む。モデル授業は、

仮想空間（リモート会議システム「Zoom」、バーチ

ャル SNS「cluster」）の中でのラーニングストラ

テジー（戦略的学習力）の習得を目標とする。 

また、全 15回の授業のうち、最初の導入と最後

の発表を除く 10 回の授業は、学生たちが学ぶ時

間帯・教員を自由に選べるフレックス制を取る。

学生たちは、自分たちの活動に必要な専門分野の

支援をオンデマンドで受けられる。教員の選択に

は、AI（人工知能）の技術（Watson Assistant）

を使った教員推薦のシステムも提供され、学生た

ちは活動テーマにあった教員を探すことができ

る。また、活動の評価についても、学生自身が評

価を受けたい教員を選んで、自分の評価と指名し

た教員の評価を交渉によりすり合わせます。今回

学生たちの学びを支援するのは、金沢工業大学の

12名の教員である。 

将来的な展開として、金沢市近郊の私立大学に

所属する教員が、所属大学の枠を超えて授業を担

当し、学生たちが学びを受ける教員を指名できる

仕組みも想定されている。 

 

公開発表会後の参加者（アバター）の記念撮影 

＝バーチャルSNS「cluster」を用いた仮想空間 

 

地元企業で活躍されている OB による 

特別講義「企業と数理」をオンライン開催 

数理工教育研究センターでは、1年次を対象に、

地元企業で活躍されている大学卒業生による特

別講義「企業と数理」を数理基礎教育課程の授業

の一環として毎年実施している。 

この講義は、大学で学んだ数理の知識や考え方

が仕事の中でどのように役立っているか、大学で

はどのような心構えで学べばよいかなどを、講師

自身の経験を踏まえてお話いただくもので、学生

にとっては普段の授業では学べない事を聴講で

きる貴重な機会となっている。また、身近な先輩

の話を聴くことにより、学生が実社会での数理の

重要性を理解し学習意欲を高め、自ら考え行動す

る技術者に成長することを期待している。 

例年、地元企業から講師を招き対面形式の講演

を行っていたが、今年度は、新型コロナウイルス

感染症拡大防止対策として、AVISを用いて過去 3

年間の EIZO(株)、(株)富士通北陸システムズ、澁

谷工業(株)、コマツ、中村留精密工業(株)、三谷

産業(株)の 6 企業 15 講演分の動画を配信し、学

生は自身の学部・学科に関係する講演や興味のあ

る講演を選択し視聴する形式で実施した。 
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また、従来とは異なる形式での実施のため、学

生が視聴しやすいよう、講演について企業ごとの

業種・分野をわかりやすく紹介した。 

講演には、数理の学び以外にも学生に対して示

唆に富むアドバイスが多く含まれており、学生に

とって現在を振り返り、将来の自身のキャリアを

どう積み重ねていくかを考える良い機会にもな

ったと考えられる。 

視聴後にとった本特別講義に関するアンケー

ト結果から、学部学科を問わず、多くの学生が企

業での実際の業務における大学で学ぶ数理の重

要性を感じとっていることが分かった。それに伴

い数理科目を学習する意欲が高まったという結

果に繋がり、例年通りの対面講演が実施できなか

ったものの本特別講義の目的は概ね達成された

と思われる。今後、学生が意欲的に数理の学習に

取り組むようになることを期待したい。 

今回の実施形式では、録画講演の配信のため

「何回でも見返せる」「自分の興味ある講演を選

べる」などのメリットがある一方「リアルタイム

の講演ではなかったため講演者に直接質問でき

ない」「その場の空気感が味わえない」「最新の話

が聞けない」などのデメリットもあり、アンケー

トの自由記述では対面形式での講演を望む声も

多くあった。 

今後の新型コロナウイルス感染の状況にもよ

るが、これらの意見を考慮して学生にとってより

実のある機会になるよう、次回の開催も検討して

いきたい。 

 

プロジェクトデザインⅢ発表審査会と 

修士公聴会を開催 

令和 2(2020)年度 プロジェクトデザインⅢ（以

下：PDⅢ）発表審査会を例年より開催期間を 3日

間長く設定し、1 月 25 日(月)～29 日(金)の 5 日

間にわたり開催した。 

PDⅢ発表審査会では、PDⅢを履修した学生

1,398 人が 1,098 のプロジェクトテーマに分かれ

てプロジェクト選定の経緯から発表に至るプロ

セスを盛り込んだプレゼンテーションを行った。 

また、修士公聴会は 2月 9日(火)、10日(水)の

2 日間で開催され、152 人が自己研鑽の成果を発

表した。 

 
ロボティクス学科 

 

 
建築デザイン学科 

 

 
メディア情報学科 

 

本来、この審査会は、授業の一環である口頭発

表を公開するとともに、この口頭発表が学生の成

績に関係する審査の場でもあるが、令和 2(2020)

年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

学外の方を受け入れた対面での公開は取り止め

た。運用についても聴講者の制限、会場及び日程

を分散し、3 密を避けた対面形式やオンライン、

オンデマンドなど学科毎の特性に合わせ柔軟に

対応した。 

ただし、オンラインを導入したことで海外とも

繋がり、これまで以上に広く公開発表を行った学

科や専攻があったことは大きな前進となったた

め、次年度は、今回の経験も生かしたうえで多く

の企業や保護者の方々に安心して視聴していた

だけることを願う。 

 

原著から本質を学ぶ科学技術講座 
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特設サイトに講座を一般公開 

令和 2(2020)年度開催予定の「原著から本質を

学ぶ科学技術講座」第 18・19・20回講座は、新型

コロナウイルス感染拡大の影響により対面での

講座は見送り、AV室の協力をいただき講座動画を

特設サイトにて公開することとした。 

本講座は、ライブラリーセンター「工学の曙文

庫」が所蔵する、科学的発見や技術的発明が最初

に発表された初版本を大学教員が読み解き、一般

の方々と世界的な科学者たちの思考のプロセス

を辿りながら学問の本質を共有し、次代のイノベ

ーション創出に繋げていくことを目的に平成

29(2017)年から始まった。また「スムーススペー

ス」を利用して扇が丘キャンパス Challenge Lab

と虎ノ門キャンパスを繋ぎ、臨場感のある講座を

開催してきた。 

当初は、対面の講座を 4回程度開催する予定で

あったが、コロナ禍ということで対面講座を止め、

講座動画を公開することにした。「コンフォーミ

ーティング」を使って先生方が提示する資料に説

明しながら書き込めるようにし、なるべく対面で

の講座と同じ環境に近づけた。 

冒頭は、大澤敏学長が講座の趣旨について説明

した。過去の講座で取り上げられた題材を例にあ

げ、偉人たちの発見の業績を法則や数式として理

解するだけでなく、その結論に至るまでのプロセ

スを辿り、学問の本質を理解することが重要であ

ると述べられた。 

 

講座の趣旨を説明する大澤学長 

 

令和 2(2020)年 9月中頃に第 18回を公開し、12

月末に第 19回を公開した。第 18回公開から令和

3(2021)年 2 月中旬までの特設サイトへのアクセ

スは約 4,900件。新型コロナウイルスで対面講座

が開催できなかったことは残念であったが、誰で

もいつでも講座にアクセスできるような機会を

設けることができた。以前、対面の講座に参加い

ただき動画もご覧になった高校の物理・数学の先

生方からは「原著の解説は発見だけでなく時代背

景なども含めた解説になっており、教育的にも価

値が高いと感じている」や「生徒に教える時に参

考にさせてもらったので他の先生にも勧めたい」

などのメールをいただいた。また、対面の講座に

参加していても一度にすべてを理解することは

難しく、動画で繰り返し見られるようになれば受

講者の方々の理解度を深めるという意味でも役

立つことだと思う。コロナ収束後は、それぞれの

利点を生かしながら動画と対面の両立で講座を

開催していきたい。 

 

……………………………………………………… 

第 18回 アルベルト・アインシュタインは何を

考え、何を語ったか～特殊相対性理論より学ぶ～ 

〔概要〕 

 イントロ／講演概要、進行方法 

 第 1部／物理において基準となる枠組み、序論 

 第 2部／Ⅰ 運動学の部 §1 同時刻の定義 

 第 3 部／Ⅰ 運動学の部 §2 長さと時間の相

対性 

 第 4 部／Ⅰ 運動学の部 §3 静止系から、こ

れに対して一様な並進運動をしている座標系

への座標と時間の変換理論 

 第 5部／Ⅰ 運動学の部 §4 動いている剛体、

及び時計に関する変換公式の意味、§5 速度の

合成則 

 第 6 部／Ⅱ 電気力学の部 まとめ、エピロー

グ 

 

〔講師〕数理基礎教育課程 谷口進一教授 

谷口教授が、1905 年にドイツの Annalen der 

Physik 誌に掲載されたアインシュタインの論文

「運動している物体の電気力学について」（特殊

相対性理論に関する最初の論文）について解説し

た。講座は全般を通して一般の方々にも理解しや

すいよう、できるだけ簡単な数式を使いそれでも

煩わしいと思う方のために数式をとばしても理

解できるようにわかりやすい内容になっていた。

また原著論文には全く解説図がないため、谷口教

授は理解しやすいようにご自身で図を制作して

資料に掲載した。 
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特殊相対性理論をわかりやすく説明する谷口教授 

 

……………………………………………………… 

第 19回 マイケル・ファラデーは何を考え、何

を語ったか～電磁誘導の法則発見から発展の流

れを学ぶ～ 

〔概要〕 

 イントロ／時代背景について 

 第 1部／誘導現象 

 第 2部／電気の同一性 

 第 3部／電気化学分解 

 第 4部／静電誘導 

 第 5部／光磁気効果 

 第 6部／誘導現象 2 

 

〔講師〕電気電子工学科 中田修平教授 

中田教授が、マイケル・ファラデーの著書「電

気学の実験的研究」第 1巻[1839]、「電気学の実験

的研究」第 2巻[1844]、「電気学の実験的研究」第

3 巻[1855]について解説。「電気学の実験的研究」

は、1831年の「電磁誘導の発見」以降のいくつか

の学術論文を収録したものである。中田教授は、

写真や図を多用しながら発見に至るまでのプロ

セスをわかりやすく解説した。 

マイケル・ファラデーの著書について解説する中田教授 

 

 

……………………………………………………… 

第 20 回 アイザック・ニュートンは何を考え、

何を語ったか～自然哲学の数学的原理（プリンキ

ピア）より学ぶ～ 

〔概要〕 

 第 1部 憧れの「プリンキピア」は、こんな本

だった 

 第 2部 序盤すぐに「運動の 3法則」が登場 

 第 3部 第 1編は、運動に関する法則をひたす

ら証明 

 第 4部 第 2編・第 3 編で「天」と「地」を統

一 

 

〔講師〕電気電子工学科 山口敦史教授 

山口教授が、ニュートンの著書「自然哲学の数

学的原理」[1903]について解説した。講座は基礎

的な物理を学んだ高校生にもわかりやすいよう

に説明がされ、物理学として確立した現代の理論

と比べても遜色ない点も多くあることは驚くべ

きことである。また現代のような数学の式はなく

幾何学で記述されており、当時の主流の説と対峙

するためか数多くの証明がされる点は科学者・教

育者として学ぶべき点であるとした。 

 
アイザック・ニュートンの著書を開設する山口教授 
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SDGs 推進への取り組み 

小中高生を対象とした SDGs 学習支援と

成果発表会を実施（第 1 回） 

金沢工業大学 SDGs 推進センターでは、学生団

体 SDGs Global Youth Innovators（GYIs）と連携

し、新型コロナウイルスの影響を受けて休校とな

った全国の小中高生に対して、休校期間と春休み

期間中に家庭内で行える SDGs アクションの個別

相談・講義・ワークショップを 3月からオンライ

ン上で無償提供してきた。様々な教育関連組織が

無償で学習ツールを提供している一方で、学習成

果を発表する機会は十分に用意されていないと

いう状況であったことから、このオンライン学習

支援は、休み中、家にいながら SDGsアクションを

起こしたい小中高生向け相談窓口を設立すると

ともに、実際に活動をした小中高生向けにジャパ

ン SDGs アワード受賞組織が審査員となるオンラ

イン上での活動発表会を行う企画とした。 

第 1回の学習支援には、定員 30人に対し 40人

の応募があり、石川県をはじめ北海道、新潟、茨

城、埼玉、東京、神奈川、滋賀、兵庫、奈良、岡

山、長崎、また、シンガポールなど海外在住の小

学 1年生から高校 2年生までが参加した。 

GYIsの学生がメンターを務め、各々担当する参

加者の子どもたちから、SDGs に関する事項や、学

習について相談を受け、その後一人ひとりに応じ

た SDGs アクションプランの策定、アクションの

実行を経て、活動成果発表までを約 2か月かけて

実施した。  

このプログラムの参加者が実践してきた SDGs

アクションの成果を発表する「第 1回 SDGs学習

支援 学習成果発表会」（以下：本発表会）を令和

2（2020）年 5月 24日（日）にオンライン上で開

催した。 

本発表会では、事前に一次審査(動画)で選定さ

れた 6人の入賞者が、これまでに受けた講義やワ

ークショップの内容を活かし、自分たちが実践し

てきた SDGsアクションを発表した。審査員は、ジ

ャパン SDGs アワード受賞組織である会宝産業

(株)（第 2回ジャパン SDGs アワード副本部長「外

務大臣」賞受賞）と金沢工業大学（第 1回ジャパ

ン SDGs アワード副本部長「内閣官房長官」賞受

賞）が務め、5 つの評価基準（地球規模、バック

キャスト、誰一人取り残さない、独自性、適応性）

で審査し、優秀者を選定・表彰した。 

小中高生は、エシカルやアップサイクルといっ

た SDGs に関する重要なテーマにチャレンジした

り、自分たちのアクションが周りに広がり持続す

るための工夫をしたりする等、SDGs達成に向けた

様々なアクションを起こしており、審査員も驚く

ほどの素晴しい内容であった。 

また、本発表会では SDGs カードゲーム「THE 

SDGsアクションカードゲーム『Ｘ（クロス）』」の

アプリの紹介を実施し、参加者による体験も行っ

た。 

本発表会の様子は、教育関係者や、学習支援に

参加できなかった子どもたちからの要望に応じ

て YouTube で Live 配信し、多くの方にご視聴い

ただき、その成果と学びを共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中高生を対象とした SDGs 学習支援と

成果発表会を実施（第 2・3 回） 

■第 2回の SDGs学習支援及び学習成果発表会 

第 2 回の SDGs 学習支援は、4 月 23 日（木）か

ら実施し、石川県をはじめ、秋田、茨城、千葉、

東京、神奈川、長野、静岡、大阪、兵庫、鳥取、

岡山、長崎、鹿児島の小学 2年生から高校 3年生

までが参加した。GYIs の学生がメンターを務め、

各々担当する参加者の子どもたちから、SDGsに関

する事項や、学習について相談を受け、その後一

人ひとりに応じた SDGsアクションプランの策定、

アクションの実行を経て、活動成果発表までを約

2カ月かけて実施した。「第 2回 SDGs学習支援 学

習成果発表会」（以下：本発表会）は 6月 28日（日）

にオンライン上で開催した。 

最優秀賞を受賞したひなこさんは、コロナ禍で

オンライン学習でSDGsを学ぶ参加者 
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活動が制限される中でも実施できる SDGs アクシ

ョンとして、自分が大好きな絵本を取り入れた。

ひなこさんの絵本は、自分の世界観で未来の世界

を描きながら、読者に理想の未来について考えさ

せる構成となっており、SDGs を推進していく上で

重要なバックキャストという考え方が取り入れ

られていることが審査員から高く評価された。他

の入賞者も自分の興味関心がある身近なことと、

グローバルなことを上手く繋げ、他の人も取り組

みやすい SDGs アクションを行っており、その成

果と学びを参加者全員が共有した。 

また、本発表会では、「THE SDGsアクションカ

ードゲーム『Ｘ（クロス）』」のアプリ版の紹介を

実施した。 

 

■第 3回の SDGs学習支援及び学習成果発表会 

第 3 回の SDGs 学習支援は、5 月 25 日(月)から

実施し、石川県をはじめ北海道、栃木、山梨、埼

玉、千葉、東京、神奈川、兵庫の小学 4年生から

高校 3年生までが参加した。 

「第 3回 SDGs学習支援 学習成果発表会」（以

下：本発表会）は 7 月 26 日(日)にオンライン上

で開催した。審査員には、SDGsビジネスアワード

2017 スケールアウト賞受賞組織である(株)すら

らネットから、情報フロンティア学部経営情報学

科の卒業生である池田梨花氏を迎えた。 

本発表会では審査員が評価に苦慮するほど、発

表者全員が素晴しい取り組みを行っていた。これ

は、回を重ねるごとに参加者のメンターである学

生の指導力が向上したことと、これまでの参加者

たちが築いてきた SDGs 学習の経験や成果が、学

生たちによって今回の参加者にしっかりと引き

継がれていることに起因しているものである。審

査員の一人である、すららネットの池田梨花氏は

「皆さんそれぞれ SDGs について学んだことを、

自分ができるアクションに落とし込み、そこで得

た気づきを発表しており、私自身とても勉強にな

った」と講評した。 

 

■学習支援を終えて 

今回の SDGs 学習支援では、コロナ禍で自分た

ちがどのように学習し行動していけばよいか模

索していた小中高生が、メンターの学生たちと共

に悩みながら試行錯誤して取り組み、オンライン

を活用した新たな学習スタイルを構築するとと

もに、彼ら彼女らが楽しみながら様々な SDGs ア

クションを起こすことができた。そして、学習成

果発表会という SDGs 学習のアウトプットとアウ

トカムの共有の場を提供することで、参加者同士

が互いのアクションに共感し、共に新たな SDGsア

クションを起こそうといったムーブメントを促

すことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 回 SDGs イノベーション教育サミッ

ト・第 3 回ジャパン SDGs ユースサミッ

トを 8/29・30 にオンライン開催 

金沢工業大学 SDGs 推進センターでは、学生団

体 SDGs Global Youth Innovators（GYIs）と連携

し「第 1回 SDGsイノベーション教育サミット」

「第 3回 ジャパン SDGsユースサミット」を 8月

29日(土)・30日(日)にオンラインで開催した。 

 

■第 1回 SDGsイノベーション教育サミット 

8 月 29 日(土)午後 1 時から開催した、第 1 回 

SDGsイノベーション教育サミットは、全国から教

育拠点校に採択された 10 の教育機関が参画する

キックオフミーティングとして、拠点校関連 20人、

拠点校担当メンター6人、KIT SDGs推進センター

10人の 36人が参加し (1)事業の取り組み (2)各

教育機関の情報共有を目的に実施した。 

また、採択された 10の教育機関の担当者は、続

いて 3時から同時開催となる第 3回ジャパン SDGs

ユースサミットにおける「オンライン学習支援成

果発表会グランドチャンピオンシップ」において

オンラインによる学習支援の取り組み並びにそ

の成果を共有すると共に、審査員としても参画し

た。 

全国から選定した拠点校は「既に学校全体で廃

プラ対策を展開している」「人権教育に組み込み

たい」「発達障害児の学習支援」「海洋教育として

展開している」「地域の伝統や産業を学ぶ総合学

習に組み込みたい」と、関心ある SDGs活動、対象

となる生徒、取り組む学習域など、各々展開する

第2回成果発表会 
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内容が異なる。今後、ハンズオン型で各校に適し

たカリキュラムを各校の担当教員とともに模索・

実践し、新しい学習に沿って、生徒・児童自身が、

自分たちの理想とする社会を描き、自らが進みた

いと思う道を歩み、人生をより楽しめることを促

していく。 

 

■第 3回 ジャパン SDGsユースサミット 

次世代を担う小・中・高・大学生を主役とした

「ジャパン SDGsユースサミット」は、次世代への

共創を促し、参加者一人ひとりが立ち上がり、行

動に移すきっかけとしていくことを目的として

いる。平成 30(2018)年 10 月に第 1 回、平成

31(2019)年 8 月に第 2 回を「ジャパン SDGs サミ

ット」に併せて開催している。 

今回の「第 3回ジャパン SDGsユースサミット」

では第 2回サミットで抽出されたメッセージの一

つである「包摂／多様性社会における対話力・主

体的な問題設定力」をどのように向上させていく

かという課題について考え、次世代への取り組み

を共創することを目的に 2日間のプログラムを実

施した。 

〔参加者〕 

8月 29日(土) 

Zoomミーティング：計 55人 

YouTube配信（LIVE）：約 40人 

8月 30日(日) 

Zoomミーティング：計 51人 

 

1日目となる 8月 29日(土)は、オンライン学習

成果発表のグランドチャンピオンシップを開催

した。これまで、大学では、小・中・高生が実践

してきた SDGsアクションを発表・共有する「SDGs

学習支援 学習成果発表会」を 5 月 24 日(日)、6

月 28 日(日)、7 月 26 日(日)にオンライン開催し

てきた。この 3回の発表会の最優秀賞・優秀賞の

受賞者が、今回のグランドチャンピオンシップで

各人の SDGsアクションを発表した。 

発表の模様は、YouTubeで LIVE配信し、多くの

方にご視聴いただき、その学びと成果を共有した。 

2日目となる 8月 30日(日)は、小・中・高・大

学生が参加するパラレルセッションとして、オン

ラインでの三つの体験ブース「ディベートブース」

「キャリアブース」「脱出ゲームブース」に分かれ、

SDGs×ゲーミフィケーションで課題の解決を目

指すワークショップを開催した。 

全国から集まった参加者 27 人は、楽しみなが

ら多様性の理解・問題発見能力の向上を目指して

取り組み、最終アウトプットとして令和 12(2030)

年の在りたい未来を描き出し、その実現に向けた

取り組みの第一歩を宣言した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 回 SDGs イノベーション教育サミッ

トを 11/7 に開催 

SDGs推進センターでは、文部科学省から推進事

業の採択を受け、ゲーミフィケーションを用いた

SDGs 教材活用のための教員向け人材育成を展開

している。その一環として全国の小学校・中学校・

高校・学習塾から「SDGsイノベーション教育拠点

校」を 10校選定し、ゲーミフィケーションを活用

した SDGs イノベーション教育カリキュラムや教

材を活用しながら、ハンズオン型で持続可能な社

会の担い手の育成（ESD 教育）を支援している。

この一環として、11 月 7 日（土）に SDGs イノベ

ーション教育サミットを実施した。 

事業開始より拠点校アドバイザーを務める大

学院生は、各機関との打ち合わせを定期的に行い

要望に応じたカリキュラム作成、オンラインによ

る SDGs学習の支援を展開している。 

また、教材としてご活用いただく「THE SDGsア

クションカードゲームＸ（クロス）のファシリテ

ーター研修」を全拠点校研修として 2回実施して

おり、研修 1回目の 10月 10日（土）には、クロ

スのポイント、ファシリテートのポイントを習得

いただき、ファシリテート練習を実施した。 

研修 2回目の 10月 24 日（土）には、オリジナ

ルカードを作成するためのポイントを習得いた

だき、オリジナルカード作成の実践を行った。さ

らに 1回目の研修から 2回目の研修までの期間に

各機関においてクロスを実践いただいた上で、わ

からなかった点や困った点を共有してもらい、

SDGs 推進センターが対応策などをお伝えするな

ど、即活用いただくための研修を経て、各拠点校

第1回イノベーション教育サミット 
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では、SDGsゲーム教材を活用しながら独自の SDGs

学習を展開している。 

11 月 7 日(土)午後 1 時から開催した「第 2 回 

SDGsイノベーション教育サミット」は、全国から

教育拠点校の教員のみならず、各教育拠点校の特

に優れた学習意欲を持つ児童・生徒にも参加いた

だき、その成果を他校と共有することを目的に実

施した。 

サミットの第 1部では、各拠点校から 

・イノベーション拠点校全体に関する内容 

・取り組んだ活動に関する内容 

・参加者の反応や気づきに関する内容 

・今後の展開に関する内容 

を発表いただき情報を共有した。 

続いて、第 2 部では SDGs ゲームである「ファ

クト」「シェア アンド サルベージ」の体験をいた

だいた。 

今回のサミットを通じて、カリキュラムコンテ

ンツやツール（タブレットやソフトウエア）の工

夫点など拠点校間で情報を共有することができ、

今後のカリキュラム展開に有効な機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中高生向けに 

学習教材「STAY HOME for SDGs」開発 

新型コロナウイルスの感染拡大を受け、全国の

多くの小学校や中学校、高等学校が休校となり、

また、世界中で「STAY HOME」をキーワードに、家

にいることによって、皆で協力して感染拡大の抑

制を実現する動きが広まる中、金沢工業大学 SDGs

推進センターは、学生団体 SDGs Global Youth 

Innovators（GYIs）と連携し、小中高生が家にい

ながら学び続けることができる学習教材として

「STAY HOME for SDGs～おうちで取り組む 17日

間 SDGsチャレンジ～」を開発した。 

この自宅学習教材「STAY HOME for SDGs」は、

SDGs の各ゴールに沿った 17 のチャレンジから構

成している。一つひとつのチャレンジの例として

は「自分たちでできる家事を増やしていこう、お

父さんやお母さんと相談して、家事の分担表を作

ろう」等のように、小学校低学年から実施ができ

るものが記載されている。また、本教材は、SDGs

には欠かせないシステム思考を学ぶことができ

る内容になっており、新型コロナウイルスの影響

により、どのような変化が起きているのか、それ

に対して自分は何ができるのか、世の中の複数の

現象の結びつきを行動する中で体感してもらう

ことで、変化の大きな時代にすぐに対応できる適

応力を向上することができるものである。また、

教材の提供のみならず、実際に大学院生・大学生

たちが家にいながら各チャレンジを実施した様

子を動画で配信し、小中高生の学びを深めるため

の教材も作成した。 

教材の提供と同時に、イベント企画としてチャ

レンジ期間の 5月 1日（金）から 29日（金）まで

に、チャレンジ毎の Facebook への投稿と、全チャ

レンジ実施後に Google フォームへの投稿を申請

した子どもたちに「THE SDGsアクションカードゲ

ーム『Ｘ（クロス）』」をプレゼントすると共に、

修了証（賞状）をデジタルデータで贈呈した。こ

のチャレンジには 9人の個人参加に加え東京都の

中学・高校から 194人に参加いただくことができ

た。 

この教材を起点として、SDGs学習への関心が高

まった子、個人での取り組みを「友達にも紹介し、

広げていきたい」と宣言する子、家庭学習の時間

が充実すると共に家族で過ごす時間をより楽し

めた子など、様々な感想と感謝の言葉をいただく

ことができた。 

 

学生プロジェクト GYIs が 

「ハクサンインセクトワールド」を開催 

SDGs 推進センターは、学生団体 SDGs Global 

Youth Innovators（GYIs）と KITむしの会と連携

し、全国の小・中・高・大学生を対象とした、身

近な昆虫について楽しく学びながら SDGs や生物

多様性への理解を深めるワークショップ「ハクサ

ンインセクトワールド～身近な昆虫から学ぶ

SDGs～」を 11月 28日(土)にオンラインで開催し

た。また、カブトムシ・クワガタムシをオンライ

ンで展示・解説する「KIT むしの会オンライン展

示会」を同時開催した。 

拠点校発表での高校生ファシリテーター 
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「ハクサンインセクトワールド～身近な昆虫

から学ぶ SDGs～」は、石川県白山市から委託を受

けた白山市 SDGs 未来都市計画事業の取り組みの

一つである「生物多様性への理解を深めるイベン

ト」として展開した。白山市の山間部の生物につ

いて楽しく学習しながら、生物多様性の面から地

域 の 魅 力 の 再 発 掘 、 ESD （ Education for 

Sustainable Development：持続可能な開発のため

の教育）の普及啓発、白山手取川ジオパークの認

知度向上を図ることで、ジオローカルツーリズム

「白山市一帯となった観光」推進の一端を担うこ

とを目的としている。 

イベントでは、大学の SDGs に関する専門教育

を受けた学生による「SDGs ワークショップ」や、

KIT むしの会による「カブトムシ・クワガタムシ

の上手な捕まえ方、飼い方について実演を交えた

セミナー」を実施した。

インターンシップ、キャリア教育の推進 

コロナ禍の進路開発センターの取り組み 

「就職支援対策とインターンシップ」 

2 月下旬、新型コロナウイルスの影響で就職活

動は先の見通せない状況となりました。リクナビ、

マイナビをはじめとした多数の合同企業説明会

が中止となり、就職活動を控える学生からは「企

業を知る機会を失ってしまった」という不安の声

が多く聞かれました。こうした状況の中、進路開

発センターではすぐに、就職活動を行う学生にメ

ールや学生ポータルを通して「企業を知る機会を

失ったのではなく、企業を知る方法が変わった」

とメッセージを送りました。すなわち、Zoom、

skype 等インターネット上での企業セミナーの開

催が増えるということです。学生には、意中の企

業のホームページを、定期的に見るように連絡し、

学生の不安の一部を取り除きました。 

実際のところ、3 月には新型コロナウイルス感

染拡大防止の為、多くの企業でオンライン選考が

増え始めました。そこで進路開発センターでは、

学生がオンライン選考でも対応できるように、実

際の Web上での模擬面接及び対面での面接との違

いを解説する「Web 面接練習会」を企画し実施し

ました。同時期に学生からの今後の就職活動に際

しての疑問質問に回答する「Web 相談会」や、学

生が実際に書いた履歴書等の添削、書く内容のア

ドバイスを行う「Web 履歴書・エントリーシート

作成会」を企画し、同様に実施しました。（下記一

覧参照） 

 

 

 

 

 

 

就職活動を行う多くの学生は、例年 3～4月に

進路開発センターに訪れ、対面で、面接練習・

履歴書添削・就職相談を行っていましたが、新

型コロナウイルス感染拡大に伴い、対面での進

路指導が困難になると予測し、進路開発センタ

ーのスタッフ全員がオンラインでの面接練習・

履歴書添削・就職相談を行えるように、Zoomの

インストール、カメラ、マイク、スピーカーの

準備等体制を整え、4月 1日から実運用を開始し

ました。政府がその後、4月 7日に 7都府県に緊

急事態宣言を発令し、16日には対象地域を全都

道府県に拡大したことで、学生の大学への立ち

入りを禁止する事態となりましたが、進路指導

は、質を落とすことなく、全てオンラインで実

施することができ、就職活動を行う学生をサポ

ートすることができました。また、学生が企業

に提出する成績証明書等の書類に関しても、す

べて電話やメールで申し込みができるように切

り替え、書類一式を学生に郵送する対応に切り

替えました。 

更に、6月 1日から「Web企業説明会」を開始

しました。例年、開催している個別企業説明会

をオンラインに切り替え、企業と学生の接点の

提供を目的として企画しました。企業が独自で

・Web相談会 複数の学生と同時接続 

３月13日から、週に１回程度開催して、就職活動に

際しての、疑問、質問に回答するイベントを行う。 

 

・Web 面接練習会 最大８人の学生と同時接続 

３月31日から、週に１回程度開催。志望企業を想定

した模擬面接を実施。企業の採用試験も、Web上で行う

ケースが増えている。 

 

・Web履歴書・エントリーシート作成会 

最大８人の学生と同時接続して、４月１日から、週

に２回程度開催。履歴書・エントリーシートの添削、

書き方指導、内容のアドバイスを行う。 



金沢工業大学 Ⅰ．教育の取り組み  

38 

開催しているオンライン企業セミナーと比較

し、大学主催の企画として広く学内に告知でき

るため、多くの学生の目に留まり、参加者を例

年よりも増やすことができました。 

一方、7月 16日現在の学部就職内定率は、

54.9％となり、前年同時期の 71.6％より、大幅

に下回っていました。しかし、4月末日時点で

は、前年を上回る就職内定率でした。この背景

には、インターンシップをきっかけに早期選考

に参加した学生がスムーズに内定をいただいた

事実があります。進路開発センターでは、例年

通り、3月から、企業に対してインターンシップ

の募集を開始し、学生には 5月から情報公開し

ています。また、インターンシップに参加する

学生に向けて、就職支援対策同様にすべてオン

ラインに切り替え、インターンシップ関連講座

を実施しました。 

4月 13日に開催した「インターンシップガイ

ダンス」は、例年、6号館多目的ホールで開催し

ていましたが、今年度は録画視聴に切り替えま

した。徳永光晴進路部長は、冒頭のあいさつで

「今夏のインターンシップは開催されるか分か

らないが、開催されることを想定して、従来通

りの準備をしておくことが重要」と学生を激励

しました。その後、(株)リクルート、(株)マイ

ナビの 2社の方に登壇いただき、昨年度の就職

内定者状況とインターンシップ参加者の内定状

況の説明等を行いました。 

 

インターンシップガイダンスで挨拶する徳永進路部長 

 

インターンシップ関連講座の各イベント（業界

研究講座・自己分析講座・長野県インターンシッ

プ説明会等）は実際に企業の方にも参加いただき、

直接、企業と学生が対話のできる場をオンライン

上に設けました。これらのイベントは 5月 1日か

ら 7月 20日現在までに計 17回開催しました。 

また、複数の学生と同時接続し、インターンシ

ップに関しての悩みや質問にオンライン上で回

答する「インターンシップ相談会」を企画しまし

た。本イベントは 5月から週 1回程度開催しまし

た。同時期には、定員 8人限定でインターンシッ

プエントリーシートの添削を行う「Web インター

ンシップ履歴書・エントリーシート作成会」も企

画し、週 2～3回実施していました。両イベントに

は多くの学生が参加し、募集をかけてもすぐに予

約が埋まってしまう状況でした。 

7 月時点では、KIT サマーインターンシップに

申し込みをしている学生は延べ 400人以上となっ

ており、昨年度よりもエントリー者が多い状況で

した。それだけ就職活動を不安視する学生が多い

と実感しました。 

進路開発センターでは 8月以降もインターンシ

ップに申し込みをしていない学生や、インターン

シップが中止になってしまった学生の為の「イン

ターンシップ企業説明会」を企画し、学部 3年次

が抱える就職活動の不安を払拭できるよう徹底

的な感染予防や、Web を使用した就職活動イベン

トの企画立案に努めました。 

 

「KIT 人材開発セミナー」の代替企画 

KIT オンライン就職セミナーを開催 

KIT オンライン就職セミナーを、9 月 8 日(火)

から 11 日(金)の 4 日間で開催しました。午前の

部(10～12 時)と、午後の部(10～12 時)で学科を

入れ替えて、全 8回を実施しました。 

4 日間で 509 社の企業採用担当者が参加しまし

たが、事前に話し合いを重ねたことや企業や教職

員の為のマニュアルを用意したことで、大きなト

ラブルもなく無事終了しました。 

 

企業とのオンライン面談の準備をする徳永進路部長 

当日、大澤敏学長は、挨拶として「新型コロナ

ウイルスの影響で、学内に企業の方が入れない状
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況が続き、進路担当教員や学生と、採用担当の皆

様方とのコミュニケーションがこれまでとは違

った形となり、意思疎通や情報交換ができない現

状が続いたので、オンラインでのイベントを設け、

具体的にマッチングの場を作りたいと考えたの

が本イベント開催の主旨です。」と述べました。 

引き続き、大澤学長から大学で取り組む「KITコ

ーオプ教育プログラムの説明」を行いました。大

澤学長は「KIT コーオプ教育はインターンシップ

とは違い、企業の一員として実業務に従事する教

育活動で、企業との共同研究推進にも繋がり、

Society 5.0や SDGsの振興と推進に寄与します。」

と述べ、KIT コーオプ教育への賛同を企業担当者

に求めました。 

次に、各学科の進路主事による学科説明会を実

施し、学生の就職活動状況等を企業採用担当者に

向けて詳しく説明しました。学科説明会では、進

路開発センタースタッフ(ホスト）（以下：進路ス

タッフ）が Zoom ブレイクアウトルーム機能を使

用し、学科毎に各ルームの設定と企業が希望する

学科の説明会への誘導を行いました。学科によっ

ては進路主事 1 人に対して 40 人以上の企業採用

担当者が参加しました。企業採用担当者は学生の

就職活動状況について積極的に質問を行う等、進

路主事との情報交換を行っていました。 

学科説明会終了後には、企業採用担当者と進路

担当教員との個別面談を行いました。1 社あたり

3 分程度の個別面談を設け、学科説明会同様に進

路スタッフはブレイクアウトルームを使用し、面

談スケジュールに沿って全企業採用担当者の誘

導を行いました。また、進路担当教員との個別面

談の合間に、コーオプ教育、産学連携・共同研究、

社会人教育、進路開発センター採用全般、インタ

ーンシップ、フリー談話コーナーの各ルームに、

企業採用担当者が訪問できる運営方法を考案し

ました。当時、Zoomでは企業（ホスト・共同ホス

ト以外）は自由にブレイクアウトルームを移動す

ることができなかった為、企業採用担当者から希

望するルームを聞く仕組みが必要でした。そこで、

各ルームに番号を振り、企業採用担当者がアカウ

ント表示名に訪問したい番号を追記することで、

その番号を確認した進路スタッフが、各ルームに

誘導する仕組みとしました。しかし、アカウント

表示名に番号をつけたまま企業採用担当者がそ

のルームを退出すると、再度同じルームに誘導す

る可能性がありました。そこで、別の進路開発セ

ンタースタッフがメインルームでアカウント表

示名の番号を消す作業をする仕組みとしました。 

一方、各ルームに訪問した企業採用担当者が自

らそのルームを退出した場合、メインルームに必

ず戻るという Zoom の仕様がありました。メイン

ルームでは、進路スタッフがブレイクアウトルー

ムへの誘導操作を行っても自動では誘導できな

いという問題があります。そこで、この問題を解

決するために、進路スタッフの操作により自動で

誘導できるブレイクアウトルーム上に待機室を

用意し、各ルームへの訪問受付を行う場としまし

た。（図 1参照） 

 

図1 待機室での、各プログラムへの参加案内 

 

この方法を採用するにあたり、企業採用担当者

には速やかにメインルームから待機室（ブレイク

アウトルーム）に移動していただく必要があった

ため、その方法のみを常時表示させておくことで、

企業採用担当者が自ら待機室に戻れるようにし

ました。 

イベント終盤には、進路主事とのフリー面談を

開催し、進路主事と企業採用担当者が再度話せる

機会を設けました。 

前述の仕組みを構築したことで「KIT オンライ

ン就職セミナー」は無事終了しました。多数の教

職員の協力体制を構築し、試行錯誤の中、綿密な

話し合いの上にできた企画でした。運営がよりス

ムーズに進行できるようにリハーサルを計 3回行

いました。これにより、実運用面での問題点を大

幅に改善でき、本番に臨めました。当日は、進路

スタッフは一部の企業からの電話とチャット等

への対応に、集中することができ、トラブルが起

こる前に回避することができました。 

今回の成功で、今後開催するオンラインイベン

トでは、一層、企業や学生の満足のいくものが作

れると考えています。 
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KIT ジョブフェス 2021 を実施 

2 日間の開催で企業 88 社、学生 1,061 人

が参加 

「KIT ジョブフェス 2021」を 1 月 26 日(火)、

27 日(水)の 2 日間で午前・午後と開催しました。 

今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の

観点から、オンライン会議システム Zoom アプリ

を用いたオンライン形式で実施しました。オンラ

インで初の開催でしたが、対面に近いイメージで

行うために、ブレイクアウトルーム機能で企業の

ルームを作成しました。そして、参加者が自由に

ルームを移動できる機能を活用し、学生が興味の

ある企業ルームに自ら移動する方法で開催しま

した。このため、事前に Zoomのバージョンを最新

にするように周知徹底をしました。 

近年の就職活動早期化対応として、昨年同様に

1 月の開催としました。時期が早いこと、後期授

業終了直後ということ、更に名称が「ジョブフェ

ス」であったことで、合同企業説明会として学生

①コーオプ
教育

②産学
・共同

③社会人 ④進路
⑤イン

　ターン
⑥談話

コーナー
待機室

学科教員
ルームＡ

学科教員
ルームＢ

学科教員
ルームＣ

10:00-10:05 司会説明 14:00-14:05

10:20-10:25
学科説明への

誘導
14:20-14:25

10:25-10:30 14:25-14:30

10:30-10:35 14:30-14:35

10:35-10:40 14:35-14:40

11:40-11:45 15:40-15:45

11:45-11:50 15:45-15:50

11:50-11:55 15:50-15:55

11:55-12:00 15:55-16:00

14:05-14:20

進路主事とのフリー面談を希望する企業は待機室に集まる。
待機室にてアカウント表示名に訪問したい学科を追記する。
例「機械　企業名　氏名[姓のみ]」
進路開発センタースタッフ(ホスト)は企業の表示名変更を
確認し、各学科に割当てる。

フリータイム
主事-企業多数

同時面談

14:40-14:45

14:45-14:50

メイン
ルーム

ブレークアウトルーム

待機室の同時開催ルーム案内スライドを見て、企業は
アカウント表示名に、訪問したいルーム番号を追記する。
例「①　企業名　氏名[姓のみ]」
進路開発センタースタッフ(ホスト)は企業の表示名変更を
確認し、各ルームに割当てる。

進路開発センタースタッフ(ホスト)はブレークアウトルームの設定。
設定完了後、ブレークアウトルームを開始し企業と教職員を誘導する。

一旦、全員をメインルームに戻し、面談スケジュール順にブレークアウトルームを設定する。
個別面談以外の企業は待機室に割当てる。

学科説明会
事前に希望した企業が入室

企業１ 企業１ 企業１

企業２ 企業２ 企業２

企業３ 企業３ 企業３

間省略

スライド
同時開催
ルームの
案内

10:05-10:20

（動画）
学長挨拶
コーオプ
教育説明

スライド
進路主事
フリー

面談案内

スライド
待機室への

誘導

10:40-10:45

10:45-10:50

イベント全体を取りまとめる運営スタッフと司会者 

事前に設計したZoomメインルームとブレイクアウトルームの利用方法とタイムスケジュール 
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のイベントへの認識度が低い懸念がありました

が、参加学生数は 2日間で延べ 1,061人と、昨年

の 2 日間の参加数 748 人を 313 人上回りました。

コロナ禍での就職活動の不透明感や、県内外の上

場大手・優良企業の出展、参加企業を研究するた

めの資料を事前に配布し企業研究の意識を高め

たこと、および時期を早めたことがかえって学生

の参加意欲に繋がりました。 

「KIT ジョブフェス 2021」は、2 日間の午前・

午後でそれぞれ違う企業が出展し、各回 30 分間

の説明を 4ターム実施しました。多少の出入りは

ありましたが、多くの学生が最後まで参加しまし

た。その中には、真剣に企業担当者の話を聞くと

同時にメモを取る学生、事前に企業研究を行い積

極的に質問する学生などが多く見られました。ま

た、学生にはカメラをオンにして説明会に参加す

るように呼びかけたため、学生の表情が見れてよ

かったと企業担当者から好評を得られました。 

今年のジョブフェスの様子から、3 月の情報解

禁を待たずして、就職活動への気運は高まってい

るものと感じられました。昨夏のインターンシッ

プの段階から就職を意識した業界研究、自己分析

及び、企業選びなどが始まっており、早々と動い

ている学生も少なくなく、今年の就職活動も例年

通り、若しくは例年以上の早期化と予想されます。 

初めてのオンライン開催でしたが、企業からは

「スライド等を使用し工夫することができた」 

 

ブレイクアウトルームへの移動管理等を行う運営本部 

 

「説明時以外は操作する必要がなく、説明中も

終了時間等の連絡があり説明に集中できた」「学

生の氏名と学科が表示されており、質問に対して

学科に合わせた回答ができた」等の意見をいただ

くことができ、通常の合同企業説明会では実現で

きていなかった、オンラインならではの利点を見

つけることができました。 
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課外活動 

制限された中での課外活動再開 

新型コロナウイルス感染拡大に伴う、4 月 7 日

(火)発令の緊急事態宣言により、大学のキャンパ

ス立入禁止となり課外活動も停止となっていた。

そのため 6月 26日(金)から原則学内での活動（大

学施設及び大学が認めた施設のみ）に限定し、時

間を制限しながら再開することになった。 

活動再開の条件については、課外活動支援室が

策定した「課外活動再開ガイドライン」を参考に、

各団体が感染防止対策の取り組みを記載した「活

動計画書」の内容が認められた場合とした。 

各団体は「課外活動オンライン説明会」などを

活用しながら新入生勧誘を行い、当面は感染防止

対策を遵守しての活動となる。 

 

マスクをつけ密接を避けて練習する室内管弦楽団 

 

〔課外活動ガイドライン（抜粋）〕 

 活動にあたっては、事前事後及び、活動中にお

ける感染予防対策を徹底すること。定期的な手

指消毒、マスクの活用、手洗い・うがいの励行、

換気など感染防止対策を可能な限り講じる。 

 ミーティングや更衣室等の混雑回避のための

時間設定や部屋の確保、及び活動場所の換気を

徹底する。 

 汗を拭くタオルの共有や飲み物の回し飲みを

しない。 

 複数の団体が同一施設を利用する場合、団体代

表者間で連携を取り、大人数が密集する事態を

避ける。 

 活動後は活動場所の消毒を行う。 

 熱中症対策には十分配慮する。 

 

 

課外活動団体によるオンライン説明会を

開催 

新型コロナウイルス感染症予防のため、毎年 4

月に開催している「プロジェクト合同説明会」と

「学友会オリエンテーション」二つのイベントが

中止となったことで、新入生がオナーズプログラ

ムをはじめとする学内の課外活動について知り、

先輩たちと交流する場がなくなった。 

その後、課外活動再開の目途が立ったことから、

中止したイベントの代替企画として、各活動団体

が開催するオンライン説明会の案内や、参加申込

受付をまとめて行う「課外活動団体オンライン説

明会」窓口を、課外活動支援室と協同し学園のホ

ームページに設置した。 

説明会の開催は希望を募り、集まった 66 団体

によって、6 月 26 日(金)～7 月 31 日(金)までの

期間に 178 回実施され、参加申込人数は 368 人、

説明会申込総数は 847人であった。 

学生ステーションの職員でいくつかの説明会

を見学すると、活動内容や、やりがい、魅力など

の情報発信だけでなく、先輩学生から質問を投げ

かけるなど会話のきっかけづくりをすることで、

参加者からも学生生活に関する質問や、授業との

両立について相談するシーンが見られた。また、

チャットやブレークアウトルームなど Zoom の機

能を活用し、BGM を入れるなど説明会の雰囲気づ

くりや盛り上げに対する工夫が各々にされてい

て、開催後アンケートでは「チャットでのコメン

トが予想していたより多かった」「(対面の説明会

より)参加しやすい」といった感想が得られた。 

 

 

Toiro説明会の様子 
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SDGs Global Youth Innovators説明会の様子 

 

合同ではなく、各団体個別での受付となったこ

とから、オンライン説明会に「満足した」という

声の中には「自分たちの活動に興味を持ってくれ

ている人が参加してくれた」という声が複数あり、

興味を持って話を聞いてくれたことや、その後の

見学に来てくれたなど、参加者からの反応を得た

ものが多く、一方で、ほとんどの新入生がカメラ

をオフにして参加したことから「反応がわからな

い」「説明が伝わったのかわからない」と参加者の

反応を得られないことに対する不安を示す意見

もあった。 

他に「参加申し込みしたのに、連絡もなく不参

加だった」という申込者のマナーに対する不満の

声もあり、申込時に欠席の場合は事前連絡するよ

うにアナウンスしていたが、その点については課

題が残った。 

オンラインになり、例年と同じ成果や反響、偶

然の出会いを得ることが難しい反面、新入生が興

味のある団体の説明を集中して受けることがで

き、自分に合った課外活動を選ぶ機会としての役

割を果たせたと考える。 

また、12月には、学友会役員会が新入生を中心

に「課外活動に参加するタイミングを失ってしま

った学生が多数いる」という情報を受けて、「課外

活動団体紹介イベント」を対面で企画開催した。

感染防止対策として広めの 23 号館 1 階パフォー

ミングスタジオを使用して 12 月 9 日(水)、16 日

(水)の 2回に分けて午後 5時から 6時までの 1時

間で実施した。 

当日は「課外活動に参加したかったけれど、ど

うしたらいいかわからない」「どんな課外活動が

あるか知りたい」といった要望を持った学生が参

加し、出展ブースの各団体の担当部員が活動内容

の説明・質疑応答の対応を行った。 

 

希望する団体のブースで説明を聴く新入生 

＝12/9（水）「体育部会」 

 

この機会をきっかけに新入生がやりたいこと

を見つけ、充実した学生生活が過ごせるようにな

ることを願う。 

 

 

NHK 学生ロボコン 2020 の代替イベント 

「オンライン！学ロボ FESTIVAL」で 

3 位に入賞 

KIT夢考房ロボットプロジェクトの「Team_ 

Robocon」は、27チームが参加した「オンライ

ン！学ロボ FESTIVAL」に参加し、3位入賞を果

たした。 

「オンライン！学ロボ FESTIVAL」（主催：NHK、

NHK エンタープライズ）は手づくりロボットを披

露する大会で、新型コロナウイルス感染拡大の影

響で中止となった「NHK学生ロボコン 2020」の代

替えとして実施された。 

「オンライン！学ロボ FESTIVAL」の特設ホーム

ページ上では、「NHKロボコン」に向けて活動して

いた 27 チームの「ロボット映像」や「チーム PR

映像」が公開され、参加チームはそれぞれの映像

を見た上で「素晴しいアイデアのロボットを実現

させたチーム」や「ABU 大会に出場すべき世界レ

ベルのロボットを作ったチーム」に投票を行った。

その投票結果と審査員の評価をもって 9 月 26 日

(土)にオンラインでライブイベントが開催され、

参加チームの投票によりベスト 5が決まり、夢考

房チームが 3位に選ばれた。世界大会である「ABU 

ROBOCON 2020」への出場権獲得には一歩及ばなか

ったが、平成 25(2013)年の日本大会・世界大会優

勝、平成 26(2014)年、平成 28(2016)年の日本大会

ベスト 4に続く成果を出すことができた。 
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「オンライン！学ロボFESTIVAL」で 

3位入賞を果たしたメンバーたち 

 

本年実施される予定であった NHK学生ロボコン

の競技名は「ROBO RUGBY」であり、7人制のラグ

ビーをモチーフにした競技で、各チームはパスロ

ボットとトライロボットの二つを製作する。二つ

のロボット間でのパス、トライ、ゴールキックに

よって、2 チームが得点と速さを競うルールにな

っている。 

 

パスロボット全体 

 

夢考房チームは「NHK 学生ロボコン」に向けて

令和元(2019)年の 8月からロボットの製作を開始

した。ロボットのコンセプトづくりから始め、10

～12月には機構ごとの試作・試験を実施し、12月

以降は機構の合流、改造・軽量化を行い、ビデオ

審査に備えた。しかし、年が明けた令和 2(2020)

年 3 月から新型コロナウイルスの感染が拡大し、

当初 5 月に開催が予定されていた「NHK 学生ロボ

コン 2020」は 8月に延期となった。ロボットプロ

ジェクトも感染対策のため、令和 2(2020)年 4 月

～6月 25日まで活動を中断することになり、そし

て活動を再開した後もロボットの完成度を高め、

ビデオ審査用の動画を制作し準備を行った。8 月

開催の学生ロボコンへの出場に向けてチーム一

丸となって取り組んでいた矢先、今年度の「NHK学

生ロボコン」は中止との連絡を受けた。例年、夢

考房チームはお盆休みを返上し、新入生教育や、

技術習得に励んでいたが、チーム全体でお盆休み

を取得する異例の年となった。お盆休み明けの 2

週間は、新型コロナウイルス感染拡大防止対策の

ため夢考房での活動を自粛し、各自が自宅で活動

を行った。活動が再開できた 8月末に NHKから「オ

ンライン！学ロボ FESTIVAL」を開催する旨の連絡

を受け、機体の調整とアピールのための撮影を行

った。 

従来のようなスピードや得点内容を競う方式

の大会とは異なり、本年度は動画を公開し、後日

プレゼンテーションを行う変則的な大会形式で

あり、これはロボット開発のプロセスや、プレゼ

ンテーション能力といったチームの質を問われ

た大会であった。チームワークや自分たちが実現

したアイデアを表現することは学生が得意とす

るところであり、2・3年次中心のチームであった

がその強みは存分に発揮された。 

今年度開発したロボットシステムは、来年度の

大会に向けた基礎技術を含み、次の開発に取り入

れることが可能である。来年度こそは、夢考房チ

ームが設計・製作したロボットが、フィールドを

縦横無尽に駆け回る姿を観戦しながら応援でき

ることを願う。 

……………………………………………………… 

〔大会結果〕 

1位 東京大学 

2位 豊橋技術科学大学  

3位 金沢工業大学 

4位 東京農工大学 

5位 慶應義塾大学 
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KIT オナーズプログラム及び課外活動の充実 

金沢工業大学では、「自ら考え行動する技術者」に向けて自ら目標を達成し、それを達成するために活

動する自己目標達成プログラムとして、「KITオナーズプログラム」を定めています。 

 

学科プロジェクト 

全学科 対象  

SDGs Global Youth Innovators 

IoA プロジェクト 

WAVE プロジェクト 

マルチメディア考房プロジェクト 

数理考房・数検にチャレンジ！プロジェクト 

数理考房・理工学基礎プロジェクト 

数理考房・染色体解析プロジェクト 

English Podcast Series 

KIT Community Garden 

The Eagle on the Hilltop 

Toiro プロジェクト 

CirKit プロジェクト 

こどもの成長を見守る「おもちゃ」開発プロジェクト 

農業支援ロボット開発プロジェクト 

Bus Stop プロジェクト 

地域連携による企画力養成プログラム 

学内のグローバル化検討プロジェクト 

教師としての実践力向上プログラム 

機械工学科 対象 

医工連携に基づいた人間にやさしい医療機械の創製 

機械系 3 学科研究室体験プログラム 

航空システム工学科 対象 

機械系 3 学科研究室体験プログラム 

ロボティクス学科 対象 

ロボットエンジニア育成プロジェクト（夢考房 Junior） 

機械系 3 学科研究室体験プログラム 

情報工学科 対象 

プログラミング道場 

環境土木工学科 対象 

環境土木工学体験プログラム 

防災・減災プロジェクト SoRA 

メディア情報学科 対象 

感性トレーニングプロジェクト 

経営情報学科 対象 

地方創生・商店街活性化・DK art cafe プロジェクト 

金沢マラソン“おもてなし”プロジェクト 

マーケティング調査による商店街活性化プロジェクト 

心理科学科 対象 

サイコロジェクト 

マーケティング調査による商店街活性化プロジェクト 

建築学科 対象 

Toiro プロジェクト 

Cube（キューブ） 

えこぷろ（エコ建築カフェプロジェクト） 

Meq(magnitude earthquake)プロジェクト 

防災・減災プロジェクト SoRA 

応用化学科 対象 

ねばーるプロジェクト 

Chem Tube 

応用バイオ学科 対象 

ねばーるプロジェクト 

Project One! ～農業イノベーション～ 

未来の高峰譲吉博士は君だ！発酵産業活性化プロジェクト 

研究室体験プログラム 

 

夢考房プロジェクトプログラム 

ソーラーカー／エコラン／人力飛行機／ロボット 

ロボカップ／義手研究開発／建築デザイン 

メカニカルサポート／フォーミュラカー 

小型無人飛行機／組込みソフトウェア 

人工衛星開発／RoboCup@Home 

 

学友会に関するプログラム 

専門委員会 

学友会役員会／広報委員会／学生地域活動推進委員会 

工大祭実行委員会／アルバム編集委員会 

学生支援推進委員会／交通安全対策専門委員会 

学生健康委員会 

体育部会 

アイスホッケー部／空手道部／弓道部 

競技スキー部／剣道部／硬式庭球部／硬式野球部 

ゴルフ部／サッカー部／山岳部／自動車部／柔道部 

少林寺拳法部／水泳部／正伝長尾流躰術部 

ソフトテニス部／卓球部／男子バスケットボール部 

女子バスケットボール部／バトミントン部 

バレーボール部／ハンドボール部／ヨット部 

ラグビー部／陸上競技部 

文化部会 

アマチュア無線部／ギターアンサンブル部／軽音楽部 

室内管弦楽団／写真部／吹奏楽部／囲碁将棋部 

電子計算機研究会／天文部／放送研究会／漫画研究会
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Ⅱ．研究の取り組み 

本学園は「深遠な技術革新」及び「雄大な産学協同」を建学綱領に掲げ、企業出身者が半数を超える

専門教員を中心に、産業界のニーズに応えるべく様々な産学官連携に取組んでいます。コロナ禍にも、

研究活動を止めないという方針のもと、オンラインを活用しながら推進をしました。教員の学協会活動

では、特にオンラインでの活動が主となりました。 

 

国の採択研究プロジェクトの推進 

内閣府・戦略的イノベーションプログラ

ム（SIP） マイクロ波による無線電力伝

送に用いる受電レクテナで世界最高効率

を達成 

電気電子工学科の伊東健治教授、坂井尚貴研究

員らの研究グループは、マイクロ波（5.8GHz 帯）

による無線電力伝送に用いる受電レクテナ

（ rectenna: ア ン テ ナ /antenna ＋ 整 流 回 路

/rectifier）において、世界最高の電力変換効率

92.8%を達成しました。 

本研究の受電レクテナでは、従来の「受電アン

テナ＋回路＋ダイオード」構成から「受電アンテ

ナ＋ダイオード」構成とすることにより回路によ

る損失を削減し、マイクロ波から直流への電力変

換の効率を限界まで高めています。これを実現す

るために、受電アンテナの形状の工夫により、従

来の回路の機能を全て受電アンテナで実現して

います。また整流用半導体として三菱電機で開発

されたマイクロ波特性が良好なガリウム砒素

（GaAs）ダイオードを適用することで、高い効率

を得ています。 

本研究は、無線電力伝送の社会実装を加速する

ために、エネルギー伝送効率の向上を可能とする

基盤技術を確立するために行っています。今回は

1W受電での高効率化を達成しましたが、今後は更

に大電力である 10Wの高効率受電技術の確立に取

り組みます。その実現のために、同じ研究プログ

ラム内で名古屋大学/名古屋工業大学/三菱電機

により開発が行われている高耐圧ガリウム・ナイ

トライド(GaN) HEMT型のダイオードを用いる計画

です。 

この研究は、平成 29年度から始まった内閣府・

戦略的イノベーションプログラム（SIP）「IoE 社

会のエネルギーシステム」(PD: 柏木孝夫/東工

大)のもとで行われたものであり、同研究プログ

ラム内の「WPT システムへの応用を見据えた IoE

共通基盤技術」（代表:天野浩/名古屋大学）の一

環として実施されたものです。 

今後、名古屋大学/名古屋工業大学/三菱電機で

開発中の窒化ガリウム(GaN)を用いるダイオード

を適用することにより、更なる大電力化を狙いま

す。 

 

マイクロ波による無線電力送信 

 

経済産業省 戦略的国際標準化加速事業

の研究成果「IoT プラットフォーム」が国

際標準化 

電気電子工学科の横谷哲也教授が中心となっ

て推進してきた IoTプラットフォーム「IoT Data 

Exchange Platform (IoT DEP) 」 が 、 ISO/IEC 

JTC1(ISO(国際標準化機構)と IEC(国際電気標準

会議)の合同の技術委員会)で承認され、国際標準

「ISO/IEC 30161」として 2020年 11月 27日に ISO

より出版されました。 

すべてのモノがインターネットに接続する IoT

（Internet of Things、モノのインターネット）

については、現在注目を集める技術の一つです。

IoT に関する一つの重要な課題として、実際の提

供サービスとそのための技術的要求条件の明確

化があります。また、その検討結果を元にした、

サービスに共通的に適用できるプラットフォー

ムの規定が必要とされていました。 

横谷教授は、IoT の普及促進を目的に、IoT の

様々なサービスを収容するプラットフォームや、
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それを実現するミドルウェアの標準化を 2016 年

から推進してきました。最初に IoTユースケース

の分析を実施し、その結果、通信処理が軽量化さ

れ、物理的なネットワークを抽象化するプラット

フォームが必要であるという結論を導きました。

この結論を基に、標準化のための日本提案のプロ

ジェクトを立ち上げ、IoT DEP（IoT Data Exchange 

Platform）と呼ばれる IoT プラットフォームを提

案しました。また、この国際標準を円滑に進める

ために国際会議などの招致なども行い、日本主導

で標準化を進め、この度、ISO/IEC 30161 として

完遂させました。 

横谷教授らが提案した IoT DEP（IoT Data 

Exchange Platform）は、IP アドレスや DNS サー

バを用いた従来の通信方式と比較して効率的な

データ転送を行うことができる、IoT に特化した

通信方式です。軽量化された通信の実現のために、

IP アドレスに縛られない Information Centric 

Network (ICN)技術を適用し、電子メールやイン

ターネットアクセスなどの既存のサービスとの

接続を担保しながら、膨大な数のデータの転送を

実現することができる仕様となっています。 

今回の国際標準策定は、経済産業省の「戦略的

国際標準化加速事業」の一環として金沢工業大学

が受託し 2016 年度から実施されたもので、横谷

教授は事業の代表研究者を務めました。また、

ISO/IEC JTC1/SC41 では、上記アドホックグルー

プ(AHG 12) コンビナー(リーダ)、ISO/IEC 30161

プロジェクトエディタなども務め、国際標準化を

主導しました。 

IoT プラットフォームの国際標準化により、今

後の IoTの普及促進が期待されます。今回の国際

標準化は、産学官からなる情報処理学会 情報規

格調査会のメンバーと連携して推進しました。ま

た、調査分析及び原理検証のために、金沢工業大

学 大学院工学研究科 電気電子工学専攻の学生

も研究補助員として貢献しました。前述の国際会

議の折には、代表学生が会議の議長から貢献に対

して感謝の言葉を受けています。 

 

IoT DEP を含んだネットワーク構成の模式図 

 

NEDO/経済産業省 高効率・高速処理を可

能とする AI チップ・次世代コンピューティ

ングの技術開発へ参画 

電気電子工学科の井田次郎教授の研究室が、今

話題の量子コンピュータ研究の国家プロジェク

トに参画します。量子コンピュータ制御用半導体

集積回路「量子・古典インターフェース」に使用

されるトランジスタの極低温下での動作原理を

解明することをめざします。この研究は、国立研

究開発法人産業技術総合研究所（産総研）からの

再委託であり、東京大学と金沢工業大学の井田研

究室が担当します。 

井田研究室が参画する研究プロジェクトは「超

伝導体・半導体技術を融合した集積量子計算シス

テムの開発」（代表 産総研。研究開発責任者 川

畑史郎）で、国立研究開発法人新エネルギー・産

業開発機構（NEDO）の大型公募研究「高効率・高

速処理を可能とする AI チップ・次世代コンピュ

ーティングの技術開発」の追加公募に採択されて

います。次世代コンピューティングとは、「量子

アニーリングマシン」や「汎用量子コンピュータ」

等の非ノイマン型コンピュータ技術に該当しま

す。 

研究の概要：低温 MOSFET技術の研究開発 

井田研究室は、プロジェクトの研究開発のうち、

量子・古典インターフェース技術（QC-IF）の開

発を担当します。 

量子コンピュータ（汎用量子コンピュータ及び

量子アニーリングマシン）には、マイクロ波で量

子ビット制御を行うために多くの配線が使われ

ます。しかしながら、量子コンピュータを大規模

化すると、量子コンピュータが設置された冷凍機
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への膨大な配線増加とそれによる熱流入、消費電

力の爆発的な増大が深刻な課題となってきます。

この課題を解決するため、制御システムを小型

化・集積化・オンチップ化した MOSFET と呼ばれ

るトランジスタを利用した低温動作大規模半導

体集積回路（量子・古典インターフェース）の技

術開発と量子・古典インターフェースの冷凍機内

への実装が必須となってきます。 

井田研究室は、半導体集積回路のデバイス・イ

ンテグレーション技術、さらには、完全空乏型 SOI

（FD-SOI。トランジスタの構造の一種）技術に多

くの知見・経験を有しています。FD-SOIによる極

低電力デバイスの新規提案・研究開発などの実績

があり、主要国際学会で活発に活動していたこと

から、今回、東大とともに、産総研から打診があ

り研究プロジェクトに参加することとなりまし

た。 

今回の研究プロジェクトにおいて、井田研究室

は、量子・古典インターフェースに適した MOSFET

技術がどのようなものであるかを明らかにし、低

温下での動作物理機構の解明と、物理ベースコン

パクトモデルの開発を実施します。2022年度まで

に、MOSFET技術によって削減可能な制御回路の消

費電力について見込みをつける予定です。 

研究の第 1ステップとして、シリコン電子デバ

イスを 4K（ケルビン、約-269℃）程度の極低温で

使うための基盤技術の構築に取り組みます。井田

研究室は研究室が保有する完全空乏型 SOI-CMOS

素子を使った極低温下での動作実験を開始しま

す。 

 

革新複合材料研究開発センター(ICC)におけるＣＯＩ事業等の推進 

革新複合材料研究開発センター(ICC)の

研究活動が国際的な雑誌 JEC Composites 

Magazine で掲載 

革新複合材料研究開発センター(ICC)の活動が、

複合材分野における国際的な雑誌「JEC Composites 

Magazine」（2021年 1月／2 月、第 138号）の世界

の大学や研究機関の活動を紹介する“Inside the 

lab”コーナーに掲載された。 

Composites Magazine 誌は複合材に関する研究開

発、製品開発やマーケティングなどのテーマを扱

う複合材分野の専門誌である。発行元の JEC Group

（フランスのパリ）Web サイトによれば、現在、

世界 112カ国で登録定期読者数は約 50,000件超、

年間 6回の隔月号の他、年 2回の特別編集号が紙

媒体と電子媒体により発行されているものであ

る。 

ICC が掲載された“Inside the lab”というコ

ーナーは平成 31(2019)年から新たに設けられた

コーナーで、複合材に関するアカデミック分野の

研究開発施設・部門の体制や取り組む内容に焦点

が当てられている。 

昨年の記事を見るとイギリスのノッティンガ

ム大学コンポジット研究グループ、フランスの

Ecole des Ponts ParisTech の建築材料・構造研

究チーム、ドイツのハンブルク工科大学ポリマ

ー・コンポジット研究所、アメリカのテキサス州

立大学先進コンポジット研究所、イギリスのサウ

サンプトン大学の先進コンポジット材料施設、オ

ーストラリアのサザンクイーンズランド大学の

未来材料センターが紹介されている。 

今回、令和 2(2020)年 7 月末に同誌の技術担当

編集者から打診を受け、記事内容となる情報・写

真等データの提供、掲載記事の校正が行われ、令

和 3(2021)年第 1号に掲載される運びとなった。 

「ICC：an open-research innovation platform 

for composites」というタイトルの下、本学の附

置研究所として、また複合材料及び、複合材の製

造技術の研究開発を行う日本国内最大級のオー

プンな研究開発センターとして ICCの活動方針な

ど概要が紹介されている。また ICCが取り組むプ

ロジェクトの例として、国立研究開発法人科学技

術振興機構の COI プログラムの活動や、令和

2(2020)年 4 月に正式にスタートした日本・ドイ

ツそれぞれの企業、研究機関が参画する国際共同

研究の取り組みついてもレポートされている。 

本学 COI事業には関しては、現在、鉄道のコン

クリート構造物への適用に具体的なニーズのあ

る FRP筋の高速引抜成形技術の研究開発、建築用

途の耐火構造用樹脂の開発、更にいわゆる社会実

装に繋がった例として炭素繊維複合材料の製品

としては日本で初めての JIS規格制定に繋がった

熱可塑性炭繊繊複合材による耐震補強ロッドの

開発、東京オリンピックに向けて開発されたスパ

イクレスシューズの靴底に採用された熱可塑性

炭素繊維複合材シートなどが紹介されている。 
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また同じく記事になった日本・ドイツの国際共同

研究は、ICC と連携協定を結ぶドイツの産業クラ

スターCU（Composites United）（前 CFK Valley）

との協力関係の下、プロジェクトの形成に向けて

2 年近くの準備期間を経て、令和 2(2020)年 4 月

から 3年間の計画で実施されている。高性能リサ

イクル炭素繊維材の開発及び、航空産業向け熱可

塑性炭素繊維複合材の量産技術開発の二つのプ

ロジェクトにより構成されている。 

ICC の複合材料を幅広い多くの分野で利用するた

めに企業と連携して適用技術の研究や製品開発

を支援するという設立理念に向けた活動におい

て、国内外の研究開発機関や企業との連携は重要

である。その意味でも今回の国際的なコンポジッ

トの専門誌への掲載は、今後の活動につながるも

のと期待している。 

 

革新複合材料研究開発センター(ICC) 

J-Innovation HUB 地域オープンイノベ

ーション拠点に選別 

経済産業省が令和 2 年 4 月 10 日（金）、「地域

オープンイノベーション拠点選抜制度」第 1回公

募結果を発表し、「国際展開型」で申請した金沢

工業大学 革新複合材料研究開発センター(ICC)

が初回採択 9 拠点の一つとして選抜されました。 

地域オープンイノベーション拠点選抜制度は、

「大学等を中心とした地域オープンイノベーシ

ョン拠点の中で、企業ネットワークのハブとして

活躍しているものを評価・選抜することにより、

信用力を高めるとともに支援を集中させ、トップ

層の引き上げや拠点間の協力と競争を促す制度」

として 2020 年に創設されました。国際展開型と

地域貢献型の 2類型があり、第 1回は計 9拠点が

選抜されています。選抜期間は公表年度を含む 3

年間です。 

革新複合材料研究開発センターではこの度の

選抜を受け、海外・国内のグローバル企業との産

学連携活動を積極的に推進し、さらなる国際展開

を目指します。 

 

J-Innovation HUB 地域オープンイノベーション

拠点選抜制度 第 1回選抜拠点 

 

【国際展開型】 

東北大学 国際集積エレクトロニクス研究開発セ

ンター 

山形大学 有機エレクトロニクスイノベーション

センター 

金沢工業大学 革新複合材料研究開発センター 

京都大学 バイオナノマテリアル共同研究拠点 

大阪大学 フレキシブル 3D実装協働研究所 

大阪大学 大阪大学核物理研究センター 

 

【地域貢献型】 

福井大学 産学官連携本部 

京都先端科学大学 

徳島大学 バイオイノベーション研究所 

 

革新複合材料研究開発センター(ICC) 

「JEC Innovation Awards 2020」スポー

ツ・ヘルスケア部門で連携パートナーと

して最優秀賞を受賞 

複合材料分野で世界的な賞である「 JEC 

Innovation Awards 2020」のオンライン表彰式が

5月 13日フランス時間 正午より行われ、金沢工

業大学 革新複合材料研究開発センター（ICC）が

スポーツ・ヘルスケア部門において、株式会社ア

シックス（兵庫県神戸市）、サンコロナ小田株式

会社（大阪本社：大阪府大阪市 小松本店：石川

県小松市）、ナガセケムテックス株式会社（大阪

府大阪市）とともに、スパイクピンをなくした陸

上スプリントシューズのイノベーションに関わ

るパートナーとして最優秀賞を受賞しました。 

同賞は、革新的製品や技術が複合材料を用いて

いかにして実現されたのかを評価するもので、世

界の複合材料業界で、毎年、その動向が注目され

ています。 

今回、対象となったアシックスによる革新的な

シューズの実現には、パートナーであるサンコロ

ナ小田、金沢工業大学 ICC、ナガセケムテックス

が産学連携により開発した成型技術が重要な役

割を果たしており、共同での受賞につながりまし

た。 
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受賞の対象になったスパイクピンのない陸上スプリントシュー

ズ「METASPRINT(メタスプリント)」（写真 アシックス提供） 

 

日本からは、アシックスのテーマ「ピンレス

CFRTP（熱可塑性炭素繊維複合材）スプリントシ

ューズ（SPIKE-LESS CFRTP SPRINTING SHOE）」が

スポーツ・ヘルスケア部門のファイナリストとし

て選出されました。 

当テーマには、アシックスの他、そのシューズ

の革新的な靴底の実現を可能にした新しい複合

材料を開発したサンコロナ小田、同じくその複合

材料のイノベーションに携わったナガセケムテ

ックス、金沢工業大学 ICC がパートナーとして参

画しています。この 4 者が 5 月 13 日の表彰式に

おいて「JEC Innovation Awards 2020」スポーツ・

ヘルスケア部門最優秀賞を共同で受賞しました。 

これらのイノベーションを実現した背景には、

サンコロナ小田による一方向性の極薄の CFRTPテ

ープ（※）、同テープをランダムに積層したプリ

フォームの開発、ナガセケムテックスによる最適

なマトリックス樹脂への改善、アシックスによる

同プリフォームを用いての高品質の複雑微細な

形状と量産性を両立させた製造技術の開発など、

サプライチェーンにおける川上から川下に位置

する各社の技術革新のコンビネーションがあり

ます。 

 

金沢工業大学 ICCの役割 

ICC は、今回の複雑な形状のスプリントシュー

ズの靴底材の成形において必要となる優れた材

料特性と高い生産性の両立の実現のため、主に次

のような二つの役割を担いました。 

ICC はナガセケムテックスと協力し、熱可塑性

エポキシ樹脂という高い強度と熱可塑性を併せ

持つ従来にない革新的な樹脂の研究を続けてお

ります。また、COI 事業の支援をうけ、この樹脂

を用いた、高い生産性を確保し同時に優れた材料

特性も両立する CFRP 材料の製造技術などの実用

化研究にも取り組んでおります。 

そして、極薄 CFRTPテープおよびシートを開発

したサンコロナ小田と共同し、さまざまなカット

テープの⻑さと幅の組み合わせに対して、型内部

の流動性と成形後の機械特性の実測による評価

を実施し、その結果、優れた成形性と高い機械特

性の両⽴の実現に貢献しました。 

 

今回の受賞について 

JEC Innovation Awards は、対象となる製品や

技術そのものだけに焦点を当てるものではなく、

イノベーションに関する技術的側面や市場性の

他、その製品や技術のバリューチェーンに関わる

関係者・組織がパートナーとして如何に対象とな

るテーマ（プロジェクト）に連携的に携わったの

かという点も問われます。世の中にある材料の中

で歴史的に見て新しい材料である複合材の分野

では、従来の産業界における様々な業種、科学技

術の異分野が連携、融合し事業に取り組むことが

求められます。また、そのために技術的専門性、

市場における具体的な事業性、複数の企業による

連携や産学連携の有効性などを高い水準で満た

すことが求められるという点で難易度の高いも

のでもあります。 

複合材料の適用技術の研究開発を旨とし、産学

連携のイノベーションを実現するプラットフォ

ームとして活動している ICCとしては、このよう

な性格を持つ賞において、今回、アシックス、サ

ンコロナ小田、ナガセケムテックスとともに連携

パートナーとして最優秀賞を受賞したことは、大

変喜ばしいことです。 

 

※国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の

COI（センター・オブ・イノベーション）プログ

ラムの金沢工業大学 COI事業の一環として、サン

コロナ小田と ICCが共同研究開発を行った成果を

ベースとしています。 
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産学連携研究開発拠点事業の挑戦と充実 

地方創生研究所 

内閣官房「国土強靱化 民間の取組事例

集」で白山麓キャンパスでのエネルギー

マネジメントプロジェクトが掲載 

内閣官房のウェブサイトに、国土強靭化 民間

の取り組み事例集が公開され、金沢工業大学の事

例が紹介されました。この事例集は、内閣官房が

これから国土強靱化に関する取り組みを行う

方々の参考として、国土強靱化に関して先導的な

取り組みを収集したものです。 

「災害時でも自活できるエネルギーの供給モデ

ルを考案」のタイトルで紹介されたのは、金沢工

業大学 白山麓キャンパスで行われているエネル

ギーマネジメントプロジェクトの取り組みです。  

このプロジェクトでは、「太陽光発電」、「地元

産木材チップを燃焼させるバイオマスボイラー

による発電」、「その廃熱を使った熱電発電」、「小

型風力発電」等による直流電力をミックスした小

エリア直流(DC)配電網を構築。キャンパス内にあ

るコテージ間を直流(DC)と温水配管により接続

して、再生可能エネルギーのベストミックスを探

りながらエネルギーを地産地消する実証実験を

進めています。あわせて、電気自動車（EV）や電

動自転車を仮想的な配電網と見立てて、電気が不

足する地域に電気を運ぶ実験も行っています。既

存電力網の大規模停電発生時にも稼働できる新

しい電力システムとして、今後の進展が期待され

ます。 

 

高信頼理工学研究センター研究発表会を

開催 

令和 2(2020)年 10月 26日(月)～31日(土)にか

けて、Box サーバを用いたオンデマンド形式で、

オンライン研究発表会（以下、本研究会）が開催

された。 

本発表会は、高信頼理工学研究センター所属研究

室の学部 4年次がプロジェクトデザインⅢテーマ

1 件につき 1 件の発表を行い、これまでの研究進

捗状況と今後の計画を発表することにより、研究

活動を相互に刺激・理解するとともに、教員や学

生からのアドバイスをもらって今後の活動をよ

り活性化して有意義なものとすることを目的と

して開催された。例年は、一堂に会してポスター

発表会として実施しているが、新型コロナウイル

スの状況を鑑みて、3 回目の今回はオンライン開

催とした。発表は、7 分を目安としてパワーポイ

ントファイルにあらかじめ録音し、それを mp4形

式に変換したものを上記期間に視聴する形式と

した。合計 121件の発表があり、高信頼理工学研

究センター所属のほぼすべての教員と 192人の発

表者に加え、高信頼理工学研究センター所属研究

室で修士研究に励んでいる大学院生、これらの研

究室に配属となった専門ゼミ受講学生の一部も

参加した。 

本発表会においては、学生たちのポスターやそ

の発表態度を採点・評価するのではなく、Google

フォームを用いて用意した Web でのコメント記

載・集計システムを用いて、今後に向けたアドバ

イスや改善すべき点、質問事項などを記述し、こ

れを発表者に後日渡して、今後の糧としてもらう

方法をとった。オンライン形式での開催のため、

発表会特有の熱気を直接感じ取ることは難しか

ったが、約 300件のコメントが投稿され、そのう

ち約 70 件は学生による積極的・活発な意見が目

立った。また、すべての発表を視聴した影山和郎

所長によると、特に突出して優秀と考えられる学

生が何人かいたとのことであり、このような学生

を中心に刺激し合うポジティブなルーティンが

構築されることを期待したい。 

なお、今回のオンライン研究発表会自体につい

ての意見・反省点としては、異分野の研究者・学

生向けのわかりやすい説明が少ない発表が見受

けられ、例年の対面での質疑応答もできなかった

ために理解がなかなか促進されにくかったこと

が挙げられた。これは、当初より懸念されたこと

であった。新型コロナウイルス対応・研究所の規

模・運営と準備の負担を考慮すると、取れる対策

は限られていると考えられるものの、今後の課題

としたい。何よりも次年度には、新型コロナウイ

ルスの状況も収束して、一堂に会した例年通りの

開催ができるようになっていることを願う。 
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科学技術応用倫理研究所 

科学技術倫理セミナーを開催 

科学技術応用倫理研究所では、広く科学技術倫

理に関連したテーマを学生や市民を交えて対話

する場として、定期的に科学技術倫理セミナーを

開催している。その今年度3回目を 11月17日(火)

に「働くことの哲学」と題して開催をした。なお、

コロナ禍の影響のため、前回に引き続き今回も

Zoom上での開催となった。 

講師には、(株)日通総合研究所の杉田啓之（す

ぎた・ひろゆき）氏をお招きした。杉田氏は、日

通グループへの人材アドバイザリー業務、講演活

動で活躍され、また 25 歳で難病に指定されてい

る「網膜色素変性症」を告知され、50歳頃から視

力の著しい低下が進み、55 歳からは盲導犬ユーザ

ーとなっている。 

今回のセミナーでは、杉田氏の多様な経験をも

とに参加者らと対話を実施した。新型コロナウイ

ルスの蔓延は、さまざまな影響を社会に及ぼし、

テレワークやリモートワークが強いられ私たち

の働き方が改めて問われているが、今回のセミナ

ーは、働くことを根本的に考察する場となった。 

前半は、科学技術応用倫理研究所の金光秀和(筆

者)が聞き手となる形で、杉田氏の働くことに関

する考えをうかがった。そこでは「① 仕事の意

味」「② 良い仕事」「③ 仕事上の人間関係・仲間」

「④ これから社会へ出る若者へのメッセージ」

について話があった。 

それぞれ、流れにまかせることと投げやりにな

ることの違い、フェアな仕事の進め方、自分の役

割を受け入れることなど大変興味深い内容の話

であった。 

後半は、参加者を交えて杉田氏と対話を実施し

た。学生 6 人、市民 2 人、教職員 3 人の計 11 人

の参加者があり、大変内容の濃いやりとりが行わ

れた。 

学生からは、現在学んでいることと本当に学び

たいことの間で揺れる思いや、社会で役割を引き

受ける上での心構えなど、自分たちの立場で働く

ことに関して思い悩んでいることを問うような

場面もあった。また、こうした場で対話をするこ

と自体の有難さを発言される市民の方もいた。 

対面での開催が待ち望まれるが、オンラインも

活用しながら今後とも科学技術倫理セミナーを

継続的に開催していく予定である。 

 

地域防災環境科学研究所 

金沢工業大学と国土交通省北陸地方整備

局の意見交換会を開催 

国土交通省北陸地方整備局との意見交換会が

12月 1日(火)の 10時 30分から Microsoft Teams

によるオンライン会議形式（本学会場：21 号館

21･503-504 室）で開催された。これは平成 24 

(2012)年度に協定書が結ばれて以降、継続的に実

施されているものであり、今回で第 5回目である。

本年度はコロナ禍での開催となり、国交省北陸地

方整備局との意見交換会では、初のオンライン会

議形式での開催となった。 

本学からは大澤敏学長を始め 17 人、北陸地方

整備局からは岡村次郎局長を始め 16人が出席し、

開会にあたり、大澤学長と岡村局長から、それぞ

れあいさつの後、双方から取り組み等の話題提供

が行われ、その後に意見交換会が行われた。 

北陸地方整備局からの話題提供では、北陸地方整

備局の組織や予算、近年取り組んでいる主要な施

策等について、各所管部門長から以下の説明があ

った。 

また、近年、国土交通省／北陸地方整備局にお

いては、デジタル・トランスフォーメーション(以

下：DX)に力を入れている旨、説明があり、国土

交通省が進めるインフラ分野の DX に関して紹介

があった。 

1．組織／北陸地方整備局の組織・管轄等の紹介 

〔中野企画部長〕 

2．予算の概要／各予算状況、安心と成長の未来

を拓く総合経済対策等の紹介〔中野企画部長〕 

3．地域づくり 

■広域地方計画等／北陸広域地方計画、国土長期

展望、スーパー・メガリージョン、社会資本整備

重点計画等の紹介〔中野企画部長〕 

■河川事業／気候変動（激甚化）、流域治水施策

等の紹介〔新井田河川部長〕 

■道路事業／道路整備、自転車活用推進、無電柱

化推進、道路雪対策（除雪トラック作業装置自動

化）等の紹介〔森若道路部長〕 

■港湾空港事業／石川県内の港湾空港事業、港湾

の防災減災、太平洋側港湾の広域バックアップ体

制構築等の紹介〔冨田港湾空港部長〕 

■営繕事業／官庁整備における BIM活用、地域と

連携した官庁施設整備等の紹介〔平田営繕部長〕 

■まちづくり関係／鼠多門・鼠多門橋の復元整備、

国立工芸館周辺整備等の紹介〔佐藤建政部長〕 
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4．災害対応／北陸地整管内の近年の主な自然災

害、防災体制強化（防災専属組織を設置）、

TEC-FORCE 活動内容、防災訓練の取り組み等の紹

介〔山本総括防災官〕 

5．社会資本の老朽化対策／高齢化が進む社会資

本、メンテナンスサイクル構築、点検支援技術等

の紹介〔中野企画部長〕 

6．建設業における担い手確保に向けた働き方改

革／建設業界における働き方改革、若手技術者の

育成 ICT 活用工事、BIM/CIM、i-Construction モ

デル事務所、建設分野の DX 等の紹介〔中野企画

部長〕 

7．金沢工業大学との連携／連携・協力等の状況、

インターンシップの状況の紹介〔中野企画部長〕  

 

本学からは、地域防災環境科学研究所の宮里心

一所長が環境土木工学科・環境土木工学専攻及び

地域防災環境科学研究所での教育研究活動につ

いて説明があった。 

環境土木工学科・環境土木工学専攻の体制につ

いて、多様な専門分野をカバーする教員体制、

CDIO を実践する教育の特長及び北陸地方整備局

と連携した実際の現場を取り入れることで、土木

工学の学習意欲が向上するよう 

な教育活動について説明した。 

また、地域防災環境科学研究所では、土木・建

築の枠に囚われず、多様な教員が所属し、広い専

門分野をカバーしていること、多様な実験装置に

ついても、土木と建築で実験室を共有することで、

幅広い実験ができること等の紹介をした。 

更に、国土交通省から外部講師を招いて開催して

いるセミナーについての紹介があり、最新技術や

国の動向等の情報が得られる石川県近傍の企業

や機関にとっての重要な機会となっていると述

べた。また、革新複合材料研究開発センターが中

核拠点となって進めている COIストリームで研究

開発している革新材料を様々な社会インフラに

実装してく構想に関しての紹介があった。最後に

環境土木工学科及び地域防災環境科学研究所に

おいては、SDGs を鑑みて、“ものづくり＆ことづ

くり”への支援、社会人を含めた人材育成“ひと

づくり”を推進している旨、紹介があった。 

続けて、本学地域防災環境科学研究所の川村教

授からは、北陸地方整備局富山河川国道事務所・

金沢河川国道事務所、石川県土木部と民間コンサ

ルタント会社と連携して研究を進めている「融雪

時における道路法面の安全性と道路管理の在り

方に関する研究」について説明があった。 

 最後に、産学連携局 河合儀昌局長から、本学

の取り組むインフラ分野のスマート DX 及び国交

省北陸地方整備局への本学学生の就職状況につ

いて説明した。 

意見交換会では、スマート DX に掛かる取り組

みの部分で、本学と北陸地方整備局が連携し、北

陸地方整備局管轄のフィールドで実証的な取り

組みを検討できないか等の議論が活発に行われ

た。  
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科学研究費助成事業等への挑戦

文部科学省・日本学術振興会 

令和 2 年度科学研究費助成事業の採択課

題が内定 

独立行政法人 日本学術振興会から、令和元

(2019)年 11 月に応募した令和 2(2020)年度 科学

研究費助成事業（科研費）の内定通知が、4月、8

月、10月にあり、全ての結果が判明した。 

今年度新規に採択された課題は、大学では「基

盤研究(B)：2件、基盤研究(C)：27件、若手研究

(B)：2 件」の計 31 件で、期間全体の配分予定額

（直接経費）は 115,100千円となった。高専にお

ける新規採択は残念ながら 0件であった。 

一方、11 月 5 日(木)午後 4 時 30 分に令和

3(2021)年度 科学研究費助成事業への申請期限

を迎え、大学では「基盤研究(B)：10 件、基盤研

究(C)：106 件、挑戦的研究（開拓）：3 件、挑戦

的研究（萌芽）：11件、若手研究(B)：9件」の合

計 139件、高専では「基盤研究(C)：9件、挑戦的

研究（萌芽）：1 件、若手研究(B)：1 件、ひらめ

き☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究

室へ～：1件」の合計 12件の申請があった。 

今年度は、新たに科研費に申請し惜しくも不採

択となった教員を支援する「科研費奨励金制度」

の施行があり、申請時には研究支援推進部におい

て科学研究費助成事業申請に対する支援活動を

行った。これらが、科研費の採択件数・採択額の

向上に少しでも繋がることを期待したい。 

〔金沢工業大学〕 令和2年度 科学研究費助成事業(新規・継続課題)一覧 （千円） 

氏 名 
研究種目 

名称 

研究 

期間 
研  究  課  題 採択金額 

山口敦史 
新学術領域研究 

 研究領域提案 
R1-R2 輻射・非輻射再結合の同時観測とそれに基づく特異構造の電子状態の理論モデル構築 1,700   

   新学術領域研究 合計1件 1,700  

坂本宗明 基盤研究(B) 30-R4 グローバル・イノベーションを具現化する国際共創教育プログラムの構築 600 

田中孝治 基盤研究(B) 30-R4 多様な経験学習を包括する育成モデルと経験学習内的プロセス支援手法の構成 3,600 

山田弘文 基盤研究(B) 30-R2 高専エンジニア教育をベースにしたSTEM＋Robot教育プログラムの開発 1,200 

田中泰司 基盤研究(B) 30-R2 NDTと構造解析とのデータ同化による道路床版の余寿命評価システムの研究開発 3,800 

土田義郎 基盤研究(B) 30-R3 ユニバーサル社会に向けた音による情報伝達に関する統合的研究 1,900 

    5件 11,100 

高橋真木子 基盤研究(B) R1-R5 研究推進支援機能の実践基盤確立に向けた権限配分と組織アクセプタンス形成手段の解明 3,100 

増田達男 基盤研究(B) R1-R3 南海トラフの巨大地震津波による瓦礫火災の市街地延焼リスクと管理手法の構築 4,400 

   2件 7,500 

宮里心一 基盤研究(B) R2-R4 複合劣化した鉄筋コンクリートに対する防食技術の開発と維持管理手順の提案 7,400 

佐藤 進 基盤研究(B) R2-R6 地域高齢者のためのスマートシューズによる健康・見守り支援クラウドシステムの開発 3,000 

   2件 10,400 

   基盤研究(B) 合計9件 29,000  

松下 裕 基盤研究(C) 29-R2 視線情報を利用したWebサイトデザイン 期間延長 

佐藤恵一 基盤研究(C) 29-R2 理工系高等教育プログラムにおけるPBL的教育活動の役割と波及効果 期間延長 

高原利幸 基盤研究(C) 29-R2 実践的研究に基づく空振り率低減を主眼とした土砂災害警戒基準の提案 期間延長 

藤井清美 基盤研究(C) 29-R2 21世紀型スキル習得を目指した外国語教育：問題解決型プロジェクトを通して 期間延長 

山上史野 基盤研究(C) 29-R2 大学生のCyberslacking行動に対する心理教育的プログラムの検討 期間延長 

畝田道雄 基盤研究(C) 29-R2 プラズマガス内包ナノバブル添加スラリーによるSiC基板の高能率研磨加工法の開発 期間延長 

石川憲一 基盤研究(C) 29-R2 日本刀の「美」の科学的解明とそれに基づく新しい作刀評価・設計法の提案と実証 期間延長 

   7件 ― 

井ノ口悦子 基盤研究(C) 30-R2 外国語教育と21世紀スキルを取り入れた理工系学生のエクスターンシップの取り組み 900 

西村秀雄 基盤研究(C) 30-R2 教学IRを基盤とし、LMSを活用したラーニングアナリティクスによる授業改善 700 

鎌田 洋 基盤研究(C) 30-R2 画像処理技術を応用した教育システムの研究 1,100 

武市祥司 基盤研究(C) 30-R2 意味構造可視化と参照データに基づくAIを援用するスピーチ技能向上の取り組み 800 

松本かおり 基盤研究(C) 30-R4 レジリエンス醸成を目指した高等教育課程へのポジティブ教育の導入と縦断的効果検証 500 

廣瀬康夫 基盤研究(C) 30-R2 航空宇宙機用発泡コアサンドイッチパネルに適用するき裂進展抑制構造要素の実用化研究 500 

藤田洋司 基盤研究(C) 30-R2 高電界中における蓄電デバイスの充放電現象立証と解析 300 
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河合宏之 基盤研究(C) 30-R2 下肢の筋特性を考慮したFES交互屈伸運動システムの構築と評価法に関する研究 700 

會澤康治 基盤研究(C) 30-R2 圧電装荷デバイスによるナノ秒衝撃波・パルス電界ハイブリッドトランスフェクション 700 

大嶋俊一 基盤研究(C) 30-R2 けい酸塩系表面含浸材による硫酸劣化に対する抑制効果と下水施設の延命化への適用提案 700 

山崎幹泰 基盤研究(C) 30-R2 文化財建造物の建築模型の保存活用に関する基礎的研究 900 

宮田俊弘 基盤研究(C) 30-R2 超低コスト高効率pnヘテロ及びホモ接合Cu2O系太陽電池に関する研究 900 

芦野 慎 基盤研究(C) 30-R4 高分子・超分子内エネルギー変換過程の時間分解ベクターポテンシャル分光 100 

辰巳仁史 基盤研究(C) 30-R2 偏光と超高解像度顕微鏡でアクチン線維が張力センサとして働くメカニズムを解明する 700 

村田俊也 基盤研究(C) 30-R4 剣道7段が8段の動きを全く探知できない事象の理論的解明に関する研究 400 

山本知仁 基盤研究(C) 30-R2 深層学習を用いたコミュニケーション時における身体動作とその時系列パターンの推定 400 

足立善昭 基盤研究(C) 30-R2 ウエアラブル生体磁気センサに関する基礎技術の開発 700 

   17件 11,000 

金光秀和 基盤研究(C) R1-R3 身体の変容をめぐる技術哲学的考察 1,300 

栃内文彦 基盤研究(C) R1-R4 科学技術社会における行動設計としての科学技術倫理：デザイン思考を用いた教材開発 900 

伊藤隆夫 基盤研究(C) R1-R3 PBL教育をオンラインで実施するための人工知能を用いた教育システムの研究 1,100 

中村 晃 基盤研究(C) R1-R3 知識構造の可視化と連携した演習とチャット機能を備えたSTEM学習環境の構築と分析 900 

篠田昌久 基盤研究(C) R1-R3 プロジェクト活動への活動意識を深め成果物と過程の質向上を目指す手法の体系化 900 

田中忠芳 基盤研究(C) R1-R3 STEM教育コンテンツと言語活動を統合した理工系基礎力育成プログラムの構築 1,400 

深見 正 基盤研究(C) R1-R3 磁束変調原理を利用したEV向け可変磁束永久磁石モータの開発 300 

大澤直樹 基盤研究(C) R1-R3 低侵襲なプラズマ処理を可能とする大気圧空気中での均一バリア放電発生メカニズム解明 700 

竹井義法 基盤研究(C) R1-R3 部分空間Prony法に基づく信号成分の同定に基づく匂いセンシングの実現 1,100 

鹿田正昭 基盤研究(C) R1-R3 4機体制が整った準天頂衛星と地上レーザーを活用した高精度地形データの作成 300 

徳永光晴 基盤研究(C) R1-R4 老朽化した街路樹のスクリーニング手法の開発 1,300 

西村 督 基盤研究(C) R1-R3 釣り合い行列の固有値制御による最小ひずみエネルギー曲面の特定法 400 

佐藤弘美 基盤研究(C) R1-R5 伝統木造町家建築の連棟効果の解明と耐震設計法の提案 800 

岡本正人 基盤研究(C) R1-R3 昆虫の翅の形態的特徴が非定常空力特性に及ぼす効果の研究 800 

吉田啓史郎 基盤研究(C) R1-R3 サンドイッチパネルの面板と心材間の破壊じん性評価試験の理論解析法の確立 400 

斉藤博嗣 基盤研究(C) R1-R3 毛管数によるミクロスケール樹脂浸透挙動を考慮した繊維織布浸透性マルチスケール評価 400 

遠藤和弘 基盤研究(C) R1-R3 新奇高性能プラズマによるCFRTPの融点未満の直接接合とメカニズムの解明 900 

深田晴己 基盤研究(C) R1-R3 残光性能を向上させるキャリアトラップを積極導入したLED照明対応型の長残光蛍光体 600 

谷口昌宏 基盤研究(C) R1-R3 アトムプローブによる分子不斉の検出と絶対配置の決定 1,900 

柳橋秀幸 基盤研究(C) R1-R3 磁性流体を用いた植物生体生理活性の非接触計測の試み 700 

坂本香織 基盤研究(C) R1-R3 陸棲ラン藻Nostoc communeの細胞外マトリクスタンパク質の機能解明 200 

林 亮子 基盤研究(C) R1-R3 データ科学と計算科学の協働に基づく物質探索システム 1,000 

島内末廣 基盤研究(C) R1-R3 拡張された標本化定理に基づく音空間情報センシングに関する研究 1,000 

青木茂明 基盤研究(C) R1-R3 パーソナル高臨場感音場再生用スピーカの特徴の解明と音響システムの実現 1,600 

阿部倫之 基盤研究(C) R1-R3 ソーシャルメディアのアクティブユーザを利用した災害情報の拡散支援 1,100 

   25件 22,000 

清水 節 基盤研究(C) R2-R4 GHQによる日本宗教「理解」の手法・プロセスに関する研究 1,000 

藤井清美 基盤研究(C) R2-R4 21世紀型スキル習得を目指した外国語教育：問題解決型プロジェクトと外国語教育 800 

宮田孝富 基盤研究(C) R2-R4 PBL科目の高大接続を支援するシステムの構築および有効性の検証 2,700 

西 誠 基盤研究(C) R2-R4 数学的リテラシーとその教授法習得のための数学科教育カリキュラムの開発 1,300 

工藤知草 基盤研究(C) R2-R4 AIによるピア・インストラクション型授業の概念形成過程の分析とウェブサイトの開発 1,100 

谷口進一 基盤研究(C) R2-R4 数・理における科目を超えた共創的学修を基盤とする汎用的学修能力の向上効果の研究 1,500 

田中基嗣 基盤研究(C) R2-R4 最適微視構造を有するコラーゲン／ハイドロキシアパタイト人工骨の創製原理の構築 1,400 

池永訓昭 基盤研究(C) R2-R4 Si添加DLC膜の高精度Si添加成膜技術の開発および低摩擦発現メカニズムの解明 1,200 

加藤秀治 基盤研究(C) R2-R4 骨に近い低弾性率を有するニオブチタン合金の高能率加工技術の構築 2,200 

瀬戸雅宏 基盤研究(C) R2-R4 射出成形品の力学的特性向上を目的とした配向制御手法と部品の軽量化設計手法の構築 1,000 

諏訪部仁 基盤研究(C) R2-R4 人体に安心安全な医療用工具を製造するためのレーザーによる砥粒固着技術の開発 1,300 

森本喜隆 基盤研究(C) R2-R4 工作機械主軸の軸心位置制御による非円形・非軸対称内筒加工の創製 1,500 

土居隆宏 基盤研究(C) R2-R4 バイオマスを食べるエネルギー自給型移動ロボットの実証と特性評価 1,200 

野口啓介 基盤研究(C) R2-R4 小形アンテナのＱ値と外部Q値に基づくアンテナ系の放射特性解明 2,200 

牧野 滋 基盤研究(C) R2-R4 リフレクトアレーを用いた新方式衛星通信用アンテナの開発 800 

村尾俊幸 基盤研究(C) R2-R4 複数台のドローン・地上機複合システムに対する視覚フィードバック協調制御 1,300 

花岡大伸 基盤研究(C) R2-R4 RTM成型で作製したFRPプレートとコンクリートの複合材料の開発に関する研究 2,000 

山岸邦彰 基盤研究(C) R2-R4 ASEAN開発途上国の事業継続性を高める震動低減基礎構法の開発に関わる基礎研究 400 
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垂水弘夫 基盤研究(C) R2-R4 放射空調オフィスのドライミスト噴霧を含むクールスポット温熱環境設定に関する研究 1,200 

円井基史 基盤研究(C) R2-R4 環境配慮型都市の実現に向けた都市環境気候図・計画指針図とデジタル環境カルテの作成 1,800 

高原利幸 基盤研究(C) R2-R4 並列タンクモデルによる土砂災害警戒情報の精度向上に関する実践的研究 800 

河合 淳 基盤研究(C) R2-R4 10Hz以下の超低周波領域に着目した地震電磁波モニタリングに関する研究 1,300 

露本伊佐男 基盤研究(C) R2-R6 過熱水蒸気を焼成に用いた新しいナノ材料合成法の開発と二次電池電極材料への応用 1,200 

江村伯夫 基盤研究(C) R2-R4 ブラックミュージックにおけるレイドバック歌唱に関する研究 1,400 

片桐由希子 基盤研究(C) R2-R4 生活都市のビジョンの共実現と持続可能な観光の連動的な展開 1,100 

杉本康弘 基盤研究(C) R2-R4 TUL用ファイバ型レーザー誘起気泡が周囲場へ及ぼす熱・流体的影響の解明 1,300 

小山大介 基盤研究(C) R2-R4 MRIの新展開：超低磁場MRIの高解像度化と高速化に関する研究 400 

   27件 35,400 

   基盤研究(C)合計 76件 68,400 

佐藤考一 挑戦的研究(萌芽) 30-R2 大規模耐火木造の設計・施工・部材供給に関する研究 800 

南戸秀仁 挑戦的研究(萌芽) R1-R3 放射能汚染の可視化が可能なフレキシブル二次元放射線RPLイメージセンサ 2,900 

   2件 3,700 

河並 崇 若手研究(B) 29-R2 玩具の改造を題材としたSTEM教育に関する調査研究と教材開発 期間延長 

坂井尚貴 若手研究(B) 29-R2 歩きながらワイヤレス充電を盗電から守る磁界ゆらぎ秘密鍵生成共有の研究 期間延長 

   2件 ― 

     

     
     

平泉紀房 若手研究 R1-R4 豊宮崎文庫に於ける書のネットワークについて 300 

石黒千晶 若手研究 R1-R3 児童の創造的表現を促す鑑賞教育プログラムの開発 1,300 

福江高志 若手研究 R1-R3 流れの脈動化と沸騰伝熱の融合による冷却機構の創成 600 

林 晃生 若手研究 R2-R4 びびり振動回避のためのアクティブ剛性制御システムの開発 1,000 

岡田 豪 若手研究 R2-R3 超高感度ラジオフォトルミネッセンス特性を有するアルカリ土類硫酸塩材料の開発 1,900 

   若手研究 合計 5件 5,100 

（補助金 継続8件、基金継続47件）（補助金 新規2件、基金 新規29件）（期限延長9件） 総数95件 107,900 

注1：採択金額は、他機関研究分担者へ配分する金額を含む。  

注2：新規採択者数には、R2年4月着任者1人を含む。  

    

〔国際高専〕  （千円） 

氏  名 研究種目名称  研  究  課  題 採択金額 

竹俣一也 基盤研究(C) 30-R2 主体的・対話的で深い学びを支援するESD体験学習システムの構築と活用 1,100 

直江伸至 基盤研究(C) 30-R2 落差・傾斜の緩やかな箇所で利用するリニアジェネレータ小水力発電システムの開発 1,000 

札野寛子 基盤研究(C) R1-R3 日本語教育プログラム論構築に向けたプログラム開発過程標準モデルの生成 900 

南出章幸 基盤研究(C) R1-R3 次世代の高度なIoT技術者育成のための教育プログラムの開発 800 

  合計 基金[継続]4件 総数4件 3,800 

    

「基盤研究(C)（一般）事業」における令和2年度 科研費奨励金支給対象者 

応募者名 所属 部局名 関連小区分 研  究  課  題  名 

佐々木大輔 大学 工学部 計算科学 不確定性を導入した空力音響解析手法によるアコースティックライナの吸音現象の解明 

山岡英孝 大学 基礎教育部 教育工学 ピア・インストラクションにおける議論の新しい活用法と概念理解 

館 宜伸 大学 基礎教育部 科学教育 PBLおよびSTEM教育における学修に関与する因子の定量化とその最適化 

松下 裕 大学 情報ﾌﾛﾝﾃｨｱ学部 感性情報学 機械学習に基づくWeb閲覧時の文字識別困難発生の判定システム 

藤島悟志 高専 電気電子工学科 教育工学 簡易脳波計による脳波認証と⾼専向けIoT教材への応⽤ 

 

澁谷学術文化スポーツ振興財団 

助成金採択 

 公益財団法人 澁谷学術文化スポーツ振興財団

の令和 2 年度 助成事業に応募した研究課題が、

厳正な審査の結果、大学から 4件、高専から 3件

採択された。 

同財団は、大学における学術研究の充実、並び

に高等学校及び高等専門学校における産業教育

の振興を図るほか、文化活動・スポーツ活動に対

する顕彰・助成を行うため昭和 61 年に金沢市で

設立されている。本学園からは例年 2、3 件程度

が採択されているが、今年度は積極的な応募があ

り 7 件が採択されるという好結果につながった。

採択総額は 1,330万円に達した。 

なお、11 月 25 日(水)には澁谷工業(株)で贈呈

式が行われたが、今年は新型コロナウイルス対策

令和2年度 科学研究費助成事業(継続課題)一覧 
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のため、出席者が各大学・高専 1人ずつに制限さ

れた。 

 

■大学の新技術、研究活動への奨励金 

 

【研究代表者】 

機械工学科 高野則之教授 

【研究課題】 

人工股関節置換術における QOL向上に関する研究 

【奨励金額】 

3,000,000円 

【研究の目的・概要】 

高齢者人口の増加に伴い、変形性股関節症など

の股関節に関する疾病が増加する傾向にある。そ

の外科的治療の一つとして、人工股関節置換術が

行われているが、術後に置換した人工股間節に緩

みが生じるなどして生活に支障をきたし、早い場

合は数年で再置換を行う例がある。 

本研究では、工学的観点から長期的に健常な人

と同じような生活を送れる人工股関節置換術を

提案することを目的とする。具体的には、耐久性

の高い人工股関節部材（骨頭、ステム、骨セメン

ト）の開発、個々の患者に最適化した応力遮蔽の

少ないステムの挿入方法の予測法を開発し、人工

股関節置換後の QOL（生活の質）の向上を目指す。 

 

■大学の新技術、研究活動への奨励金 

 

【研究代表者】 

応用化学科 坂本宗明教授 

【研究課題】 

ナノスケール有機導電骨格を用いた電気化学反

応による金属イオン錯生成平衡制御 

【奨励金額】 

2,500,000円 

【研究の目的・概要】 

硫黄を含む配位子(抽出剤)は金や白金族など、

わが国が輸入に頼らざるを得ない特定稀少金属

に対する強い配位能と選択性を有しているが、錯

体となった金属イオンを脱離させることが困難

であり、廃触媒や海水からの稀少金属元素回収な

ど、湿式精錬法への応用が進まない原因となって

いる。 

本研究課題は、酸化還元によってその立体構造

が変化する導電構造を有し、電気化学的に錯形

成・脱離を制御可能な新奇含硫黄配位子の設計お

よび系統的合成、特性評価を進め、産業展開が可

能な新奇稀少金属抽出剤としての開発を目指す。

また、ヘテロ芳香族オリゴマの立体構造変化を非

共有電子対の位置制御に利用するという、金属抽

出用配位子の新たな設計指針を確立する。 

 

■大学の新技術、研究活動への奨励金 

【研究代表者】 

応用バイオ学科 小田忍教授 

【研究課題】 

医薬中間体の高生産を指向した新規バイオプロ

セス（非水系胞子変換システム）の開発 

【奨励金額】 

2,200,000円 

【研究の目的・概要】 

地球温暖化や環境破壊、資源・エネルギー問題

等の全人類的危機が迫りつつある中、常温常圧で

の反応性や高い選択性と低い環境負荷を長所と

する微生物変換が、有機合成化学への代替え技術

に位置付けられて久しい。しかし、原料の水不溶

性と強い微生物毒性の 2 点が大きな障壁となり、

実用化に至った例は非常に限られている。 

これに対し、原料の水不溶性と微生物毒性の問

題を同時に解決し得るバイオプロセスとして界

面バイオリアクターを開発し「カビの胞子は休眠

細胞」という従来の定説を覆して、カビ胞子を活

性型細胞として有機溶媒中で物質生産に利用で

きる非水系胞子変換システムを考案した。本研究

では、これのプラットフォーム化を達成し、従来

の微生物変換では実施困難であったステロイド

変換を標的として、原料の溶解性、溶媒と原料の

微生物毒性等の問題の一挙解決を図る。 

 

■大学の新技術、研究活動への奨励金 

【研究代表者】機械工学科 藤本雅則准教授 

【研究課題】線―円筒内面電極系に電圧を印加し

た際のシリコン油中にある水滴の運動挙動に関

する研究 

【奨励金額】 

2,900,000円 

【研究の目的・概要】 

環境配慮型エネルギーの重要性が認識されて

いるものの、日々使用している高密度熱エネルギ

ーの排熱回収、再利用（段階的利用）等の重要性

は希薄に感じられる。これまでの経験から、特に

小温度差排熱の回収が重要であり、それには液液

直接接触伝熱が最も有望であると考える。液体中

にそれと溶け合わない液滴を分散させる技術を



金沢工業大学 Ⅱ．研究の取り組み  

58 

用いる場合、電場中の電気泳動的現象を利用して、

伝熱を促進できることが知られている。この現象

は、電極での電荷交換により継続されるが、その

際の電荷交換メカニズムは明らかであるとは言

えない。 

本研究の目的は、この電荷交換メカニズムの解

明であり、促進技術の適用条件、すなわち電荷交

換が起こる条件等を明らかにすることである。加

えて、姿勢を適切にとれば、水滴の輸送にも利用

可能であるため、本提案技術は排熱回収において

非常に有用である。 

 

■高校と高専の産業教育への助成金 

【研究代表者】 

高専 グローバル情報学科 竹俣一也教授 

【研究課題】 

アクティブラーナーを育成するための教育シス

テムの開発：PBLによる STEM教育推進および SDGs

実践 

【奨励金額】 

1,000,000円 

【研究の目的・概要】 

アクティブラーナーが生涯にわたり学び続け

ることができる地域コミュニティの基盤づくり

が本研究の目的である。2012 年の中央教育審議会

で示された高等教育に対する「質的転換答申」及

び 2017 年に公示された初等中等教育における新

学習指導要領によって、小学校 

から大学までの一体的なアクティブラーナー

育成体制が提唱され、すでに実践段階にある。 

本申請ではこの育成体制を支援するために、こ

れまでの地域連携教育を「アクティブラーナーの

学びの場の構築」という観点から発展させた教育

プログラムを構築する。すでにアクティブラーナ

ーである高専生・大学生が STEM教育と SDGs実践

を切り口に中高生のチームプロジェクトを促進

する。学生は人との接触の中で仕事を促進する能

力を研鑽し、中高生は自然科学・工学の学びを深

めるという双方向型中・高・専（大）連携実践教

育である。 

 

■高校と高専の産業教育への助成金 

【研究代表者】 

高専・電気電子工学科 直江伸至教授 

【研究課題】 

水力ポテンシャルの調査とその有効利用 

【奨励金額】 

700,000円 

【研究の目的・概要】 

エネルギーの地産地消が叫ばれる中で、小規模

河川や用水路の水力ポテンシャルの利用・活用が

提案されている。本研究では、金沢市南部と野々

市市の一部の小規模河川が流れる地域における

水力ポテンシャルの調査を通じて、地域での水力

ポテンシャルを利用した場合の発電量を試算す

る。試算には設置個所に適したマイクロ発電方式

を検討後、計測に基づき、発電電力量を算出し、

地域における水力ポテンシャルと発電量のマッ

プを作成する。試算された発電量に基づき地域住

民の生活に有用な電力利用を提案する。生活に有

用な提案としては、健康向上のための運動環境整

備、防犯、災害アラート補助などを考える。 

 

■高校と高専の産業教育への助成金 

【研究代表者】 

高専 電気電子工学科 南出章幸教授 

【研究課題】 

遠隔教育用遠隔操作ロボットシステムの開発 

【奨励金額】 

1,000,000円 

【研究の目的・概要】 

新型コロナウイルス感染症の影響のため、全国の

学校で遠隔教育が行われている。しかし、オンラ

イン授業では、実技体験ができないこと、パソコ

ンの画面だけの学習では学習者の飽きが早く、モ

チベーションの維持が難しいことなどが問題と

なっている。 

本研究では、遠隔教育用遠隔操作ロボットシス

テムを開発し、小学校の遠隔授業に導入、また登

校困難児童の遠隔教育に導入することを目的と

する。申請者らがこれまでに開発し、オーストラ

リアの遠隔教育校に導入してきた遠隔操作ロボ

ットシステムを基礎として、高専学生が授業で身

につけた IoT技術を使って日本の児童のためのシ

ステムへと改良を試み、使いやすい教材の作成も

行う。さらに 2020 年度から小学校にプログラミ

ング教育が導入されることから、遠隔操作ロボッ

トを題材とした新しいプログラミング教育教材

についても開発する。 
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分野横断型・クラスタープロジェクト研究推進 

大学･高専が東プレ株式会社と産学連携

で、農業用水を利用したナノ水力発電の

実証実験 

大学・高専と、東プレ株式会社（東京都中央区）

は、農業用水を利用したナノ水力発電の実証実験

を石川県白山市下吉谷町にある養鯉場にて開始

しました。 

東プレ株式会社は、開発部が中心となり、大学

からはロボティクス学科の鈴木亮一教授・機械工

学科の杉本康弘教授、高専からは機械工学科の伊

藤恒平教授の 3つの研究室が参画しています。学

校・学科・分野を越えた共創教育研究の取り組み

として、東プレ株式会社との共同研究を推進して

います。 

東プレ株式会社では、新規事業として農業用水

や工業用水などが保有する余剰圧力（未利用エネ

ルギー）を活用したナノ水力発電システムの開発

に取り組んでいます。今回、養鯉場を対象に養殖

目的に給水されるパイプラインを利用しナノ水

力発電システムの実証実験場を 10月 23日に設置

しました。 

この養鯉場には、養殖に必要な水中ポンプ・エ

アポンプや自動給餌器、また実験データ取りに必

要な計測器やデータを送る通信機器、更には連続

稼働状況を確認するための遠隔監視装置や照明

等があり、設置したナノ水力発電システムにて、

これらの機器・装置が消費する電力すべてをまか

なうことができます。 

このナノ水力発電システムは、東プレ株式会社

が強みとする塑性加工と流量制御、インバータ制

御技術と、杉本教授が専門とする流体工学を応用

して、これまで開発してきたものです。近年普及

しつつある小水力発電装置（マイクロ水力発電装

置）よりも小型であるため、中山間部の用水路の

ような、従来の小水力発電装置では設置しにくか

った場所でも容易に設置可能です。パイプライン

より取水し、装置中央にある直径 100mmのデュア

ルタービンを回転させることで両端につけられ

た発電機で発電します。設置場所の発電ポテンシ

ャルにより発電量は変化しますが、昨年度の検証

では 1kW（一般家庭の平均消費電力 2 世帯分）を

超える発電量を確認しています。本システムは、

流れる用水の一部を取水するため水量の変化に

よる発電量の変動は少なく、一日中安定した出力

で発電することができます。発電した電力はパワ

ーコンデショナ（インバータ）を通じて 100V に

変換し、一般電力として使用、余った電力はバッ

テリに蓄電することができます。 

今年度は、このナノ水力発電による連続発電の

実証実験を長期間実施し、塵芥除去に関する課題

やシステムの効率や耐久性といった課題に対し

改良等を加え、最終的には 2021 年度中の商品化

を目指し展開していきます。 

 

 

養鯉場 全景 

 

 

発電装置と実証実験装置 

 

大きな一歩を踏み出す勇気を与えるトレ

ーニング機器を開発 

クラスター研究室（※）により開発された「大

きな一歩を踏み出す勇気を与えるトレーニング

機器」が、石川県の「第 22 回バリアフリー社会

推進賞」福祉用具部門の最優秀賞を受賞しました。 

バリアフリー社会推進賞は、石川県において先

駆的・模範的なバリアフリー社会づくりへの取り

組みや活動を行っている個人や団体を「施設部門」
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「活動部門」「福祉用具部門」のそれぞれの部門

において表彰しているものです。金沢工業大学に

おける最優秀賞受賞は、2020 年の第 21 回に続い

て 2年連続となります。表彰式は令和 3年 3月 18

日（木）14時から石川県庁 4階特別会議室で行わ

れ、工学部長の高野則之教授が出席します。 

今回受賞した「大きな一歩を踏み出す勇気を与

えるトレーニング機器」は、ロボティクス学科の

鈴木亮一教授、大学院工学研究科機械工学専攻博

士前期課程 2年の北畠里美さんを中心とする研究

室の学生が開発を行ないました。歩行能力に衰え

を感じる高齢者やパーキンソン病などによる歩

行障がいのある方を対象としたトレーニング機

器で、もぐらたたきゲームを楽しみながら歩行ト

レーニングができるという特徴を持っています。 

パーキンソン病などの病気や加齢により、歩行

時の歩幅が小さくなったり、歩きはじめの 1歩目

を踏み出すことが難しくなったりすることがあ

ります。これまで歩行能力を向上させるリハビリ

テーション機器やトレーニング機器はあったも

のの、在宅においてゲームをしながら楽しくトレ

ーニングできる機器はありませんでした。鈴木教

授らは、医療機関に勤める理学療法士や作業療法

士の方々の意見も取り入れて、歩行能力の維持・

改善を目的としたトレーニングができる機器を

開発しました。複数の種類のモグラたたきゲーム

が実装されており、つらいトレーニングを楽しく

行うことができます。また使用者は、歩幅の変化

を確認することができ、使用者自身の身体の状況

や変化もわかるようになっています。在宅でトレ

ーニングができるように小型化した点が特徴の

ひとつで、ゲームをしながら気軽に楽しくトレー

ニングすることができます。 

開発したトレーニング機器は、石川県パーキン

ソン病友の会のおしゃべり会に複数回展示し、使

用した感想や意見を収集し、より使いやすい装置

に改善しました。 

開発されたトレーニング機器 

 

※クラスター研究室 

「クラスター研究室」は「分野を超えた共創教育」として実施

している新しい形態の研究室です。大学に開設された Challenge 

Lab を拠点に、明るい未来を創るために解決すべき社会性のある

課題に研究室の枠を超えて学生が集まり、卒業研究（プロジェク

トデザインⅢ）や修士研究に取り組み、イノベーションの創出に

挑戦しています。健常者も障がい者も楽しめるチェアスキーの設

計・開発、日本舞踊の採点評価システム、業務用洗濯機の新しい

廃水処理の研究などさまざまなテーマに取り組んでいます。 

産学連携による社会貢献への取組 

金沢市 市民生活 AI 技術等促進事業（コ

ード化点字ブロック音声情報案内） 

情報工学科 松井くにお教授の研究室では、

2018 年から開発を進めてきたコード化点字ブロ

ックによる音声情報案内アプリ「Walk＆Mobile -

コード化点字ブロック認識アプリ」(Kanazawa 

Institute of Technology)を正式にリリースしま

した。App Store（iOS)、Google Play(Android)

からインストールできます。 

「Walk＆Mobile -コード化点字ブロック認識ア

プリ」は、スマートフォンのカメラでコード化点

字ブロックを読み取ることで観光情報など地域

情報を音声で案内するアプリです。2020 年 10 月

に Android 版が、そして翌 11 月には iOS 版が完

成し、約 2ヶ月間の検証を経て、このたび正式に

ご案内することとなりました。 

コード化点字ブロックは、昨年敷設された金沢

21世紀美術館周辺歩道のほか、新たに出羽町の石

川県立美術館～国立工芸館周辺にも敷設箇所を

拡大し、金沢の新たな観光ルートにも対応しまし

た。 

松井研究室ではコード化点字ブロックの敷設

完了後に社会実証実験の実施を予定しています。 

＊当取り組みは、金沢市の市民生活 AI 技術等促

進事業として実施されています。 

松井くにお教授の研究室では、視覚障がい者向

けの点字ブロックにコードを付し、AIを活用した

音声誘導システムにより地域情報を提供するこ

とで、視覚障がい者の歩行課題を軽減する社会イ
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ンフラの整備を目指しています。また当システム

は健常者、特に金沢に不慣れな観光客や外国人に

とっても地域の情報や災害避難情報等が取得可

能になるため、国連・SDGs が目指す「誰一人取り

残さない世界」の実現に貢献するものとして期待

されています。 

コード化点字ブロックは、点字ブロックの 25

個ある点に樹脂で色をつけコード化したもので

す。 

歩行者の進行方向によって異なる情報の提示

が可能で、1枚の点字ブロックに付き、2の 25乗

×4 方向、つまり 1 億 3,421 万 7,728 通りの情報

の提示ができます。 

 

スマホを正面からかざした場合に提示される情報。音声も流れる

（金沢市役所） 

 

金沢市 市民生活 AI 技術等促進事業（市

民の安全安心を提供する画像・音声認識

を用いた AI センサーシステム） 

情報工学科 中沢実教授の研究室が金沢市内の

四十万町交差点での AI センサーの社会実証実験

を 11月 11日（水）に実施しました。 

中沢実研究室では 2019 年度より金沢市市民生

活 AI技術等促進事業の一環で、「市民の安全安心

を提供する画像・音声認識を用いた AI センサー

システム」の開発と実証実験に取組んでいます。 

当システムは、最先端の AI 技術を活用した画

像認識技術と音響認識技術をマイコンに搭載し

た AI センサーユニットからなります。自動車や

トラック、バス、バイク、自転車、人をリアルタ

イムに捉えることができるほか、エンジン音やブ

レーキ音、子供の声などの音がどの場所からどの

音が生じているか把握することが可能です。 

画像認識を用いて車の交差点への進入速度と

退出速度、車間距離を計測し、音響認識により急

ブレーキやエンジン音の変化と方向を認識する

ことで、交差点におけるヒヤリハット度の算出を

目指します。 

児童の登下校時は、地域の方々のボランティア

によるスクールサポート隊が交差点等に立ち、児

童を守る活動が行われていますが、高齢化が喫緊

の課題として指摘されています。 

自身もスクールサポート隊の一員として活動

する中沢教授は「交差点におけるトラブルが全国

的に頻発する中、AIを使った金沢モデルの安心安

全対策を構築し、提供していければうれしいです」

と語っています。 

当実証実験は株式会社日本海コンサルタント

の協力のもと、実施します。 

開発された AI センサーユニット 

 

AI による画像認識で自動車などをリアルタイム 

に捉えることが可能 
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AI、IoT の技術を活用し、工場設備の異常

音を検知するアプリを開発 

情報工学科 松井くにお教授の研究室と株式会

社別川製作所（石川県白山市）は、約 1年間にわ

たって共同研究を行い、その成果として工場設備

の異常を検知するスマホアプリを開発しました。 

今回の共同研究は、2020年 4月より、松井研究

室と別川製作所の企画開発室との間で行われた

ものです。松井研究室からは、松井くにお教授、

情報工学科 4年次の徳田真之介さんが参加しまし

た。 

研究目的は、Android アプリで録音した機械の

稼働音をクラウドで解析し、機械が正常から異常

に変わるまでの過程を可視化できるようにする

もの。アプリ開発担当の徳田さんは、録音と解析

用データへの変換、AI（人工知能）の技術を用い

たクラウドでの解析の実行までを、スマホの操作

のみで対応できるようにしました。また、ARマー

カーも活用し、機械の映像やガイダンスとともに

録音方法などをスマホに表示させる、AR（拡張現

実）の技術を活用した機能なども組み入れ、取得

データの精度も保持しています。取得したデータ

の AIによる分析は、松井教授のアドバイスの下、

別川製作所がシステムを製作しました。 

2020年 11月と 2021年 1月には、実証実験も行

いました。別川製作所の工場の塗装エリアで、塗

装ポンプの稼働音を録音し、操作の手順やユーザ

ビリティーを検証。当初は解析結果をパソコンな

どの別の端末で知らせることを考えていました

が、スマホの手軽さを最大限に生かすため、解析

結果が即座にスマホへ通知されるように改善し、

録音、解析、通知までをスマホ一台で完結させま

した。 

今回の共同研究は、身近なスマホアプリの機能

と、別川製作所が展開する AI・IoT（Internet of 

Things、モノのインターネット）を駆使した分析

機能とを連携させ、新たな価値、サービスの創出

の可能性を追求するものとなりました。 

今後も実用化に向けた共同研究を継続し、AR・

ビーコンを活用してシステムの適用範囲を拡充

するとともに、機械の稼働音以外のデータも取得

できるよう改善していく予定です。現在は、別川

製作所内の工場で検証を行なっている段階です

が、将来的には、工場設備の異常を検知できるシ

ステムとして実用化することも視野に入れてお

り、今回の共同研究は実用化への一歩となりまし

た。 

機械の異常音を解析するシステムの概略図 

 

学校給食用食器類洗浄システムに搭載す

る二流体ノズルを開発 

機械工学科 杉本康弘教授(流体工学、混相流)

が総合厨房機器メーカーの株式会社中西製作所

（大阪市生野区）との共同研究により開発した二

流体ノズルを搭載した新型の学校給食用食器類

洗浄システムがこのたび完成し、10 月 7 日より、

株式会社中西製作所にて受注受付が開始されま

した。 

当洗浄システムは学校給食センター等の大量

調理施設で使用されるもので、食器を浸漬し汚れ

を落としやすくする浸漬部と洗浄部で構成され

ます。洗浄部には杉本教授が産学連携により開発

した新型ノズルが搭載され、圧力の異なるポンプ

を組み合わせることで従来機と比べ噴射圧を約 3

倍に強化。 

これまで学校給食で課題になっていたデンプ

ンの汚れに対する洗浄力が大幅に向上しました。

また、従来機と比べ使用水量・蒸気使用量共に最

大 20％削減でき、給食用食器の漂白作業負担も大

幅に軽減することが可能です。 

 

放射線検出用の既存の材料に代わる新し

い蛍光材料に関する研究 

 応用化学科 岡田豪講師(専門：材料工学、量子

検 出 ) が 共 著 者 と な っ た 論 文 「 Oxidation 

suppression of Cu in alkaline aluminophosphate 

glass and the effects for radiation-induced 

luminescence characteristics」（アルカリアル

ミノリン酸塩ガラス中の Cu の酸化抑制と放射線

誘起発光特性への影響）が 2020年 12月 8日発行
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の Nature Research『Scientific Reports』に掲

載されました。『Scientific Reports』は一次研

究論文を扱うオープンアクセスの電子ジャーナ

ルで、自然科学（生物学、化学、物理学、地球科

学）のあらゆる領域を対象としています。 

このたび掲載された論文は、国立大学法人 奈

良先端科学技術大学院大学 柳田研究室（センシ

ングデバイス研究室）の白鳥大毅氏、加藤匠助教、

中内大介 特任助教、河口範明准教授、柳田健之

教授と、国立研究開発法人産業技術総合研究所 

材料・化学領域主任研究員の正井博和氏、金沢工

業大学応用化学科 岡田豪講師による共著で、放

射線検出用の既存の材料に代わる新しい蛍光材

料の候補としてガラスの放射線誘起発光特性に

ついて述べています。 

今日、蛍光材料を用いた放射線検出器は、例え

ば、個人の線量監視や医療診断、セキュリティ、

高エネルギー物理学、環境線量監視、油田探査な

どに広く利用されています。一般的にこのような

蛍光材料は、高エネルギーの電離放射線を低エネ

ルギーの光子に変換するために使用され、放射線

は光検出器で変換された光子を読み取ることに

よって間接的に検出されます。 

実用的な放射線検出器の材料形態は単結晶と

セラミックが主ですが、ガラスは単結晶やセラミ

ックに比べて、加工性が高く、大量生産が容易で

あること、化学組成が幅広いことなど、大きな利

点があるものの、ほとんど使用されていないのが

現状です。 

そのため、ガラスは放射線検出用の既存の材料

に代わる新しい蛍光材料の候補となっています。 

 

Cu 添加アルカリアルミノリン酸塩ガラス 

 

ラジオクロミック材料（放射線照射によ

り発色する物質）を用いた 3D プリント線

量計の作製 

～安全な放射線治療の立案へ貢献～ 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所と東北

大学大学院工学研究科応用化学専攻および金沢

工業大学応用化学科の研究グループでは、このた

びラジオクロミック材料（放射線照射により発色

する物質）を用いた 3D プリント線量計の作製に

初めて成功しました。3Dプリンタで患者の臓器の

形状を正確にコピーしたオーダーメイドの 3次元

線量計が可能となり、正確で安全な放射線治療に

貢献できるものとして、今後の研究の進展が期待

されています。 

 

本研究の社会的意義 

放射線治療では、がんを治療しながら、周辺の

正常組織に影響を及ぼさないよう、放射線をどの

ように照射するか、綿密な計画が必要となります。

そのため放射線の線量を測定する線量計は放射

線治療において重要な役割を果たしますが、放射

線治療には強度変調放射線療法や定位体放射線

療法、高エネルギーハドロン療法など、さまざま

な照射技術があり、線量分布を複雑にする原因と

なっていました。 

当研究は、ラジオクロミック材料と 3D プリン

タを使い、3 次元線量計を作るという新しいアイ

デアを具現化したものです。照射後にラジオクロ

ミック材料である透明ポリマーが着色するため、

3 次元線量分布が容易に可視化され定量化できま

す。これにより、患者さんの 3 次元 X 線 CT デー

タをもとに臓器の形状を正確にコピーした線量

計を 3D プリンタで製作することで、より正確で

安全な放射線治療の立案に貢献できます。 

 

 

(a)オーダーメイド 3D線量計のデモに使用した試料の外観 

(b)3D CT 用に撮影した試料の X 線画像のうちの 1枚 

(c)360枚の X線画像から再構成した 3D CT画像 
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3D プリントされた線量計 

(a)照射前 

(b)1kGy の X 線（100kV 連続源）を照射した後（青緑色の着色は

線量計の照射部分を示している） 

 

レジスタントプロテイン高含有の米麹甘

酒が角質水分量に影響を与えることを世

界で初めて実証 

応用バイオ学科の尾関健二教授の研究室と発

酵食品を手掛ける厚生産業株式会社（岐阜県揖斐

郡）では、このたびレジスタントプロテイン高含

有の米麹甘酒が角質水分量に影響を与えること

を世界で初めて実証しました。 

レジスタントプロテインは、ヒトの消化管内で

消化・吸収されにくいタンパク質の総称で、お米

では「プロラミン」がレジスタントプロテインの

一種として知られています。 

研究では 4週間の飲用試験を実施しました。レ

ジスタントプロテイン高含有甘酒を飲用後 1週目

で角質水分量が増加。飲用終了後も角質水分量の

高い状態が維持され、速効性と持続性が確認でき

ました。 

 

1 日あたりレジスタントプロテイン（RP）摂取量 247mg の飲用試

験を 4 週間（28 日間）実施。1週目から速効性が見られ、飲用終

了後も数週間にわたって効果が持続した。 

 

円滑なコミュ二ケーションを可能にする

革新的な Web 会議システムを開発 

オンラインでも視線を合わせながらの会話を

可能にする Web会議システムを、メディア情報学

科 坂知樹助教（専門：画像処理、医用画像処理）

が発明しました。 

当発明は令和 2年 12月 11日に特許出願済です

（特願 2020-205631）。 

これまで視線が合う Web会議システムは報告が

無く、新規需要が期待されています。 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）がきっ

かけとなり、テレワークやネット授業が日常的に

なりました。アフターコロナにおいてもオンライ

ンでのコミュニケーションは"ニューノーマル"

になっていくものと考えられています。 

一方で、今日一般的に使用されている Web会議

システムは、相手の顔が見える画面とカメラが違

う位置にあるため、対面と違ってユーザ同士の視

線が合わず、違和感を覚えてしまうケースが多い

という課題があります。 

今回発明されたシステムは、画面の両脇（左右

もしくは上下）に置かれたカメラで画面中央に"

仮想カメラ"を生成し、ユーザを正面から撮影し

たような映像を仮想的に表示します。 

 

画面の相手と目線を合わせながら違和感なく

コミュニケーションができるため、テレワークに

おけるテレビ会議システムや Web面接システムで

の実用化が期待されます。また視線のずれなく鏡

を見るように写真撮影が可能になるため、証明写

真機等の分野でも新規需要が見込まれます。 

当システムの実用化に向けて、今後、企業との

連携を進めていく考えです。 



金沢工業大学 Ⅱ．研究の取り組み 

65 

 

画面の両脇（左右もしくは上下）に画面を挟むように 2台のカメ

ラを設置することで、画面中央に仮想カメラを生成する（画像は

プロトタイプ） 

 

「モバイルハウス（動くホテル）」を共同

開発 

 建築学科 宮下智裕准教授の研究室が設計・製

作した「モバイルハウス＜動くホテル＞」が、9

月 12日（土）、白山麓にある白山癒しの湯 天領 駐

車場で初公開され、関係者や地元住民ら約 40 名

を交えての意見交換会が行われました。after コ

ロナ時代の白山麓における新たな旅のスタイル

として注目を集めそうです。 

公開されたモバイルハウスは木製で、高さ約

250cm、幅約 130cm、奥行きが約 250cm あります。

宮下研究室の学生 13 名が約 2 週間かけて製作し

ました。 

カラフルな外装は学生が草木染で着色した木

の板を貼り合わせたもので、白山市在住の草木染

作家 島田鯛子さん（吉野工芸の里所属）から白

山麓由来の染料を提供していただくとともに、学

生の指導にあたっていただきました。また内装床

材等には白峰産業株式会社（石川県白山市白峰）

から地元産の木材を無償で提供していただいて

います。 

ハウスは 2人用で、木製の椅子や机が収納され、

旅をしながらテレワークを行うことが可能です。

車中泊用に電灯や炊事用の簡易的な水回りの設

備がつけられ、一輪挿も挿せるようになっていま

す。側面の板を上下に開けば開放感あふれる縁側

として利用でき、屋上にはテントも張れます。階

段はそのままハウスの中に収納できるように設

計されています。 

9月 12日（土）の意見交換会では冒頭、最後の

仕上げが行われ、学生の指導のもと地元の方や関

係者が外壁にビス打ちを行いました。参加者から

出された改善点は今後の設計・製作に活かしてい

く考えです。 

このたび製作されたモバイルハウスは、車中泊

スペースとキャンピングカーのシェアリングサ

ービスなどを手掛ける Carstay株式会社（東京都

新宿区）が進めるプロジェクトの一環として行わ

れました。 

同社では、荷台スペースが広いバンを家やオフ

ィスのように作り変え、働く・遊ぶ・暮らしの拠

点とする新たなライフスタイルとして「バンライ

フ」を提唱しています。東京都のスタートアップ

事業である“NEXs Tokyo”の支援のもとで、動く

家・動くオフィスとしてのモバイルハウスを地域

で製作。地域観光の足となり、働き、泊る場所と

なる“可動産”として、地域創生に活かしていく

実証実験を「Local Vanlife Project in Hakusan」

と名付けて、白山麓で進めています。 

金沢工業大学では白山麓キャンパスを拠点に

地方創生に関するさまざまな実証実験を進めて

います。同社のプロジェクトが、白山麓における

既存の遊休観光スポットや社会インフラを工夫

し利活用することで、観光へのインフラ投資を最

小限に抑えつつ、観光の促進や関連人口の増加を

実現可能にする新たな試みとなることから、この

たび同社に協力することになり、建築学部宮下研

究室がモバイルハウスの製作に取り組みました。 

プロジェクトでは今後、白山麓の住民が中心と

なり、民家・商店・事業所などの駐車場や空き地

を車中泊スポットとしてシェアサービスの「カー

スティ」に登録。モバイルハウスで地域密着型の

生活体験ができるようにします。完成したモバイ

ルハウスは 10 月以降、白山麓で登録されたカー

スティスポットの一つ、安田自動車（白山市瀬戸）

に置かれ、レンタルなどに活用される予定です。 
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完成したモバイルハウス外観 

 

SDGs に関する共同研究の成果として避

難所用プライベートブースを開発 

 経営情報学科 平本研究室・SDGs 推進センター

（センター長：平本督太郎）は、パーティション

業界最大手のコマニー株式会社（本社：石川県小

松市、代表取締役社長執行役員：塚本健太氏）と

の SDGs に関する共同研究の成果として、避難所

用プライベートブースを開発しました。 

大学とコマニーは、2018年からパーティション

関連技術を用いた SDGs の達成に貢献できる製品

／サービスの開発の共同検討を開始し、避難所に

おいて特に女性がプライベート空間の確保に課

題を感じている点に注目しました。特に、新型コ

ロナウイルス感染拡大と災害からの避難による

安全確保の両立が求められる中、課題対応の重要

性がより一層高まっています。 

被災地での避難所に関する様々な研究の調

査・整理のほか、日本政府 SDGs 推進円卓会議構

成員、防災に関する有識者、被災地支援を行う NPO

等との意見交換、学生による脳波計を用いたプラ

イベートブースでの快適性に関する研究等を経

て、この度、避難所用プライベートブースの開発

に至りました。製品化に向けて SDGs、製品開発、

ビジネスモデル構築のそれぞれの観点からアド

バイスを行ない、また多様な視点からのフィード

バックを得るために有識者とのネットワークの

構築をしました。また、学生による研究では、プ

ライベートブースをどのように設置したら快適

性が向上するか、いくつかの設置パターンを設け

て、その空間にいる人が快適性を感じたかどうか

をアンケートと脳波で調べ、快適性を感じる設置

パターンを抽出しました。 

 

避難所用プライベートブースの特徴 

避難所用プライベートブースは、仮設設置型で

組み立てが容易であると同時に、強度が十分に保

たれている点に特徴があります。本ブースは、パ

ネル 3層構造で軽く、強度のある素材としてプラ

パールを採用しています（プラパールは川上産業

株式会社の登録商標です）。プラパールは、非常

に軽く耐水・耐薬品性で安心素材であるとともに

リサイクル可能な素材となっています。また、補

強にベルクロを採用しており、ブース内部をベル

クロで固定することで、簡易施工ながら簡単に外

れない設計となっています。避難所では工具がな

いという状況がほとんどであることを想定し、工

具不要で組み立てができるように設計されてい

ます。 

ブースの一つ一つのパーツは 1人で簡単に持ち

上げることができる軽さであり、2人で約 10分あ

れば組み立てができるため、簡易に安心できるブ

ースを設置できます。避難所にブースを簡易に設

置できることで、他人とのソーシャルディスタン 

スを保つことができるという点で感染防止にも

役立ちます。 

これらの特徴を備えたブースの設置は、SDGsの

目標 3「すべての人に健康と福祉を」、目標 5「ジ

ェンダー平等を実現しよう」、目標 11「住み続け

られるまちづくりを」、目標 13「気候変動に具体

的な対策を」の達成への貢献となります。 

さらに、多くの施設に導入しやすく、親しみや

すい製品となるように、緊急時だけではなく、平

時に活用可能なブースとしています。平時には机

や椅子、ソーラーランタン等を設置することで、

集中力を増すための集中ブース、周りを気にせず

にテレワークやオンラインイベントへの参加を

することを想定し設計されています。また、他人

とのソーシャルディスタンスを保つことができ

るという点で感染防止にも役立ちます。そのため、

平時においても目標 3「すべての人に健康と福祉

を」、目標 8「働きがいも経済成長も」の達成への

貢献となります。 

 

避難所用プライベートブースの活用について 

大学では、実際に SDGs 活動において平時から

様々な用途で活用していくことで、本ブースの価
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値をさらに模索するとともに、多くのステークホ

ルダーにその価値を広めていく予定です。 

今後も日本一の SDGs 教育推進大学として、教

育・地域経営・ビジネスの 3つを重点領域としハ

ブ機能を高めていくことで、日本中・世界中に

SDGs 教育を広め、SDGs の達成に貢献していきま

す。 

 

 

開発された避難所用プライベートブース 

 

研究成果等の情報発信 

令和 2 年度 KIT 空間情報セミナーを開催 

空間情報セミナーでは、「空間情報」をキーワ

ードに産学官が連携し、様々な情報を提供する場

や異業種交流の場、さらには産学連携、企業間連

携によるワーキンググループや産学連携による

人材育成の場を通じて、空間情報分野におけるイ

ノベーションを推進しています。 

地上型レーザ計測マニュアルワーキンググル

ープでは足かけ 11 年の努力が実り、令和 2 年 3

月 30 日に「公共測量作業規定の準則」に掲載さ

れ、多くの測量系企業が準則に則り公共測量を開

始しています。 

また、BIM･CIM ワーキンググループでは、建設

ライフサイクルでの 3D 技術や CIM 活用に関する

コミュニティの形成とリテラシーの醸成を図っ

ています。さらに、音風景をテーマとした金沢発

の新しい風鈴「かなざわ風鈴」などの地域連携事

業も着実に定着しつつあります。 

本年度は新型コロナウイルス感染症のため、第

1 回が中止となりましたが、オンライン形式の開

催で 4回開催することができました。 

空間情報セミナーは、日本写真測量学会北信越

支部との連携による測量系 CPDポイントの取得が

できること、有識者との連携強化や異業種との交

流の場となっております。 

 

 

 

 

 

 

令和 2年度空間情報セミナー 

回・日時 講演者 

第 1回 

5月 22日（金） 

 

※新型コロナウィルス感染拡

大防止のため中止 

第 2回 

7月 17日（金） 

 

■株式会社日本インシーク   

下鳴 恒彰 様 

■名古屋大学 

山里 敬也 様 

■名古屋大学 

米澤 拓郎 様 

第 3回 

9月 25日（金） 

 

■国土地理院 

大塚 孝治 様 

■静岡県小山町役場 

前田 修 様 

■大和ハウス工業株式会社 

宮内 尊彰 様 

第 4回 

11月 27日（金） 

 

■株式会社パスコ 

田丸 和章 様 

■朝日航洋株式会社 

中野 一也 様 

■東京工業大学 

大野 隆造 様 

第 5回 

1月 22日（金） 

 

■アジア航測株式会社 

野口 英之 様 

■高知工科大学 

高木 方隆 様 

■KIT学部生・大学院生 
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金沢市 

金沢歴史的建造物関連資料アーカイヴ

ス・公開展示会を開催 

 金沢歴史的建造物関連資料アーカイヴス」は、

金沢市と金沢工業大学(Kanazawa Institute of 

Technology：KIT)が連携・協力して設立したもの

で、金沢市及び KITが保有・保管する金沢に係わ

る建築等に関する貴重な歴史遺産調査資料・関連

資料をデジタルデータ化し、歴史都市金沢におけ

る調査研究の推進と保存・継承に寄与するもので、

日 本 建 築 家 協 会 (Japan Institute of 

Architects： JIA)と KIT が共同で設立した

「JIA-KIT 建築アーカイヴス」の実績・技術を活

かし、地域の役に立てるように、これらの資料を

保存・継承し、公開・活用することを目的として

平成 22(2010)年 3月に開設されました。 

今回の公開展示会は、金沢市主催による「第 12

回 金沢歴史遺産探訪月間 2020」[令和 2(2020)

年 10 月 3 日(土)～11 月 21 日(土)]の行事プログ

ラムとして、市民をはじめ多くの方々に金沢の歴

史や文化財に触れて頂く事を目的に「金沢の歴史

的建築とその資料展」として「展示会①：金沢の

文化財建造物紹介パネル展」[令和 2(2020)年 10

月 13日(火)～16日(金)]と「展示会②：金沢の近

代洋風建築保存の歩み展」[令和 2(2020)年 10 月

20 日(火)～23 日(金)] を連続して金沢市柿木畠

にある金沢市役所第二本庁舎 1階エントランスホ

ールで開催しました。 

こうした資料を見ることによって得られる「金

沢の建築物や街並みについての歴史保存の重要

性」を広く一般に知っていただくことを目的とし

た金沢市委託事業の広報啓発業務として、展示資

料の調査と展示企画を建築アーカイヴス研究所

長の山崎幹泰研究室が活動しています。 

山崎研究室では「金沢市における近代建築の調

査と保存に関する研究」をテーマとして担当学生

の橋屋賛美(はしや・さとみ)さん、川畑里花（か

わばた・さとか）さん、鳥澤蒼弥（とりさわ・そ

うや) さんの 3人が中心となり、山崎教授と建築

アーカイヴス研究所佐藤康二研究員の指導・監督

のもとに行われた。一般来場者のみならず担当し

た県内外出身の学生も金沢の歴史的建築・文化財

建造物についての文化的価値を再認識していた。 

展示資料の概要は「展示会①：金沢の文化財建造

物紹介パネル展」では、金沢市指定保存対象建造

物 38件、金沢市指定有形文化財建造物 33件、石

川県指定有形文化財建造物 21 件、国指定重要文

化財建造物 13 件、国登録有形文化財建造物 113

件の金沢市内にある文化財建造物に係わる資料

を網羅的に紹介するパネル展示を行い「展示会

②：金沢の近代洋風建築保存の歩み展」では、KIT

建築系の教授職、ライブラリーセンター（以下：

LC）館長などを務め、金沢市文化活動賞も受賞

(1998)した、建築史家である故・竺覚暁名誉教授

(1942.5.6-2020.4.20)が長年にわたり調査・研究

してきた資料をデジタル化し、パネル（A1 図面

18枚、A2写真 34枚）にして、竺名誉教授の功績

とともに紹介する展示を実施しました。 

また、期間中は受付机に旧日本生命金沢支店 

[設計：辰野金吾、大正 4(1915)年建築]の石膏模

型 [実測調査・作図：昭和 54(1979)年 KIT建築学

科竺研究室]も展示しました。 

昭和 54(1979)年当時、日本建築学会や地元建築

家も保存運動を行ったが、叶わず、同年 12 月に

取り壊された。しかし KIT 扇が丘キャンパス北校

地 の設計 者であ る建築 家  故・大 谷幸夫

(1924-2013)氏が、その建物正面と側面にあった

「レリーフ付円窓」だけでも保存できないかとご

尽力をつくして頂き、本学 6 号館 LC 中庭の壁に

その円窓 2カ所を移設・設置して保存した。取り

壊されていなければ国指定重要文化財建造物の

価値がある建物であり、来場者にその旨を紹介し

てました。 

期間中は、受付机に備え付けていた展示会案内

チラシの減り方から察して、多くの方々が来場し

たと思われ、文化財建造物の価値の高さと歴史遺

産の重要性を改めて感じて頂き、金沢市が歴史的

建造物及び建築資料を後世に残す取り組みを積

極的に行っている事業が、広く市民に評価されて

います。 

今回の公開展示会は、文化財建造物と金沢の近

代洋風建築保存の歩みを通して、金沢の文化と歴

史ある街並みの価値を紹介する役割を担い、また

金沢の建築物や歴史保存の重要性を一般に啓発

する責務を果たして、市民をはじめ来場者の好評

を頂きました。 

金沢の貴重な歴史的建造物関連資料を地域の

役に立てるように保存・継承し、公開・活用する

ことが重要で価値のある事業であることが市民

をはじめ多くの方々に周知され再認識していた

だいた、有意義な公開展示会となりました。 
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展示会風景 

 

第 35 回いしかわ情報システムフェア

「e-messe kanazawa 2020」へ出展 

第 35回いしかわ情報システムフェア「e-messe 

kanazawa 2020」が"未来のテクノロジー、ICT が

つくる私たちの夢"をテーマに令和 2 年 11 月 20

日（金）・21 日（土）の 2 日間、10 時から 17 時

まで開催され、工学部情報工学科の河並崇 研究

室の研究成果が展示されました。 

また、11 月 20 日（金）11 時からの e-messe 

kanazawa 2020 セミナーでは、情報工学科の山本

知仁教授が"最新のＡＩは人の仕事をどこまで奪

うのか？"をテーマに講演をおこないました。 

 

 

出展ブース（河並研究室） 

 

 

セミナーでの講演（山本教授） 

 

 

ＪＳＴ 

金沢工業大学 新技術説明会 

 金沢工業大学では「金沢工業大学 新技術説明

会」を 2021 年 2 月 25 日(木) 12 時 55 分から 15

時 55 分まで、Zoom ビデオウェビナーによるオン

ライン形式で開催しました。 

新技術説明会は大学の研究成果（特許）を実用

化（技術移転）させることを目的に、企業関係者

に向けて、研究者（発明者）自らが直接プレゼン

する特許の説明会。科学技術振興機構（JST）と

金沢工業大学の主催により開催しております。 

以下の新技術を研究者自らが説明し、産学連携

による研究成果の実用化を目指し、参加企業と議

論が行われました。 

 

（1） 微小な振動を利用した磁気イメージン

グの分解能向上技術 

工学研究科 先端電子技術応用研究所/

高信頼ものづくり専攻 

教授 足立 善昭 

（2） 無線電力伝送用受電レクテナ 

工学部 電気電子工学科 

教授 伊東 健治 

（3） 直流による地産地消システムでの太陽

光発電の最適運用技術 

工学部 電気電子工学科 

教授 泉井 良夫 

（4） 構造が簡単な自己始動形永久磁石モー

タの開発 

工学部 電気電子工学科  

講師 津田 敏宏 

（5） 極急峻なスイッチング特性とメモリ機

能を持つ dual-gate SOI-MOSFET 

電気・光・エネルギー応用研究センター 

研究員 森 貴之 

（6） 視線を合わせた会話を可能にする Web会

議システム 

情報フロンティア学部メディア情報学

科  

助教 坂 知樹 
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Ⅲ グローバル化への取り組み 

本学園では、短期留学プログラムや長期（交換）留学プログラムなど、多彩なプログラムを設けてお

ります。留学プログラムの対象として、ローズ・ハルマン工科大学（アメリカ）、ロチェスター工科大学

（アメリカ）、レスター大学（イギリス）、スラナリー工科大学（タイ）、メルボルン大学（オーストラリ

ア）、École de technologie supérieure（カナダ）など多数の海外提携校があります。これらのプログラ

ムでは日本とは異なる生活習慣、文化、歴史、風物などを学び、異文化を体験することにより、「国際人」

としての素養を磨くことができます。今後のグローバルイノベーター養成に向けて、取組を進めて参り

ます。 

 

PD 教育の国際展開

越日工業大学の学生がオンラインでの合

同企業説明会に参加 

VJIT Job Placement Conference 2020 を

開催 

令和 2（2020）年 12月 10日(木)に、越日工業

大学の学生向けの合同企業説明会「VJIT Job 

Placement Conference 2020」（以下：ジョブフ

ェア）をオンラインで開催しました。 

経済産業省平成 27(2015)年度日アセアン経

済産業協力委員会(AMEICC)拠出金事業にお

ける大学寄付講座事業（以下、AMEICC事業）

で選定された本学とベトナム・越日工業大学

（以下：VJIT）との取り組みは、「寄付講座」

「インターンシップ」「ジョブフェア」を三本柱

として構成し、ジョブフェアについては、平成

30(2018)年 10 月、令和元(2019)年 6 月に、ベ

トナムの VJIT で日本型の合同企業説明会として

継続的に実施してきました。 

今回の実施は、新型コロナウイルスの影響によ

り国内外への行き来が制限されている状況下に

おいて、VJIT 学生に日系企業と交流する場を提

供するため、オンラインでの開催となりました。 

ジョブフェアの開催内容は〔表 1〕の通りであ

り、VJIT の参加学生は、令和 2(2020)年 11 月の

卒業した学生と、令和 3(2021)年に卒

業を控えている学生を主な対象とし、

延べ 158人が参加しました。 

協力いただいた企業は〔表 2〕の 6

社となり、本学は大学院進学に向け

た学校紹介を行いました。参加企業

の業種は、製造・機械・ソフトウェア・

食品・商社関連となり、企業によって

は経営学や法律学などを専攻する学

生の求人も含まれていることから、

工学系に限らず、非工学系の学生も

参加できる企画としました。 

また、今回のオンライン開催では、

ベトナムと日本をつなぐ回線の負担

を考慮し、企業の説明時間を「事前に

 企業名 本社／日本語表記 

1 YUWA VIETNAM CO.,LTD. (株)ユウワ 

2 Sakai Chemical(Vietnam)CO.,LTD. 堺化学工業(株) 

3 YAMAMOTO METAL TECHNOS CO., 

LTD. 

(株)山本金属製作所 

4 JAPAN BEST FOODS Co.,LTD. 
双日(株)、双日食料(株)、 

日東ベスト(株) 

5 MITANI SANGYO Co., Ltd. 三谷産業(株) 

6 NIPPON INFORMATION CO.,LTD. 日本インフォメーション(株) 

7 Kanazawa Institute of Technology 金沢工業大学 

時 間 内 容 

ベトナム 日 本  

08:40- 10:40- Zoom開場・通信環境確認 

09:30-09:35 11:30-11:35 
オープニングスピーチ 

越日工業大学 学長 Nguyen Xuan Hoang Viet 

09:45-10:15 11:45-12:15 ① YUWA VIETNAM CO.,LTD. 

10:25-10:55 12:25-12:55 ② Sakai Chemical(Vietnam) CO.,LTD. 

11:00-11:30 13:00-13:30 ③ YAMAMOTO METAL TECHNOS CO.,LTD. 

11:30-12:30 13:30-14:30 休 憩（昼食時間） 

12:30-13:00 14:30-15:00 ④ JAPAN BEST FOODS Co.,LTD. 

13:05-13:35 15:05-15:35 ⑤ MITANI SANGYO Co.,Ltd. 

13:45-14:15 15:45-16:15 ⑥ NIPPON INFORMATION CO.,LTD. 

14:20-14:50 16:20-16:50 ⑦ 金沢工業大学 大学院進学に向けた学校紹介 

14:50- 16:50- 
VJIT 学生向けクロージングスピーチ 

越日工業大学 学長 Nguyen Xuan Hoang Viet 

〔表１〕ジョブフェアのプログラム内容 

〔表２〕ジョブフェア参加企業・団体 
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準備いただいた説明動画の配信とリアルタイム

による企業説明、質疑応答」の枠で構成しました。

企業の動画については、VJIT から要望もあり、

VJIT 学生が企業の理解を深めるために事前に視

聴できるようインターネット上で提供を行う方

法も取り入れました。 

VJITのNguyen Xuan Hoang Viet学長による

オープニングスピーチでは、参加企業と本学に対

して参加への御礼の意が述べられ、コロナ禍での

就職活動が難しい中、今回のジョブフェアは大変

有意義なイベントととらえていて、VJIT 学生に

励ましの言葉を贈るとともに期待している旨を

述べられました。 

スピーチの後、計 6社から主として日本語での

企業説明や質疑応答が行われましたが、VJIT 学

生は企業の説明に真剣な表情で耳を傾け、これま

でに修得した日本語能力を生かし積極的に質問

するなど、企業との活発な交流が行われました。

VJIT 学生から「入社する際に必要なスキルや資

格」「新卒者に求める人物像」「入社選考の際の試

験内容」など、就職活動に直接関係のある質問が

多くあり、企業の方々から丁寧に回答がいただけ

ました。 

全ての企業説明が終了後、VJIT の Nguyen 

Xuan Hoang Viet学長が、VJIT学生に向けたク

ロージングスピーチを行い閉会となりました。本

学に対し「VJIT にとっても学生の就職活動を援

助することは最優先事項であり、今日の大変な状

況の中でオンラインによるジョブフェアが大き

な助けとなった」と御礼と感謝の言葉をいただき

ました。 

ジョブフェアを開催するにあたり、VJIT 学生

の日系企業への就職活動を支援するため、事前に

学習できる教材として「日本企業への就職をめざ

して－就職活動ハンドブック－」（以下：ハンドブ

ック）を制作しました。ハンドブックは、日本企

業への就職活動に役立つ情報をまとめた内容と

なっていて、特に就職活動の一つである企業説明

会に参加するための準備や参加のポイント等を

記載しています。ハンドブックは、ジョブフェア

の開催前に行われたオリエンテーションにおい

て VJIT学生に配布されました。今後は、VJITの

教員の方からのフィードバックをいただき、改善

を行う予定です。 

参加した学生からは「今回のジョブフェアは、

今後の就職活動に役立つ」「ジョブフェアの機会

が多くあると良い」「企業から説明を受け、質疑応

答を行ったことで企業について理解が深まった」

「様々な企業の情報に触れることにより、未来の

仕事に興味を持つようになった」などの感想があ

りました。また、企業については今回参加した理

由として、「ベトナム人の採用や VJIT学生に興味

がある」と回答した企業が多く、実施後において

は「VJIT 学生の印象が良かった」「VJIT 学生の

ジョブフェアに臨む姿勢が良かった」「以前より

日本語能力が高くなっており驚いた」等の感想が

ありました。 

今後は、企業の選定や参加企業数等を更に検討

し、引続き、VJIT学生と日系企業が交流できる場

を提供できるよう VJIT と連携し取り組みを行い

ます。今回のジョブフェアを通して、VJITと企業

との関係性の構築及び、VJIT 学生と企業が相互

に理解を深め、採用に繋がるきっかけとなれば幸

いです。 

 
キャプション 

企業に質問をする VJIT の学生 

オープニングスピーチをするNguyen Xuan Hoang Viet学長 
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提携校との交換留学プログラムの推進 

イギリス英語研修を実施 

平成 29(2017)年から毎年 8 月にレスター大学

（英国レスター市）で行われている短期英語研修

が、2020 年度は新型コロナウイルスの世界的感

染拡大の影響で中止となりました。本研修はその

代替としてオンラインで 2月に開催され、学部生、

院生を含む計 9人が参加しました。 

本研修を修了した 2021 年度前学期学部在学生

には、英語教育課程科目「インテンシブイングリ

ッシュ」2単位が認定されます。 

金沢工大学園同窓会から学生国際交流支援金

として研修費用の一部が支援されました。 

〔研修内容〕 

本研修はレスター大学主催プログラム「Online 

English and British Culture Programme 

2021(OEBCP 2021)」に、日本の他の 3大学の学

生と共に参加する形で行われ、英語のみならず英

国文化についても学ぶことができる内容でした。

研修は 2 月 8 日～26 日の 3 週間にわたり実施さ

れ、月～金の日本時間 16:30-18:00、18:30-20:00

（計 3時間）で開講される授業の他、授業準備の

ため週に8～10時間の課題学習・活動（自主学習）

を求める授業設計でした。参加者は英語能力によ

り 3クラスにレベル分けされ、各クラスの人数は

10人前後でした。 

〔授業構成〕 
 2月 16:30-18:00 18:30-20:00 

1

週
目 

8日(月) 開講・紹介 英語授業 

9日(火) 英語授業 英語授業 

10日(水) 英語授業 Cultural Event 

11日(木) 英語授業 英語授業 

12日(金) 英語授業 Social Event 

2

週
目 

15日(月) 英語授業 English Club 

16日(火) 英語授業 英語授業 

17日(水) 英語授業 Cultural Event 

18日(木) 英語授業 英語授業 

19日(金) 英語授業 Social Event 

3

週
目 

22日(月) 英語授業 English Club 

23日(火) 英語授業 英語授業 

24日(水) 英語授業 英語授業 

25日(木) プレゼンテーション Social Event 

26日(金) お別れ会 修了式 

◇英語授業：「読む」「書く」「聴く」「話す」の英

語能力 4技能を伸ばすための授業。特にコミュ

ニケーションに必要な「聴く」「話す」能力に重

点が置かれる。また、英国文化（食べ物、芸術、

歴史、教育等）について学習する。 

◇Cultural Event：英国文化に関するアクティビ

ティ。イギリスの代表的な食べ物「スコーン」

を実際に作る料理教室、レスター市の「リチャ

ード 3 世博物館」を訪れるバーチャルツアー。 

◇Social Event：レスター大学の学生と、ゲーム

や折り紙を楽しむ等の色々なアクティビティ。 

◇English Club：5人程度の小グループに分かれ、

様々なトピックについて話し合う。 

◇プレゼンテーション：3、4人のグループで協力

し、授業で学んだことを生かした日本と英国の

文化比較を行うプレゼンテーション。例えば、

食文化、服飾文化、メディア文化等の日英比較

を行い、どのような風土、気質が影響している

のか理由も掘り下げる。 

現地に赴く留学プログラムを実施できないこ

とは非常に残念ですが、移動が伴わない便宜性も

あったためか、これまで年度末の留学プログラム

への参加を敬遠する傾向にあった 3年次生や修了

間近の院生の参加は、オンラインプログラムなら

ではの良い点の一つであったと捉えています。オ

ンラインプログラムは渡航費や滞在費がかから

ない経済的なメリットもあり、留学や国際交流活

動に向けたファーストステップとしても、今後の

幅広い教育機会の提供の有効性と発展性が期待

できるものでした。 
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泰日工業大学（タイ・バンコク）とオンラ

インで国際交流 

例年タイで実施している泰日工業大学(TNI)の

サマープログラム（定員 2人、例年 8月下旬から

9月上旬の 12日間で開催）が、今年はコロナ禍に

より中止となり、代替えとして 9月 9日(水)と 10

日(木)の 2 日間でオンラインプログラムを実施し

ました。TNIにおける本学を含む日本国内の協定

大学から約 30 人の学生（本学からは 3 年次 1 人

と 1年次 2人）が参加し、タイ語の学習やタイの

伝統舞踏体験などで TNI の学生と交流しました。 

TNIとしても限られた期間での準備となり、試

行的な一面もあるプログラムでしたが、参加した

3 人の学生の満足度は高く、視野や興味を広げる

きっかけとなる貴重な経験となりました。 

海外に興味があり、タイ現地の学生と交流でき

ることに興味を持って参加した学生からは、「実

際に交流しないと学べないことをオンラインで

できたことが貴重な経験になった。」との感想が

ありました。その他にも、「海外の方と交流するの

は凄くいいものだと感じた。」「実際に海外を訪ね

たい。」「学内のプログラムに積極的に参加した

い。」といった感想が参加学生から寄せられまし

た。 

派遣と受け入れ共に海外への渡航が伴う留学

プログラムの実施も困難な状況にありますが、国

際交流や留学に触れることができる機会を提供

するため、オンラインや学内で実施できるプログ

ラムの構築を推進したいと考えます。

 

 

  

ミニサマープログラム募集のポスター 
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KIT Online Social Innovation Program を

開催 

学生 3名が企画・立案した国際連携プログラム

「KIT Online Social Innovation Program」を 2

月 22 日(月)から 26 日(金)までオンラインで初開

催しました。 

企画した学生はラーニングエクスプレスの参

加経験を活かし、デザインシンキングのファシリ

テーターとしてチーム活動をまとめ上げるとと

もに、コーディネータとしても活動を主導しまし

た。 

ラーニングエクスプレス 

KIT・国際高専（ICT）と Singapore Polytechnic、

東南アジア圏の高等教育機関が連携して 2013 年

から実施しているソーシャルイノベーションを

通じて国際連携を学ぶ短期留学プログラム 

本プログラムに参加した海外の 3校は、ラーニ

ングエクスプレスで交流があり、平成 31(2019)年

度に採択された「さくらサイエンスプラン（国立

研究開発法人科学技術振興機構 日本・アジア青

少年サイエンス交流事業）」の補助事業で学生を

招聘予定でしたが、新型コロナウイルス感染症拡

大の影響を受けて本採択事業は中止となってい

ました。 

プログラム参加学生 

・金沢工業大学：10人 

・国際高等専門学校：3人 

・Singapore Polytechnic（シンガポール）：4人 

・Universitas Muhammadiyah Makassar（イン

ドネシア）：4人 

・Ho Chi Minh City College of Economics（ベト

ナム）：4人 

本プログラムでは、コロナ禍下・コロナ禍後の

地方観光を主テーマとして、利用者・関係者の立

場から課題発見と解決活動にチームで取り組み

ました。 

本プログラムにはデザインシンキングを活用

しました。デザインシンキングは課題・問題に対

して利用者の観点を重視して問題点を洗い出し、

実現可能な解決策を提案するための手法で、

CDIO フレームワークにおける「考え出す

(Conceive)」と「設計する(Design)」のプロセスを

異分野・異文化協働で進める際に有効とされてい

ます。 

KIT・ICT の学生は、デザインシンキングの手

法を学ぶ 2日間の事前ワークショップを受講した

のち、本プログラムに参加しました。プログラム

は 5日間の限られた活動期間でしたが、学生は最

大限議論を重ねて最終日の成果発表に挑みまし

た。成果発表は日本語・英語の双方で行われ、解

決案の実現可能性を含めた評価を受けた参加学

生たちは、文化と分野を超えた交流を深めつつ、

多くの学びを得たものと思われます。 

また、本プログラムに協力いただいた辻貴弘氏

(ほっと石川観光ボランティアガイド連絡協議会

事務局長)、エドワード・ミルナー氏(野々市市国際

交流員)との交流も貴重な経験となりました。 

本プログラムは国際連携プログラムへの参加

経験のある学生がコーディネータ兼ファシリテ

ーターとなり、国際連携の経験がある教職員から

プログラム設計や渉外の支援を受けながら、指導

運営を行うことができました。スケジュールの設

計に始まり、教材の作成、国内連携先や海外連携

校との打ち合わせなど、実施に必要な一連の工程

をやり切り、成長することができました。 

成果発表後の記念撮影 

チーム活動に取り組む学生 
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Ⅳ．学習環境の整備 

飛沫感染症の対策として、学内の対面する場所においてアクリル板や除菌アルコールを設置すると

共に、設備利用者の人数や間隔を制限し、学生が安心して修学できるよう運営しました。 

24 時間オープンキャンパス体制の環境整備

自習室を開設以来はじめてリニューアル 

令和 2(2020)年度の学生の夏季休業期間に自習

室を改装し、後学期から学生の利用がスタートし

ました。本改装は平成 12 (2000)年の開設以来は

じめての事であり、前年の学園協議会における学

友会の要望に応えたものです。 

改装においては、学友会の要望と KIT総合アン

ケートの声から「長時間学習できる静かな環境へ

改善」「トイレの改装」「パンの自販機を導入」と

いう要望を叶えるとともに、プロジェクト教育の

観点から「現在のカリキュラムにあった学習エリ

ア」となるようにコンセプトを立てました。 

開設当初のプロジェクトデザイン（当時は工学

設計）科目では、8～10人チームで活動していま

したが、近年は 5、6人（現在はコロナ禍の影響に

より 4人）が主流となっています。机が広いと声

も大きくなり、参加意識も薄れやすくなるため、

4～6人の学習に適したサイズを採用する。 

近年、個人学習や 2 人程度での利用が増え、8

人用の机は、使われない席が多くなる。少人数対

応の座席により十分なパーソナルスペースを確

保し、学習に集中しやすい環境を整備する。 

改装後の学習エリアは、以前とほぼ同じ 220席

を確保することができました（現在は感染防止の

ために席数を減らし148席の運用となっている）。

様々な学習シーンに対応した什器はそれぞれ質

が高く、無垢材で床を上げているために音の吸収

が良く、改装前に比べて学習しやすい環境となり

ました。カフェや空港のラウンジのようにくつろ

げるソファスペースも備え、女子学生グループの

利用も増え、以前は昼食会場のようだった時間帯 

でも学習に集中している学生の姿が多くなりま

した。 

 

その他、学生からパンの自販機の導入の要望が

出たことを受け、自販機をカップ麺からパンに置

き換えたことで、カップ麺のニオイが自習室に充

満する課題が解決しました。また、トイレはウォ

シュレット付きに改装され、全面的に快適な空間

となりました。 

これからも快適で居心地のよい自習室として

多くの学生に自学自習やグループ活動で活用し

てほしいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用しやすく快適になった新自習室 

リニューアルされイメージが一新された自習室 
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Ⅴ．社会貢献への取り組み 

本学園では、地域との連携を尊重し、各自治体、小学校、中学校、高等学校、放送大学、学会、協

会等との様々な社会及び地域の貢献活動に取り組んでいます。また、大学コンソーシアム石川へ参加

しています。 

金沢市近郊 私立大学等の特色化推進プラットフォームは 2018年に発足した県内の私立大学等 12校

による組織で、それぞれが強みとして持つ専門分野である、人文、社会、医学、薬学、理学、工学、

保健、福祉、家政、芸術等によって、大規模総合大学と同等の学問領域を有しています。12校が連携

することで、首都圏の大規模大学とは異なる、金沢ならではの魅力ある学びを創出し、これから到来

する Society5.0社会に向けた人材育成と地方創生を目指しています。 

包括協定を結ぶ金沢市、野々市市、白山市、小松市、加賀市、珠洲市とは、教育研究に関する連携

活動を実施しています。 

 

県内自治体との連携推進 

令和 2 年度 

「金沢市との連携推進会議」を開催 

令和 2年度の金沢市との連携推進会議を令和

2(2020)年 12月 22日(火)午前 10時から、Zoom

によるオンライン会議形式で開催しました。 

冒頭に村山卓金沢市副市長と大澤敏学長があ

いさつを行い、今年度の主な連携事項 7事業に

連携事項 概 要 

1  
産学官連携活性化

プロジェクト 

10/28 金沢市 先端ものづくり技術交流セミナーにおいて、テーマ「地域産業活性化に向けた

再生可能エネルギーの活用」にて講演（電気電子工学科 泉井良夫教授、地方創生研究所 夏

梅大輔主任研究員） 

ヘルスケア医療機器開発展MEDIXの金沢市ブースにおいて、パネルによる研究紹介（応用バイ

オ学科 小田忍教授） 

2  
市民生活AI技術等

活用促進事業 

市民の豊かな暮らしの実現や利便性向上を図るため、AI等最先端技術を活用した社会実装を

促進。2研究が採択。 

市民の安全安心を提供する画像･音声認識を用いたAIセンサーシステム(情報工学科 中沢実教授） 

コード化点字ブロックを活用したAI音声誘導サービス（情報工学科 松井くにお教授） 

3  
歴史建築アーカイ

ヴス作成事業 

金沢市と金沢工業大学建築アーカイヴス研究所にて構成する「金沢市アーカイヴス委員会」

にて、資料収集および公開活動の方針を策定。 

10/13-16「金沢の歴史的建築とその資料展」  於：市役所第2本庁舎 

10/20-23「金沢の近代洋風建築保存の歩み展」 於：市役所第2本庁舎 

4 
学生のまち推進プ

ロジェクト  

11/22 金沢市 歴史的空間再編コンペティション2020開催(名誉顧問：教育支援機構顧問 水野

一郎教授)(実行委員長･審査員：建築学科 宮下智裕准教授)（本学学生：企画運営担当36人、

応募12件) 

5 
授業力改善アドバ

イザー招聘事業 

地域社会の健全で持続的な発展を担うものづくり人材を育成するため、市立工業高校の「授

業力改善アドバイザー」委嘱。（電気電子工学科 花岡良一教授、建築学科 山岸邦彰教授） 

6  
プログラミング 

教育活動推進事業 

就学前児童から小学生を対象としたプログラミングスクールを開催し、プログラミングへの

興味・関心・意欲を高め、技術習得を支援。 

11/1 おもちゃハック（情報工学科 河並崇准教授） 

12/13 ロボットサッカー（ロボティクス学科 出村公成教授） 

7  
プロジェクトデザ

イン科目課題研究 

プロジェクトデザインⅡにおいて、金沢市よりテーマを提供いただき、学生が身近な地域の

課題に取り組み、課題解決のための提案を発表。金沢市提供4テーマに5学科の学生が取り組

み、各テーマの代表チームのポスターデータを金沢市へ送付。 

【令和 2 年度の主な連携事項 7 事業】 
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関する報告（下記参照）及び、各種取り組みが

紹介され、今後の展開について協議が行われま

した。会議では、金沢市から新型コロナウイル

スの影響で実施できなかったイベント等につい

て「来年は感染対策をした上で実施することを

前提で考えている。新しい時代に向けて学生の

若い力を活かしていきたい」との意見がありま

した。 

本学からは、学生が地域の課題に取り組み、

社会実装のフィールドとして、地域の中で活動

することは非常に大事だと考えていること。キ

ャンパスの中だけではなく、地域の課題解決を

通して、学生の成長を支援し、育てていきたい

旨を伝えました。今後も金沢市と友好的な連携

を図りながら、教育研究活動の発展を推進して

いきます。 

令和 2 年度 

「野々市市との連携推進会議」を開催 

2 月 26 日(金)に令和 2 年度野々市市連携推進

協議会がオンラインで開催されました。冒頭に

山口良副市長によるあいさつ、続いて野々市市

と大学から令和 2 年度の主な連携事項に関する

報告と今後についての協議が行われました。

 

 

連携事項 概要／報告 

【プロジェクトデザインⅡにおける野々市市との連携】 

テーマ提供と活動成果報

告 

野々市市より5テーマの提供を受け、オンラインを活用しながら113チームが取り組みました。 

授業で高評価のチームのポスターを野々市市へ送り報告しました。 

【地域連携・産学連携】 

防災・減災連携 

【KIT 防災・減災 PRJ「SoRA」】子どもたちの防災知識の普及と意識の高揚のため、防災クイズを作成

し、野々市市 HP で公開しました。野々市市の拠点避難所の一つに指定されている大学第 2 体育館に設

置した災害配慮トイレ「レジリエンストイレ」を、市民対象の防災勉強会に活用します。 

野々市こどもセンターチ

ャレンジ教室 

【Toiro PRJ】子どもたちの豊かな感性と創造性を養うために、クリスマスにちなんだものづくり教室

の企画にオンラインで参画しました。 

野々市市民カウンセラー

連続講座 

傾聴力を身に付けた人材（市民カウンセラー）を野々市市内に増やすことを目的とした講座。 

今年度はコロナ感染拡大防止の観点より中止となり、令和 3 年度の取り組みを野々市市福祉総務課と協

議しました。 

カメリアキッズ 

【空間情報PRJ】身近にある科学を遊びながら実体験し、子どもたちの創造力や発想力、表現力を養う

プログラム。 

今年度は下記オンラインイベントを開催しました 

・オンラインで音の文化に親しむ♪風鈴をつくろう！（土田研究室） 

・ソーシャル VR でバーチャル野々市をつくろう！（下川研究室） 

おうちで♪カメリアまつり 

【Toiro PRJ、天文部、こどもの成長を見守るおもちゃ開発PRJ、IT利用デザイン協創PRJ】 

カメリアまつりの対面開催は中止となり、代わりに地元アーティストによる演奏や大学 PRJ を中心に、

カメリア公式 YouTubeチャンネルでのコンテンツ配信形式で実施しました。 

BIG APPLE in NONOICHI 

2020 

【PMC、放送研究会】26回目を迎えたジャズイベントにおいて、ジャケット展示にレコードを貸し出し

ました。また、放送研究会がコンサートの模様を撮影し、動画を出演アーティストや関係者に提供しま

した。 

学生応援フードパントリ

ー 

（食料品無料配布会） 

コロナ禍の影響によるアルバイト収入の減少などから生活が厳しい市内の学生に対して、野々市市社会

福祉協議会が食料品の無料配布会を 3 回実施しました。一人暮らしの本学学生 70 名以上が配布を受け

ました。 

野々市市民生委員児童委

員協議会の DX 支援 

【DK art café PRJ、国際高専】外出自粛により学習や業務に支障が出ているジュニアやシニアを対象

の支援活動。野々市市民生委員児童委員協議会向けに、委員間の SNS 構築や、会議支援（リモート開

催、日程調整、出欠確認の自動化、資料共有のクラウド化）を企画し提案しました。また実演を交えた

研修会も実施しています。 

SDGs における若者の市

政参画及び教育学習支援

に関する連携協定 

若者による市政への参画促進、教育及び学習機会の支援を推進し、SDGs の理念に基づく、持続可能な社

会の実現をめざし、野々市市と連携協定を締結しました。 

野
々
市
市
と
の
連
携
事
項
に
つ

い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
協
議
す
る

本
学
の
出
席
者 

【野々市市との令和２年度の主な連携事業】 ※PRJ（プロジェクト） 
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連携事項 概要／報告 

北國街道野々市の市 

にぎわいを創出し、地域活性化を推進するイベント。 

今年度は新型コロナ感染拡大防止の観点より中止となり、大学の学生PRJの出店はありませんでした。 

令和 3 年度は、コロナ感染拡大防止のうえ実施。 

【地域連携・産学連携】 

自転車盗難防止キャンペ

ーン 

【学友会交通安全対策専門委員会】野々市市防犯協会、白山警察署員とともに学生 4 名が参加し、防犯

グッズを手渡ししながら自転車通学の学生へ盗難被害防止の声掛けを行いました。 

イーグル隊防犯パトロー

ル 

本学周辺の防犯意識向上と、本学学生に防犯意識を持ってもらうためパトロールを実施。 

今年度は中止し、令和 3 年度の取り組みについて協議しました。 

自転車りんりんマナーUP

キャンペーン 

【学友会交通安全対策専門委員会】野々市市交通安全推進隊と協力してキャンペーンを実施。 

今年度は中止し、令和 3 年度の取り組みについて協議しました。 

防犯・交通安全研修会 
【学友会学生地域活動推進委員会】地域の協力者の方々と情報交換・交流を行う。 

今年度は中止し、令和 3 年度の取り組みについて協議しました。 

野々市・金沢クリーンア

ップ大作戦 

【学友会専門委員会、課外活動団体】地域貢献を行うと共に、学友会と課外活動団体の連携を深めるこ

とを目的とし、清掃ボランティアを行う。今年度は中止し、令和 3年度の取り組みについて協議しまし

た。 

学友会フレッシュマン 

in Summer2020 

【学友会】奉仕活動を通して地域に貢献すると共に、学生相互のコミュニケーションを図り、自意識を

高め、自律性と協調性を高めることを目的に企画・実施。今年度は中止し、令和 3年度の取り組みにつ

いて協議しました。 

 

令和 2 年度 

「白山市との連携推進会議」を開催 

本学と白山市との包括連携に関する基本協定

（平成 30(2018)年 11 月締結）に基づき、令和

2 年度の連携推進会議を 2 月 24 日(水)に開催し

ました。令和元年度はコロナ禍により中止とな

ったため、2 年ぶりの開催となりました。井田

白山市副市長が座長となり、Zoom によるリモ

ート形式で実施しました。 

議事に先立ち、井田正一副市長と廣瀬康夫副

学長があいさつし、令和 2 年度の主な連携事項

に関する報告と連携・協力が見込まれる業務領

域の今後の展開について協議しました。 

意見交換においては、バッテリーも含めた

EV の活用や災害時の対応を中心に意見を交わ

し、教育分野はもとより市の施策における経

済・社会・環境といった広範囲な課題におい

て、取り組みを進めていくことを確認しまし

た。

 

 

連携事業名 連携目的 活動内容 

白山麓の各種イベント

への参加、協力など 

白山麓の伝統文化の継承や地域振興などを目的に、

地域内での伝統行事やイベントを開催する団体への

運営協力。 

国際高専のキャンパスが瀬戸地区にあることから、

地域との連携を強める。 

・白山一里野イルミネーション 

・ウルトラマラソン【中止】 

・雪だるままつり（桑島、白峰）【中止】 

・東二口文弥まつり【中止】 

※事前収録インターネット公開予定 

・スノーフェスティバル【中止・代替開催】 

・教育旅行誘致事業【中止】 

・JALスカラシップ白山市プログラム【中止】 

連携推進会議に臨む本学教職員 

【野々市市との令和２年度の主な連携事業】 ※PRJ（プロジェクト） 

【白山市との令和２年度の主な連携事業】 ※PRJ（プロジェクト） 
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連携事業名 連携目的 活動内容 

SDGs推進事業 
KITや企業（(株)NTTドコモ）と連携し、本市SDGs達

成に向けた取り組みを推進する。 

国の交付金を活用したSDGs未来都市計画推進事業。 

（通年） 

白山市大学パートナー

シップ事業 

幅広い分野で協力しながら地域社会の課題に適切に

対応することにより、活力ある地域社会の発展と人

材育成に寄与する。 

市内小学校（19校）へのプログラミング出前授業。 

SDGsにおける電気自動

車の利活用推進に関す

る連携協定 

電気自動車利活用促進の検討や市民の環境・防災意識向上、地産地消エネルギーの運用などの施策で相互

の緊密な連携と協力を図り、持続可能な社会の実現を図る。 

地域課題解決や環境負荷の低減に取り組むと共に、地震災害等による大規模停電が発生した際に、避難所

の円滑な運営を行い、市民の安全確保に努める。（令和2年11月12日協定締結） 

白山市IoT推進ラボ 

地方版IoT推進ラボに認定されたことを受け、KITと

白山市が中心となり、白山麓地域を対象として、

IoTを活用し、地域課題の解決等に取り組む。 

KIT地方創生研究所との連携により、IoTを活用した

イノベーションプロジェクトによる取り組みを促

進。 

金沢市近郊私大等の特

色化推進プラットフォ

ーム（私大等PF） 

石川中央都市圏を中心とした学都金沢ならではの学

びを創出と、Society5.0に向けた人材育成と地方創

生に向けた新たな産業創出。 

運営委員会、意思決定委員会への参画。 

地域課題の抽出、白山市主催企業説明会の案内。 

 

金澤月見光路 2020「ネット de 月見・オ

ウチ de 月見」を実施 

新型コロナウイルスの影響で金沢市の中心街

をあかりのオブジェで彩る「金澤月見光路

2020」が中止となり、「ネット de 月見・オウチ

de 月見」と題した新たな試みを実施しました。 

大学構内のライブラリーセンター・自習室前

の芝生にあかりのオブジェを設置して撮影・編

集した動画を制作し、オブジェ製作の模様や設

置の様子、プロジェクト参加学生へのインタビ

ュー動画とともに特設サイトに掲載しました。 

プロジェクトに参加する建築学科の川﨑寧史

研究室、土田義郎研究室、西村督研究室のおよ

そ 40 人の学生は、課外活動時間が制限される

中、オンラインでミーティングするなど感染防

止策をとりながら、新作オブジェの製作をすす

めました。 

これまで様々なあかりのオブジェを製作して

展示してきましたが、オブジェをゆっくり眺め

る場所が必要だと感じた川﨑研究室の学生たち

が、屋外でありながらも家のように素足でくつ

ろげる家形のストリートファニチャーを新たに

制作しました。 

「あかり＋音」の要素を持ったオブジェ「星のゆくえ」 

………………………………………………………………………
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土田研究室では、毎年小さなあかりを作るワ

ークショップを開催していましたが、今年は

「星のゆくえ」と題して「あかり ＋ 音」の要

素をもったオブジェを製作しました。光るボー

ルを台に転がすとウィンドチャイムにあたり音

が鳴る仕組みです。他にも加賀風鈴の要素など

を加え、あかりに音をあわせた土田研究室の特

徴を生かしたオブジェとなりました。 

西村研究室では、テンセグリティ構造を利用

して自立させるオブジェを製作しました。「めぶ

き」をテーマに、花が開花することになぞらえ

た作品としました。 

新型コロナウイルスの影響で、学生たちの活

動の主流がオンラインになる中、実際に学生同

士が顔を合わせ一つの空間を作り上げた事は貴

重な体験となりました。 

 バーチャル空間で KANAZAWA 

TSUKIMI GATE2020 を開催 

メディア情報学科の出原立子研究室の学生 5

人は、10 月 31 日(土)、11 月 1 日(日)の 2 日間午

後 7 時から、仮想空間で「KANAZAWA 

TSUKIMI GATE 2020」を開催しました。プロ

ジェクションマッピングの他、夜の主計町をそ

ぞろ歩くツアーなど、延べ約 2,600 人が参加し

ました。 

仮想空間はバーチャル SNS cluster (クラスタ

ー)内に用意しました。 

出原研究室では、平成 25(2013)年から平成

30(2018)年度まで 6 年間にわたり、金沢市の夜

のにぎわい創出事業として金沢駅もてなしドー

ム「鼓門」において、感動を創出するプロジェ

クションマッピングやインタラクティブメディ

アを開発し、実証実験を行ってきました。令和

2(2020)年、with コロナの状況において現実空間

から仮想空間へと場所を移し、新たな方式の参

加型イベントとして開催しました。 

浅野川の梅ノ橋から主計町周辺を VR で再現

し、日中とは違う風情ある夜の灯りを楽しみな

がらそぞろ歩き、金沢の伝統や文化を味わえる

体験を提供し、イベントのクライマックスには

VR 金沢駅「鼓門」にてプロジェクションマッピ

ング「KANAZAWA TSUKIMI GATE 2020」を

行いました。 

浅野川では、毎年 6 月頃に「加賀友禅燈ろう

流し」が行われていましたが、火災が発生した

平成 30(2018)年を最後に中止となっています。

44 年続いた燈ろう流しを惜しむ声があり、出原

研究室では、燈ろう流しを VR で復活させまし

た。VR 空間でアバターが燈ろうを掴み、川へ流

すことができました。また、燈ろう流しは夕暮

れ時の茜色の美しい空から次第に暗くなってゆ

く時間帯を再現し、水面に反射する光や川下へ

とゆったり流れる燈ろうを川岸や風情のある家

屋から眺め、時間経過も楽しめるよう工夫しま

した。 

浅野川が流れる主計町には、風情のある家屋

やあかり坂、暗がり坂といった隠れた名所がた

くさんあります。そこで、「金沢夜の町巡りガイ

ドツアー」と題し、観光ボランティアガイド

「まいどさん」に聞いたエピソードを交えなが

浅野川の灯ろう流し in VR 
 

金沢駅「鼓門」プロジェクションマッピング in VR 

テンセグリティ構造を利用して製作された「めぶき」 
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ら、学生たちが仮想空間の主計町のガイドツア

ーを行いました。参加者は提灯を持ってツアー

に参加し、町中を自由に散策しました。 

メインイベントとして、VR 金沢駅「鼓門」で

プロジェクションマッピングを行いました。「金

沢の四季」をテーマとした映像を「鼓門」に投

影しました。鼓門に投影した映像に合わせて VR

空間に桜を降らせ、花火を打ち上げるなど、VR

ならではの演出も行いました。プロジェクショ

ンマッピングは、イベント終了の午後 9 時まで

の間、20 分おきに開催しました。 

ツアーやプロジェクションマッピングが終わ

るたびに、エモーション機能を使って参加者の

アバターが拍手や「いいね」をすると、学生た

ちは参加者へお礼を述べていました。イベント

内で撮影した写真とキレイだったなどのコメン

トを SNS にアップする参加者もいました。 

当日も学生たちがそれぞれの自宅からイベン

ト運営し、アバターの動きを通じて、参加者の

反応を感じる事ができ、新しいイベントの開催

方法の一つとして今後の可能性を見出すことが

できました。 
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中学、高校との連携事業推進 

高校の STEAM 教育に AI 特別授業を提供 

3 月 2 日（火）に岡山工業高校に対して「AI 基

礎」特別授業を遠隔で開催しました。 

本学と岡山県高等学校工業教育協会との包括連

携協定の元、「STEAM 教育の一環で、生徒に AI

について学ばせたい」という岡山工業高校の依頼

に応える形で初開催となりました。 

「AI 基礎」特別授業は 3 部構成として、情報

工学科の山本知仁教授が担当しました。 

 

「AI 基礎」特別授業スケジュール 

9:00～9:50 

 AI の歴史とニューラルネットワーク 

10:00～10:50 

 深層学習入門・ワークショップ 

11:00～11:50 

 現在の AI の限界とこれから 

 

昭和 35(1960)年、約 60 年前から注目されてい

た「人工知能」の歴史の話をスタートに、AI の

原理、人間の脳と AI の仕組み、現在の AI ブーム

とその限界や AI に取って代わられる仕事と AI で

はできない分野の仕事など、未来を背負う高校生

にわかりやすく、興味を持てる内容の構成で実施

しました。この授業は Zoom で開催しましたが、

チャット機能を使用して双方向で反応を確認しな

がら、質問や意見を積極的に取り入れる山本教授

の手法に、受講した生徒も多く反応を返し、対面

授業以上の手応えを感じられる内容となりまし

た。 

終了後も質問が多く寄せられ、予定の時間を

20 分間延長しました。また、授業後のアンケー

ト結果からも非常に満足していた状況がうかがえ

ました。 

情報技術科の 2 年生を中心に、他学科の希望者

を含む 36 人が受講しました。教員は岡山工業高

校 8 人の他、岡山県内から笠岡工業高校と東岡山

工業高校からも参加がありました。 

なお、本学ロボティクス学科の卒業生が岡山工

業高校の教諭として今回の特別授業に参加しまし

た。今後は特別授業の対象を拡大し、協定に基づ

く高大連携を推進していきます。 

  

チャット機能を使い授業を進める山本教授 

…………………………………………………………………… 

山本教授によるAI授業に取り組む岡山工業高校の生徒 
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令和 2 年度「高大連携による数理教育

研究会」定例研究会を開催 

12 月 12 日に令和 2 年度「高大連携による数

理教育研究会」定例研究会（通算 66 回目）を

開催しました。本研究会は平成 17(2005)年度

から実施しています。 

数理工教育研究センターでは、高等学校の教

員と情報交換や協働プロジェクトを通して、相

互の教育改善や教育の質の向上を目的としてい

ます。 

今回は新型コロナウイルスの感染防止のため

オンラインでの実施となりました。堤厚博教授

による司会進行で行われ、高校教員 15 人、

KIT 基礎実技教育課程教員 1 人、国際高専教員

2 人、数理工教育研究センター教員 26 人が参

加し、近年では最も多い参加者となりました。 

……………………………………………………… 

〔話題提供〕(敬称略) 

・生徒の学びを止めないために 

－中学校・高等学校の休講期間中の取り組みから－ 

岡崎 裕一／北陸学院中学校・高校 中学校教頭 

・国際高専・金沢工大における遠隔授業について 

兒玉 浩一／KIT 数理基礎教育課程 講師 

・ICT を活用した授業をサポートする、教材共有

ネットワーク「ICT 教材バンク」の紹介と提案 

渡辺 秀治／KIT 数理基礎教育課程 講師 

……………………………………………………… 

今回、初めて遠隔で「定例研究会」を開催し

ましたが、参加者も増加し、設定した時間をす

べて使い、活発な意見交換が行われ、盛況のう

ちに終了しました。 

教材共有ネットワーク「ICT教材バンク」 
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第 19 回数理工談話会をオンライン開催 

3 月 17 日(水)に第 19 回数理工談話会をオン

ラインで開催しました。 

本談話会は、数理工教育研究センターの教員

と学科に所属する教員との情報交換、相互理

解、および、専門と基礎の接続に関する改善・

質向上を目的として開催しています。 

今回はロボティクス学科の土居隆宏教授、数

理基礎教育課程の伊藤隆夫教授を講師に開催

し、37 人が参加しました。 

……………………………………………………… 

1．ロボット技術を利用した里山との持続可能

な共生の試み／土居隆宏教授（ロボティクス学

科） 

獣害対策ロボットとエネルギー自給型ロボッ

トが紹介されました。農作物の既存の獣害対策

である電気柵は、高価である上に設置や維持に

多大な労働力が必要な欠点があります。また

音、光、忌避剤(におい)を使う方法は、害獣が

慣れることで効果が減少するという欠点があり

ます。そこでロボットの動きや物理的接触で、

サルやイノシシなどの害獣を傷つけることなく

追い払う方法を検討しました。白山麓や四十万

地区を視察した結果、起伏が多い地形でも移動

が可能で設置が容易な「架線移動型機構」を考

案し、ベルトを移動するロボットを試作しまし

た。画像処理で害獣の位置を特定する機能をロ

ボットに搭載し、フィールド実験により効果を

検証します。更にワイヤを利用することで

10m/s の高速移動を可能としました。 

次に、エネルギー自給型ロボットとして、山

間地のバイオマスである枯葉を「食べる」ロボ

ットが紹介されました。エネルギー源として枯

葉に着目し、少ないエネルギーで枯葉を回収す

る機構や、画像処理で枯葉を識別して枯葉だけ

回収する実験、ロボットに搭載する焼却炉の燃

焼実験の様子が示されました。 

質疑応答では、枯葉から取り出せるエネルギ

ー量や、ロボットがエネルギーを自給できる可

能性について解説されました。また、獣害対策

ロボットのフィールド実験を白山麓だけでなく

能登でもやってほしいという意見がありました 

……………………………………………………… 

2．Education is like a semiconductor process

／伊藤隆夫教授（数理基礎教育課程） 

半導体プロセスと教育について解説されまし

た。東芝の社員教育用ｅラーニング教材を使

い、半導体の基礎知識として n 型、p 型、pn

接合から、半導体デバイス、半導体の歴史、ム

ーアの法則まで解説されました。ムーアの法則

は、いずれ限界に達すると言われていますが、

半導体の集積度を上げるためにトランジスタを

平面から縦方向に並べて立体化することで、現

在も成立しています。更に、半導体の歴史と、

数学・物理の歴史の比較、半導体の製造プロセ

スと教育を比較されました。半導体は一連の工

程をスパイラル上に繰り返して製造するのに対

して、教育もスパイラル上に何回も繰り返して

学習するという類似点が示されました。 

質疑応答では、半導体製造の未来について意

見交換され、最先端の半導体を製造する設備に

は莫大な投資が必要なため、設計と製造の分業

化が進むという予想を示しました。 

……………………………………………………… 

土居教授の研究では地元の企業、NPO、他

大学の先生と連携して里山のフィールドでロボ

ットを実証実験していて、地域と大学のかかわ

り方を意識できました。 

伊藤教授の講演では、過去から現在、未来に

至る時間の流れを半導体と教育で再認識できま

した。  
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第 19 回数理工教育セミナーを開催

2 月 27 日(土)に第 19 回目となる令和 2 年度

の数理工教育セミナーをオンライン形式で開催

しました。令和元年度は新型コロナウイルス感

染症拡大に伴い中止したため、2 年ぶりの開催

となりました。 

数理工教育研究センターの教員は、様々な制

約がある中、組織的な遠隔授業実施や ICT を

利用した学習指導等に積極的に取り組んできま

した。これらの取り組みは、高等学校や教育関

係者にとっても参考になると考え、「金沢工業

大学における遠隔授業の取り組みと ICT 教材

活用」をセミナーのテーマとしました。 

本セミナーをオンライン形式としたことか

ら、参加者専用のウェブサイトを用意し、講演

による事例紹介のみならず、遠隔授業における

個々の教員の工夫例や ICT の活用事例を紹介

する動画コンテンツや参考資料を配信しまし

た。 

 

オンデマンド配信 金沢工業大学 数理工教育研究センターでの事例紹介２  
「数理工教育研究センターでのICT活用事例集」 

セミナープログラム 
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地域との連携事業推進 

「いしかわ我がまちアドプト制度 地域

連携沿道環境創出事業」の活動団体認定

書交付 

道路、河川、港湾などの景観向上などに取り組

む「いしかわ我がまちアドプト制度 地域連携沿

道環境創出事業」活動団体認定書・サポーターの

認定書交付式が 7 月 22 日(水)に石川県庁行政庁

舎で行われ、前年度からこの取り組みに参画して

いる学友会学生地域活動推進委員会委員長の大

坪武さんが出席しました。 

アドプト制度 

活動団体による除草や清掃などの取り組みに対

してサポーター（協賛団体）が資金や物品を支援

する制度。 

交付式では、谷本正憲石川県知事が、本学を含

む 5 活動団体、12 サポーターに対して「新型コロ

ナウイルス感染症の影響で石川県の観光地が深

刻な影響を受けているが、この地道な活動の積み

重ねが、まちの魅力を高めることにつながってい

るのは間違いない」と感謝の意を述べられました。 

本学はサポーターである(株)大日製作所（野々

市市扇が丘）と協働して、扇が丘キャンパス前「一

般県道の窪野々市線」を清掃や花植えなどの道路

美化活動を行い、魅力ある景観形成と、きめ細や

かな維持管理を目指していくことになります。 

学友会イーグル・セーフティ・プロジェ

クトが自転車盗難被害防止キャンペーン 

白山警察署の呼びかけで、自転車の盗難被害

を防止するためのキャンペーンが 7 月 17 日(金)

午前 7 時 30 分から、扇が丘キャンパス駐輪場

（23 号館付近・7 号館裏・駐輪場）で行われま

した。地域防犯に取り組む学生で編成される

「金沢工大イーグル・セーフティ・プロジェク

トチーム」のメンバーである学友会地域活動推

進委員会の学生 6 人、同じく学友会交通安全対

策専門委員会の学生 1 人が参加しました。 

当日、はじめに白山警察署野々市交番所長の

村本寛之警部から「野々市市本町地区において

自転車盗難被害が多数発生しており、その多く

の原因が無施錠です。自転車利用をする工大の

多くの学生さんに施錠徹底の声掛けをお願いし

ます」とあいさつをいただいた後、晴天の中、

学生 7 人、白山警察署、野々市市、防犯協会な

どから 13 人が参加し、防犯グッズを手渡ししな

がら自転車通学の学生に声掛けを行いました。

学友会 
学生地域活動 

推進委員会委員長 

大坪武さん 

自
転
車
通
学
の
学
生
へ
声
掛
け
を
す
る
イ
ー
グ
ル
・ 

セ
ー
フ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
学
生(

右) 

あいさつをする白山警察署野々市交番所長 

………………………………………………………………… 
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石川赤十字血液センターから学友会学生

健康委員会が感謝状を受贈 

学友会学生健康委員会と石川県赤十字血液セ

ンターは、昭和 48(1973)年から毎年協力して学

内献血を実施しています。 

令和 2 年度はコロナ禍での影響で、学生のキ

ャンパスへの入校制限がある中、開催回数や献

血者数が伸びませんでしたが、感染防止対策を

施しながら計 11 回の学内献血を開催し、献血者

総数 478 人の実績となりました。 

上記の取り組みが石川県赤十字血液センター

から評価され、令和 3(2021)年 2 月 24 日(水)に

本学において感謝状贈呈式が行われました。 

 

贈呈式では、学友会会長に感謝状を、学生健

康委員会委員長に記念品が贈呈されました。 

石川県赤十字血液センターの金井雅利所長か

ら「今年度はコロナ禍における献血の協力者数

が減少し、医療機関での血液需要が増している

大変な状況の中、積極的に献血推進活動に取り

組んでいただけた事に心から感謝申し上げま

す」と感謝の言葉をいただきました。 

今後も引き続き、学生健康委員会は学内の献

血推進活動を行っていきます。 

 

記念写真に納まる（後列左から）氣谷氏、佐藤学生部長、
（前列左から）中田委員長、金井所長、佐治会長 
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Ⅵ．自己点検・外部評価への取り組み 

本学園は、教育プログラムの品質、研究プロポーザルと成果、法人経営の透明性や安定性などについ

て、高等教育機関として「社会から必要とされる大学」であるために、自己点検評価を図り、第三者評

価を受ける仕組みを設けています。これらの取組は教職協働に行っています。 

学園協議会の実施 

令和 2 年度 学園協議会を開催 

学生・理事・教職員が意見交換を行う 

令和 2 年度の学園協議会が、11 月 19 日(木)午

後 5 時 10 分から学友会、学生会、理事会、教授

会、高専学務会議の 5組織の代表と、オブザーバ

ーとして学友会の各専門委員会委員長、学生会か

ら書記、会計、監査、そして法人本部、大学事務

局、高専事務局から 57 人が出席し、多目的ホー

ル（6 号館 334室、335室）で行われた。ホール

に入場する前には、一人ひとりアルコール消毒を

したあと、AI顔認識サーモカメラで検温し新型コ

ロナウイルス感染症（以下：コロナ）対策も万全

にして会議に臨んだ。 

協議会の冒頭で、泉屋吉郎理事長(議長)から「例

年、6 月に開催しております本協議会ですが、今

年はコロナのため、この時期に開催することにな

りました。またこの会は、決議機関ではありませ

んが、学園にとって三位一体の学園共同体の理想

を実現するためのとても重要な会議です。ここで

話し合われたことは出席したすべての人たちが

尊重し、実践していくものです。」と本会の開催と

コロナによる延期された趣旨を説明したのち、出

席者全員が自己紹介を行い、泉屋理事長が議長と

なり議案の提出を求めた。 

 

五角形に配置された会場で協議する各代表者 

 

■大学学友会からの報告・要望 

1）7号館自習室の全面改装に関する報告 

7 号館自習室の全面改装、および 7 号館自習室

を含むトイレを温水洗浄便座に設備更新を行っ

たことに対する感謝の意が述べられた。 

……………………………………………………… 

2）生活支援金及び教育機材支援金に関する報

告 

緊急措置として大学から 2回の生活支援金及び

1 回の教育機材支援金の計 3 回支給していただい

たことに対する感謝の意が述べられた。 

……………………………………………………… 

3）令和 3年度の新 1年次への遠隔授業への 

対応に関する要望 

令和 3年度の授業も、コロナにより対面・遠隔

に分けて実施することが予想され、来年度も引き

続き、新 1年次が遠隔授業をスムーズに取り組め

るよう支援をしていただきたいと要望。 

大澤敏 学長より、令和 3 年度は「ICT 基礎授

業前オリエンテーション」を従来 1時限だったが

2 時限に増やし、遠隔授業に即対応できるよう支

援を強化すると回答された。また、新 1年次は授

業週の第 1 週目は全学部が対面で実施、4 月中は

一部の科目で対面授業を実施出来るよう検討中

であると回答された。 

……………………………………………………… 

4）コロナ対策と授業運営の両立に関する要望 

森本喜隆 教務部長より、大学として、キャンパ

ス内でのコロナの発生リスクを減らすことや、で

きる限り多くの科目において十分な教育機会を

提供することが、学生のメリットと捉え、授業運

営方法を検討していることが回答された。 

2020年度前学期の授業運営は「非常事態宣言」

解除後から段階的に対面授業を増加した。その結

果、対面・遠隔授業が混在する学生が増え、結果

的に遠隔授業をキャンパス内で受けることで滞

在する学生が増えることでの感染リスクが懸念

され、またどの時限が対面・遠隔なのか認識し難

い状況であった。 

後学期の授業運営方針は、キャンパス内の学生

数を減らし感染リスクを減らすこと、全ての授業

科目において均等に対面授業の機会を設け、授業

内容の理解の促進を図ることを意図したもので

ある。その対策として、登校する学生数が半分に
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なるよう「工学部」と「工学部以外」に区分し、

隔週ごとに対面授業・遠隔授業で実施した。また、

対面週でも遠隔授業を実施している科目ついて

は担当教員に理由を明確にしていただくようア

ナウンスを実施した。 

来年度は、今後の感染状況を踏まえながら、遠

隔授業の利点も考慮し、対面・遠隔授業の割合を

検討する。今年度は、週の途中で対面・遠隔が変

更となるため、対面週・遠隔週を確認できるよう

学生ポータルに学年暦（対面・遠隔授業掲載）メ

ニューを既に追加している。 

……………………………………………………… 

5）夢考房ライセンス講習会に関する要望 

コロナ禍での今年の夢考房ライセンス講習会

開催では 1回あたりの人数が削減されている状況

である。授業・課外活動でのものづくりを夢考房

の工作機械を利用するため、安全講習の開催回数

を増やしていただきたい。 

竹内諭 プロジェクト教育センター次長より、

今後のライセンス講習会については、「土曜日」

「春期休暇期間」「感染状況に応じて放課後」に開

催を計画していることが回答された。 

……………………………………………………… 

6）課外活動および学内施設の時間制限 

村井好博 常務理事・法人本部長より、課外活動

等の時間延長について、学園のコロナに伴う活動

制限指針に基づき現在 3 回目(12 月 25 日までの

制限指針)の運用を実施中であり、現在、コロナ感

染症第三波の兆候が見えるが、こうした対策を徹

底した上で、石川県の感染者の状況を注視しなが

ら、課外活動等は石川県内での活動に限り時間延

長を考えていると回答された。 

……………………………………………………… 

7）キャンパス内喫煙所の利用 

村井好博 常務理事・法人本部長より、学園の安

全衛生委員会では、昨年の 7月から健康増進法の

一部改正を受けて「望まない受動喫煙をなくす」

を目標にキャンパス内の喫煙所の再整備を行い、

喫煙所の数を大幅に削減した。更に、今年度はコ

ロナ対策の「密を避ける」観点からキャンパス内

の喫煙所の利用を制限した。しかし、閉鎖した 5

号館東側の喫煙所前スペースでの喫煙が多く見

られるため、立て看板を設置し、キャンパスの案

内看板で示された喫煙所の表示も現状と合わせ

たものに更新した。更に、学生ポータル等でも告

知を展開している。今後、学友会からも喫煙マナ

ーの啓発案があればお知らせいただき、望まない

受動喫煙をなくす方策を一緒に推進したい。 

……………………………………………………… 

■高専学生会からの報告・要望 

1）飛沫飛散防止用アクリル板の教卓への設置

についての報告 

教室の最前列に座る学生が安心して授業を受

けられるように、教室の教卓前に飛沫飛散を防ぐ

設備が設置された。早々に対応いただき、感謝の

意を述べたい。 

……………………………………………………… 

2）ビジネスマナー講座の実施についての要望 

現在の卒業生の大半が企業への就職であり、新

社会人となってのビジネスマナーに不安を抱え

ている。就職先で働く際、最低限のビジネスマナ

ーも知らずに社会に出るのは不安であり、リスク

を抱える。そのため、ビジネスマナー講座を複数

回実施していただきたい。 

ルイス・バークスデール 校長より、来年度から

各学年の「特別活動」の時間にビジネスマナー講

座を組み入れるよう努めたいと回答された。また、

学年ごとにレベルを上げて受講できる具体的な

内容を今後検討すると回答された。 

また、村井好博 常務理事・法人本部長より、全

学生が継続的に受講するために学園としては、大

学の教育支援機構において、学生に行われている

学生スタッフ制度の研修会があり、この研修会で

はビジネスマナーも含めて仕事に向かう姿勢や、

言葉遣いなどの基本的な研修を実施しており、高

専の学生も、この研修会に参加できるよう検討す

ると回答された。 

その他、大学の進路開発センターでは、就職す

る学生自らのキャリアを高めるための講座を多

数開講し、ビジネスマナー講座も実施している。

この講座にも、大学及び高専の授業時間を調整後、

高専の学生も参加できるよう案内したいと考え

ていると回答された。 

……………………………………………………… 

その他に特に意見はなく、午後 5 時 50 分に閉

会した。 
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FD・SD 

新任教員向けに 

FD 研修会とポジティブ教育研修を実施 

FD（Faculty Development）活動は、大学設置

基準において「当該大学の授業の内容及び方法の

改善を図るための組織的な研修及び研究を実施

するものとする」とされ、「FD の義務」が平成

20(2008)年に制度化された。本学では、平成

2(1990)年度以降プレゼンテーション技法講習会

ならびにコミュニケーション技法講習会として

継続して実施しており、近年では KIT-FD研修会

として、新たに着任いただいた新任教員を対象に

実施している。 

令和 2年度の KIT-FD研修会は、教育システム

の理解と「学生の学習意欲を高めるためのわかり

やすい授業を行う授業改善」を目的に 8 月 20 日

(木)～25日(火)の 4日間開催された (土、日除く) 。 

初日から 2 日間は KIT 新任教員を主な対象と

する 14 人に対し、大澤敏学長による「未来社会

『Society5.0』をリードする人材育成～AI、IoT、

ICTを活用した社会実装型教育研究～」の講話か

ら始まり、森本喜隆教務部長からは「主体的・対

話的で深い学び」、佐藤進学生部長からは「新カリ

キュラムにおける学生指導」に関する講話が行わ

れた。 

その後、参加者全員による“印象に残る”自己

紹介が行われた後、1 日目の午後ならびに 2 日目

の午前までプレゼンテーション技法について、修

学基礎教育課程の長山恵子准教授、英語教育課程

の藤井清美教授による講習が実施された。 

プレゼンテーション技法講習会では「学生にわ

かりやすく、効果的で魅力ある授業の実践」をポ

イントに進められ、学生が理解しやすい授業を行

うと共に、話し方や（ツールを使った）効果的な

見せ方、学生の反応を確認するポイント・方法な

どの基本について解説が行われた。また、1 日目

の午後ならびに 2日目の午前中は 2グループに分

かれ、実際に担当される授業を実施（模擬授業）

し、その様子を録画、視聴することで自身の癖や

仕草の改善すべき点の気づきを得られるととも

に、講師による個別クリニックが行われた。 

2 日目の午後には、前学期のオンライン授業の

経験を基に活発な意見交換が行われた。学生・教

員・職員にとって初めての経験であり、たくさん

の気づきや問題点、改善点、工夫したことなど話

が尽きず、授業・指導に取り組む教職員の強い思

いが感じられた。 

研修終了時に実施したアンケートでは、自身の

授業を客観的に視聴することで数々の改善発見

があった等のコメントや、新型コロナウイルス感

染拡大が落ち着いた際には「同窓会」を実施し、

意見交換会を行いたい等の意欲的なコメントが

多く寄せられた。 

最後にアクションプランを作成し、定期的に見

直すことでより良い授業に繋げていく事とし、前

半の研修会を終了するとともに、後半のポジティ

ブ心理学へ移行した。 

 

プレゼンテーション技法について話す長山准教授 

 

後半の 2日間は、上記の KIT-FD研修会参加者

14人に、国際高専の教職員 5人を加えた 19人を

対象に「学校法人金沢工業大学教職員のためのポ

ジティブ教育研修」を開催した。 

本研修会は、ポジティブ心理学の視点や手法を

大学教育に取り入れることで、学生の学習意欲や

well-being（主観的幸福感）を促進することを目

的とし、平成 27(2015) 年度から開催している。

平成 27、28、30 年度は、講師として、現在本学

と協定を結んでいるメルボルン大学ポジティブ

心理学センターのペギー・カーン博士を招聘し開

催しており、KIT-FD 研修会の一部として実施し

始めたのは平成 30(2018)年度からである。また、

平成 31(2019)年度からは、本学心理科学研究所長

の塩谷亨教授と、本学英語教育課程のライト・ブ

レント准教授が講師を務め、カーン博士のプログ

ラムの本質を継承しつつ、本学の実情に即した、

より実践的な研修として開催している。 
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ポジティブ心理学は、人や組織の強みや優れて

いる面に焦点を当て、人々がより良く、最適に機

能していくことを目指す実践的な心理学として、

教育分野への応用が世界的にも注目されている。

本研修会では、性格的な強み（ Character 

Strengths）や、well-beingの一つのモデルである

PERMA モデルの（Ｐ：Positive emotion、Ｅ：

Engagement、Ｒ：Relationship、Ｍ：Meaning、

Ａ：Accomplishment）五つの領域 等、ポジティ

ブ心理学で取り上げられる構成概念についての

知識を深め、本学の教育活動にどのように活用で

きるかを学んだ。グループワークやエクササイズ

が多く取り入れられ、参加者自身や、学生のポジ

ティブな側面を促進する方法について、活発な意

見交換が行われた。 

研修終了時に実施したアンケートでは、参加者

からの本研修への評価は概ね好評であった。今後

の教育活動に取り入れていきたいという意見だ

けではなく「若い学生の気分を味わうことができ

楽しかった」、「気軽に他の部局の教職員の方と話

す機会がなかったので、よい気分転換になった」

等の感想があり、研修会への参加自体が教職員に

とってポジティブな体験となったようである。先

行きの不透明なコロナ禍において、我々教職員も、

通常と異なる業務を抱え、他者との関わりを制限

された生活を余儀なくされている。そのような中、

参加者同士が直接交流し、本学の教育活動の未来

について語り合った本研修会は、非常に貴重な機

会となったと思われる。 

 

グループワークを指導する塩谷教授 

 

今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止策

を図りながら、少人数、最小限の研修・グループ

ワークとなったが、参加者にとって大変有意義な

4日間だった。 

 

 

 

数理工教育研究センター 

今年で 16 回目の FD 研修会を開催 

数理工教育研究センターでは、平成 17(2005)年

度から毎年 FD 研修会を実施している。この度、

第 16 回目の FD 研修会を実施したので概要を報

告する。 

新型コロナウイルス感染拡大で、数理基礎教育

課程での前学期授業のほとんどはオンデマンド

型の遠隔授業となった。後学期は遠隔授業との併

用となった。このような今年度の特殊な事情を踏

まえ、今回の研修会テーマを「同時双方向型授業

の構築手法の把握と後学期授業運営の具体化」と

設定した。テーマ設定のポイントは次の 2点であ

る。 

［同時双方向型授業の構築手法の把握］ 

オンデマンド型の授業形態では、学生に教材を

一方的に配布して終わるようなことが想定され

るが、何らかの双方向性を確実に確保する授業形

態を構築する必要がある。更に、オンデマンド型

に限らず、可能ならリアルタイム型も導入し、対

面授業相当の授業形態を目指す必要がある。 

［後学期授業運営の具体化］ 

後学期から新たに開講する科目については、前

学期の経験と反省をもとに、早い段階から授業運

営の検討に着手し、授業開始日までに余裕をもっ

てｅシラバスや授業教材の作成に取り組む必要

がある。このため「科目担当者会議」を開催し、

科目内での統一的な授業運営方法について議論

を行い、担当者間の認識を早期に共通化しておく。

更に作業分担等を取り決め、作成作業を開始する。 

 

授
業
実
践
例
の
紹
介 

(1)国際高専での Zoom授業の実践事例 

・教材提示型授業（兒玉浩一 講師） 

・板書中心型授業（北島孝浩 助教） 

(2)PD 教育における Zoom 及び Slack の

活用事例 

（基礎実技教育課程 河津祐之介 教授） 

 

まず、［同時双方向型授業の構築手法の把握］に

関して、国際高専の授業を担当する数理基礎教育

課程の教員から、国際高専で実施している Zoom

を利用したリアルタイム型授業実践例（2 例）を

紹介いただいた。更に、基礎実技教育課程の PD

授業においてツールを用いた授業実践例を紹介

いただいた。 
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また、［後学期 授業運営の具体化］に関して、

後学期から新たに開講する科目についての科目

担当者会議の場とした。ここでは大学での正課授

業科目以外に、後学期に予定している課外の学習

支援講座及び、国際高専での後学期授業科目も同

様に取り上げ、各担当教員が集まって授業運営に

関する方針を協議した。 

講演は、いずれも数理基礎教育課程外での授業

実践例の紹介である。他の課程等で実際に行われ

ている Zoom 及び、Slack を用いた同時双方向型

授業についての理解を深めることができ、大変参

考になる講演であった。講演者で基礎実技教育課

程の河津教授の「一体、どうやればできるのか？」

という悩みから「やってみると案外できるもの

だ！」という手応えを感じた、というコメントが

とても印象的であった。 

総括して、タイムリーなテーマ設定の FD研修

会とすることができ、大いに意義があったものと

判断する。 
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Ⅶ．学生募集 

例年行っているオープンキャンパスについては、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とし、

オンラインにて各説明会を実施しました。ご自宅からでも気軽にキャンパスライフを体感していただけ

る「KIT WEB OPENCUMPUS」サイトを開設し、入学試験や大学の特徴など、ステークホルダーの相談や質

問に職員が個別にお答えする「オンライン個別相談」を平日に常時実施しました。  

また、自宅からスマホ・PC で参加できる「KIT オンライン相談会」を 7 月 11 日・12 日、8 月 23 日、

「KITオンライン説明会」を 10月 25日、12月 20日、3月 20日に実施しました。  

進学説明会では、YouTube Live や Zoom を活用し、オンラインの双方向性を活かして高校生や保護者

の方々へ説明から質疑までをリアルタイムで実施しました。  

 

学生募集活動 

KIT オンライン相談会 第 1 回を 

7/11・7/12 に開催 

高校生とその保護者を主な対象とした「KIT オ

ンライン相談会」を 7 月 11 日（土）、12 日（日）

の 2日間、初めて開催した。このイベントは、例

年開催しているオープンキャンパスの実施が、新

型コロナウイルス感染拡大予防の観点から開催

が困難なため、代替えとして Zoom を用いたオン

ライン形式で実施した。今回開催した相談会には、

北は北海道から南は沖縄まで 41 の都道府県から

生徒・保護者、合わせて 367人の参加申し込みが

あった。 

このオンライン相談会では「学科のことが詳し

くわかる」をテーマに、高校生の興味、関心や学

びたい内容が、どの学科で学べるのかを知ってい

ただくために、学科での学び、研究や進路が詳し

くわかる学科紹介を 15分程度行い、2日間で最大

4 学科聞くことができる開催内容とした。また、

学科紹介後は、学科の教員に質問ができるオンラ

イン相談を実施し、高校生からの疑問や質問に答

える時間を設けた。 

イベントとしては、午前 10 時からと午後 1 時

からの 2回、同一内容で 2日間実施した。参加者

は、申し込み時に選択した学科の Zoom アドレス

にアクセスし、事前に撮影した「大澤敏学長あい

さつ」動画を視聴した。あいさつでは、現在、本

学がコロナ予防の観点から授業をどのように実

施しているかの説明が盛り込まれたほか、大学の

取り組みなどを述べられた。 

その後、学科紹介がリアルタイムで行われた。

続いて、学科の教員に質問ができるオンライン相

談を実施し、高校生からの疑問や質問に回答した。

学科によっては学生が寮やアパートから参加し

て、高校生にアドバイスを送るなど、参加した高

校生たちは KITをより身近に感じることができた。 

参加した高校生や保護者は、それぞれ希望学科

の情報収集を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学科紹介を行う航空システム工学科 

オンラインであいさつをする大澤学長 
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KIT オンライン相談会 第 2 回を 

8/23 に開催 

高校生とその保護者を主な対象として、7 月に

引き続き今年度2回目の「KITオンライン相談会」

を 8 月 23 日（日）に開催した。YouTube Live や

Zoomを用いたオンラインにて実施し、北海道から

沖縄まで 43 都道府県から生徒・保護者、合わせ

て 606人の参加申し込みがあった。 

今回は「推薦系入試のことが詳しくわかる」を

テーマに推薦系入試や特別奨学生制度、KIT オナ

ーズプログラムの説明を中心に実施した。 

イベントとしては、午前 10 時と午後 1 時から

の 2 回、同一内容で実施し、参加者は、最初に

YouTube Liveにて大澤敏学長による「学長あいさ

つ」を視聴した。大澤学長は、本学の教育研究の

取り組みや、現在、本学が新型コロナウイルス感

染拡大防止の観点から、授業をどのように実施し

ているかについて紹介した。 

YouTube Liveでは、丹羽和征入試事務室課長に

よる入試説明動画の視聴、その後に KITオナーズ

プログラムの動画を視聴できるようにした。また、

Zoomを用いては、リアルタイムで 2つの質問コー

ナーと、6 つの紹介コーナーを準備し、KIT をよ

り深く理解できるようにした。用意したコーナー

は下記の通りである。 

〔質問コーナー〕 

なんでも質問、入試質問 

〔紹介コーナー〕 

就職・進路紹介、資格取得紹介、 

夢考房紹介、SDGs紹介、奨学金紹介、 

寮・アパート紹介 

紹介コーナーでは、KIT の取り組みを紹介した

他、学生にも協力をいただき、自身の経験を参加

者に伝えることや、高校生に対してアドバイスを

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KIT オンライン説明会 第 3 回を 

10/25 に開催 

高校生とその保護者を主な対象として、8 月に

引き続き今年度3回目の「KITオンライン説明会」

を 10月 25日（日）に開催した。 

今回のイベントより「オンライン相談会」から、

もう少し気軽に参加できるイメージを持ってい

ただくために「オンライン説明会」へと名称を変

更した。YouTube Live や Zoom を用いたオンライ

ンで実施を行い、北は北海道から南は沖縄まで全

ての都道府県から生徒・保護者、合わせて 718人

の参加申し込みがあった。 

今回は、３回目の実施ということもあり「KIT

まるごと、オンライン発信！」をテーマに 7月と

8 月の実施内容を合わせた構成にし、KIT をより

深く知ることができるイベントとした。 

参加者は、午前 10 時から最初に YouTube Live

で大澤敏学長による「学長あいさつ」をライブで

視聴した。大澤学長は、本学の教育研究の取り組

みや、現在、本学が新型コロナウイルス感染拡大

防止の観点から授業をどのように実施している

かなどについて説明した。 

学長あいさつの後、YouTube Liveでは、丹羽和

征入試事務室課長による入試説明動画が放映さ

れた。次に谷正史大学事務局長による保護者を対

象とした「保護者のための大学紹介」が放映され

た。これは、今年度 1、2 回目と保護者対象のコ

ンテンツがなかったことから新たに設けたもの

である。 

入試説明後は、YouTube Liveと同時並行で、Zoom

を用いて、リアルタイムでオンライン学科体験を

実施した。学科での学びや教育、研究内容を詳し

く伝えるために学科紹介を含める形で午前と午

後の 2回実施した。また、学生にも協力いただき、

自身の経験を参加者に伝えるなど、高校生に対し

てアドバイスを行った。 メイン会場での大澤学長によるあいさつ 

 

キャリア教育を紹介する教職員と学生 
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また、昼の時間帯には、2つの質問コーナー、7

つの紹介コーナーを用意し、KIT をより深く理解

できるようにした。用意したコーナーは次の通り。 

〔質問コーナー〕 

なんでも質問、入試質問 

〔紹介コーナー〕 

就職・進路紹介、資格取得紹介、 

SDGs紹介、課外活動（部活動）紹介、 

夢考房紹介、寮・アパート紹介、 

学生によるキャンパス＆学生生活紹介 

その他、クラスター社のヴァーチャル仮想空間

を利用して、ロボティクス学科、メディア情報学

科、建築学科の 3学科の学生たちが制作した「ヴ

ァーチャル扇が丘キャンパス」を用いて「ヴァー

チャルキャンパス体験」を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KIT オンライン説明会 第 4 回を 

12/20 に開催 

高校生とその保護者を主な対象として、10月に

引き続き令和 2（2020）年度 4 回目の「KIT オン

ライン説明会」を 12 月 20 日（日）に開催した。

オンラインで実施を行い、北は北海道から南は沖

縄まで 40 の都道府県から生徒・保護者、合わせ

て 528人の参加申し込みがあった。 

今回は、第 3回目のイベント内容を踏襲し「工

学に進路をとれ」をキャッチフレーズに 4学部 12

学科の魅力を伝えるイベントとした。 

イベントとしては、午前 10 時から参加者は、

最初に YouTube Live にて大澤敏学長による「学

長あいさつ」をリアルタイムで視聴した。大澤学

長は、本学の教育研究の取り組みや、授業の実施

などについて説明した。 

次に、YouTube Liveでは、丹羽和征入試事務室

課長による入試説明動画が放映された後、谷正史

大学事務局長による保護者の方を対象にした「保

護者のための大学紹介」が放映された。 

入試説明後は、Zoomを用いて、リアルタイムで

「オンライン学科体験」を実施した。この「オン

ライン学科体験」は、学科での学びや教育、研究

内容を詳しく伝えるために学科紹介を含める形

で午前と午後の 2回実施した。 

また、昼の時間帯には、2つの質問コーナー、7

つの紹介コーナーを用意し、KIT をより深く理解

できるようにした。用意したコーナーは次の通り。 

〔質問コーナー〕 

なんでも質問、入試質問 

〔紹介コーナー〕 

就職・進路紹介、資格取得紹介、 

夢考房紹介、寮・アパート紹介、 

留学紹介、課外活動（部活動）紹介、 

学生によるキャンパス＆学生生活紹介 

また、幅広い受験者層に参加していただくため、

駿台予備学校講師による大学入学共通テスト対

策講座【数学】と【英語】を実施した。 

その他、第 3回同様にクラスター社のヴァーチ

ャル仮想空間を利用して、ロボティクス学科、メ

ディア情報学科、建築学科の学生たちが制作した

「ヴァーチャル扇が丘キャンパス」を用いて、ロ

ボティクス学科、メディア情報学科、建築学科の

3 学科が「ヴァーチャルキャンパス体験」を実施

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロボティクス学科による学科体験 

 

ヴァーチャル扇が丘キャンパス 

 

航空システム工学科による学科体験の中継 
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大学・高専 地区連絡委員会を 

8/21 にオンラインで開催 

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から

Web 会議システムを使用したオンラインでの地区

連絡委員会が「令和 2(2020)年度(秋)大学／高専 

地区連絡委員会」と称して、8月 21日(金)午後２

時から大学と高専で同時開催した。 

地区連絡委員会は各地区の中学校・高校訪問や

進学説明会、キャンパス案内等の学生募集活動を

担当する大学職員の委員会である。 

最初に村井好博地区連絡委員会委員長から「令

和 2年度(秋)大学／高専 学生募集活動基本方針」

と題し、秋の学生募集活動についての方針が伝え

られた。 

大学の学生募集活動基本方針は、高校への直接

訪問を中止し、電話またはメールや Web会議シス

テムなどを使用して、入試や特別奨学生制度の説

明を行ってほしい旨の依頼があった。またオープ

ンキャンパスや進学説明会、キャンパス案内など、

対面型のイベントに関しては、今年度は実施せず、

オンラインで対応していくことが説明された。 

高専の学生募集活動基本方針については、大学

と同様、中学校や進学塾の直接訪問を中止し、電

話またはメールや Web会議システムなどを使用し

て、高専の理工系教育「STEM教育」や大学との接

続を意識した「5+4」教育システムなどについて

説明を行って欲しいと求めた他、今年度のイベン

トの方向性について説明した。 

次に谷正史大学事務局長から「大学／後学期の

運用について」と題し、前学期の授業運営につい

て、オンデマンド型授業、リアルタイム型授業の

違いを説明した後、後学期の授業運営について述

べられた。また併せて、就職活動や健康支援、課

外活動についても説明が行われ、委員と情報を共

有した。 

更に、山岸徹高専事務局長から「グローバルイ

ノベーターを生み出す未来の学校」と題し、英語

での「STEM教育」や「エンジニアリングデザイン

教育」など、高専の教育内容の説明が行われた。

また、コロナ禍によって 3年次のニュージーラン

ド留学が現在どのような状況なのか述べられた

他、後学期の授業運営などについても説明が行わ

れ、委員と情報共有を行った。 

最後に、松尾多郎企画部長が令和 2年度(秋)高

校／中学 学生募集活動の内容について述べた。 

 

大学 地区連絡委員会を 

2/12 にオンラインで開催 

令和 2(2020)年度 大学(臨時)地区連絡委員会

は、2 月 12 日(金)午後１時 30 分から新型コロナ

ウイルス感染拡大予防の観点から Zoomを使用し、

オンラインで開催した。 

今回の(臨時)地区連絡委員会は、最初に村井好

博委員長が「学生募集活動における入学教育につ

いて」と題して「現在まで実施してきた入学前教

育は、推薦系試験合格者に対して、補習教育の意

味合いで数学と英語の添削課題を実施している

が、補習教育だけでなく、大学に入学してくる学

生の実態に合わせた独自の入学教育を検討し、実

施していきたい」とあいさつと説明をした。 

次に、大澤敏学が「入学教育導入について」と

題して、初等中等教育や大学教育が多様化してい

る現在において、大学の特長を打ち出した独自の

入学教育を実施することにより、今後の学生募集

に繋げて行きたいと説明した。また、今回の試行

版を通じて、どのような入学教育を実施していく

べきか委員皆様のお知恵をお借りしたいと要望

した。 

更に青木隆入試部長が「入学教育【試行版】概

要説明」と題し、この入学教育を通じて、大学の

強みを高校生に伝え、大学で学びたいという高校

生をいかに増やすか教職員一丸となってチャレ

ンジしていきたいと説明した。また、大学の教育

サポート体制を伝えることで、入学後の安心感を

高校生に与えたいとも述べ、来年度以降は入学教

育と大学の授業をどう結びつけていくかを考え

ていると説明した。 

最後に、竹内諭プロジェクト教育センター次長

が「2020 年度入学教育【試行版】実施について」

と題し、試行版プログラムの主旨や実施方法など

の説明と、今年度実施予定のプログラムを発表し

た。 
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Ⅰ．教育の取り組み 

「グローバルイノベーターの育成」のための教育システム 

国際高等専門学校における 

三つのポリシー 

1．アドミッション・ポリシー 

本校は教育目標を「個を輝かせ、他と協働し、新

たな価値を創出するグローバルイノベーターの育成」

とし、学生・理事・教職員に対しては学園共同体が

共有する価値に基づく信条である「KIT-IDEALS」

を常に意識、尊重することを求め、自身及び学園共

同体の向上発展を目指している。 また、グローバル

イノベーターの素養をしっかりと身につけるため、

1・2 年次は全寮制教育にて人間力の陶冶を行い、3

年次には 1 年間の海外留学を義務づけている。 

本校は、上記理念及び教育方法に共感し、次のよ

うな行動ができる人を求めている。 

① しっかりとした基礎学力を持ち、科学技術やデ

ザイン（課題の発見・解決）、イノベーション

（新しい価値の創造）に興味を持つ人 

② グローバル社会での活躍に強い関心と探究心

を持ち、英語でのコミュニケーション能力を高

めようとする人 

③ 主体的に社会や地域に貢献する意欲を持ち、且

つ行動する人 

 本校では、推薦・一般入試以外に、多様な学生を

募集するために留学生や帰国子女を対象とする入学

試験を実施する。すべての入学試験にて、主体性や

協調性、高い向上心を持つ学生を選抜するために個

人面接を行う。 

選考にあたっては、学力試験、出願書類及び面接に

より多面的・総合的に評価する。 

2．カリキュラム・ポリシー 

本校は、グローバルイノベーターの素養をしっか

りと身につけさせるために、下記を特色とする

CDIO イニシアチブの理念をカリキュラムに織り込

み、学生の主体的な体験を重視するカリキュラムを

編成する。また、学修成果の評価については、成果

物や試験以外に、活動プロセスや協働状況を評価す

るために学修ポートフォリオを活用する。 

 

 

① 課題発見・解決力を高める。 
高専入学時から、Open-ended、即ち決まった答えの

ない問題について解決策を探るプロジェクトを早い段

階でスタートさせる。継続的にデザインシンキングを

実践する機会を設けて、課題を発見・定義する経験を

繰り返し、幅広い研究成果や調査技術を駆使し、課題

の解決へと結びつける力を養っていく。  

② 科学的思考力、コミュニケーション能力を鍛える。 
他者と協働しながらアカデミックな探究の精神を養う

こと、批判的・分析的思考の技術を磨くこと、ディス

カッションやディベートを含む効果的なコミュニケー

ション能力を育成することに努める。 

③ よりよい社会づくりに積極的に参画する態度を

養う。 
地域とのふれあいを意識し、地域社会や自然・環境を

調査・研究対象としたプロジェクトを行い、地域貢献

を通じて社会の一員としての自覚を醸成する。 

④ グローバルに活躍できる英語力を培う。 
特に数学、科学、工学における教育伝達の手段として

1 年次から英語を導入し、徐々に増やしていく。3 年

次以降はほとんどの授業を英語で行う。 

⑤ 異なる文化や、多様な価値観を持つ人々と協働す

る力を身につける。 
文学と芸術に触れる機会や、世界の人々と協働する体

験を通じ、創造性と、自身や社会並びに世界に対する

深い理解を育む。 

3．ディプロマ・ポリシー 

本校は、グローバルに活躍するイノベーターの素

養を身につけた実践的・創造的技術者を養成してい

る。 

グローバルイノベーターとは、課題を発見する科

学的思考力を持ち、最新の工学知識や洞察力を身に

つけ、創造的な解決策を用いて新しい価値を生み出

す人材である。さらに、さまざまな分野の専門家た

ちと協働し、文化や価値観の多様性を受け入れ、グ

ローバル社会で活躍する力を持ったプロフェッショ

ナルでもある。 

新しい価値の発見者“イノベーター”は、工学原

理、工学実践を幅広く理解していなければならない。

つまり、工学教育改革を目指す国際的組織「CDIO

イニシアチブ」の「Conceive、Design、Implement、

Operate」というそれぞれの段階を理解し実践する

者である。 

具体的には、次の能力及び行動規範を身につける

ことが求められる。 
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Ⅰ．社会に貢献するリーダーとしての人間力 

① 革新への挑戦 
信念(高い志・強靭な意志)を持って行動し、失敗に臆

することなく粘り強く挑戦し続け、自身やチームを成

功へと導くことができる。 

② 社会的使命感 
地域社会や自然環境に関心を持ち、社会的な課題の解

決に使命感を持っている。 

③ リーダーとしての高潔 
グローバルな環境でリーダーシップを発揮する一方で、

謙虚さや他者への尊敬、思いやりを持ち、信頼される

人格を備えている。 

 

Ⅱ．グローバルに活躍できるコミュニケーション能力 

① コラボレーション 
チームで目標を達成するために、自分の役割と提供で

きる価値を認識し、積極的に貢献する。 

② 多様性とアイデンティティ 
多様な文化や価値観を持つ人々と協働するための教養

を備えつつ、自身の考えを持っている。 

③ 心を動かす力 
自身の考えを論理的にまとめたうえで、相手の立場や

気持ちを考慮しながら効果的に伝えることができる。 

 

Ⅲ．イノベーターに相応しい卓越した科学技術力 

① 価値創出 
幅広い学問領域の探求とデザイン思考の実践により、

これまでにない価値を創出することができる。 

② 自然・社会・産業と結びつけた科学的思考 
科学技術を自然・社会・産業の面から理解・分析し、

自分の考えを述べることができる。 

③ 常に学び続ける姿勢 
科学・工学の基礎を土台として、常に新しい知識・技

術を獲得する姿勢を持っている。 

 

これらの認識の下、本校の教育理念と教育目的に

沿って設定された授業科目や教育プログラムを履修

し、基準となる単位数を取得することが卒業の要件

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グローバルイノベーターを目指す 

特色ある教育システム 

＜教育の特色＞ 

⚫ 入学時から継続的にデザインシンキングを実践

する機会を設けて、問題を発見・定義する経験を

繰り返し、幅広い研究成果や調査技術を駆使し、

問題の解決へと結びつける力を養っていく。 

⚫ 他者と協働しながらアカデミックな探究の精神

を養い、批判的思考や分析的思考、そしてディス

カッションやディベートを含め、効果的なコミュ

ニケーションのスキルを英語で磨く。 

⚫ 地域とのふれあいを意識し、地域社会や自然・環

境を調査・研究対象としたプロジェクトに取り組

む。また、地域貢献を通じて、地域社会の一員と

しての自覚を深める。 

⚫ 理工学を統合して学ぶ STEM 教育を英語で行い、

理工学的思考力を英語で身につける。 

⚫ 異なる国や文化の人々と効果的に協働する体験

を、集中的に与える。 

学年が進むにつれ教育環境を変え、より複雑な課題に取

り組みます。 

1・2 年次を白山麓キャンパス（全寮制）で、3 年次は

全員がニュージーランド留学、高専 4・5 年次は金沢工業

大学の学生たちとの学修・研究活動を行います。 

最適な場所にて最大の成果を生む教育に尽力します。 

＜白山麓キャンパス＞ 
1・2 年次の白山麓キャンパスは欧米型の「ボーディン

グスクール」です。 

教員の 7 割が外国人で、コミュニケーションスキルを

磨く環境が整っています。 

また、学習の定着や課外活動を行う 19:30～21:30 の

ラーニングセッション（夜の学校）もあります。 

学生、教員、スタッフが生活を共にしながら、グローバ

ルイノベーターとしての英語力とエンジニアリングスキ

ルを共に磨き上げます。 

＜国際理工学科＞ 

2018 年より国際理工学科を新設し、急速に変化する

世界に対応できる幅広い分野の学習を行っています。 

入学生は、STEM 教育による基礎学力、エンジニアリ

ングデザイン教育によるモノづくり能力と理工学思考力、

課外活動プログラムによる人間力を身に付けることがで

きます。 

世界標準の工学教育CDIOに基づいたカリキュラムで、

グローバルに活躍するエンジニアの育成を行います。 
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高専から大学院までの 9 年間一貫教育 

高専の 5 年間で 3 つの学びのステージ 

＜ステージ 1：白山麓キャンパスでの学び＞ 

「白山麓キャンパス」は 1 年次・2 年次の学生、

教員、スタッフ、さらに地元の方々と交流する「英

語によるラーニングコミュニティ」です。 

ここでは、徹底した英語スキルの取得を、英語

科目だけではなく、数学、理科、共創科目を含め、

白山麓キャンパス全体の中で展開していきます。 

確かな学力を身につけるエンジニアリングデ

ザイン教育を通して地域社会の多様な課題にチ

ャレンジすることで、様々な価値観を尊重し柔軟

な思考を育みます。 

さらに、豊かな自然環境の下、学生と教員が寝

食を共にする全寮制による集団生活や地域の

方々との交流を通して、思いやりの心、リーダー

シップ、アイデンティティなどを育み、強靭な人

間形成に努めていきます。 

 

 

学びの特色 

理工系リベラルアーツ教育 
世界のイノベーションシーンの教育実践としてデザインシンキ

ング「CDIO」を取り入れた『エンジニアリングデザイン教育』

です。予測困難な時代にあっても自分を活かしていける、自律性、

チャレンジ精神、リーダーシップ、チームワークといった人間力

と、新たな知識を獲得し、それを活用して多様な課題を解決して

いく力を身につけます。 

理工学的思考力を身に付ける「STEM 教育」 
従来型の教育で別々に捉えていた数学、物理、化学といった理系

科目を総合的に学ぶことで、理工学的思考力を身につける新しい

教育の方法です。 

アメリカ・オバマ政権時に教育の優先課題として取り上げられま

した。STEM は、S=Science（物理・自然科学）、T=Technology

（技術）、E＝Engineering（工学）、M＝Mathematics（数学）

の頭文字による造語です。 

夜の学校 
月曜日～金曜日の 19 時 30 分～21 時 30 分には、ラーニング

セッションが行われます。学習内容の確実な定着と次回授業に積

極的に参加するうえでの重要な課外学習です。もちろん担当教員

がいますが、学生同士が教え合う場でもあります。また、英語で

行われる授業も多いことから英語のサポートも各自の習熟度に

合わせて行います。さらに、授業以外で行わるプロジェクト活動

を学生自らが発案し、活動していく時間にもなります。 

 

  

国際高専から大学院までを含めた５＋４の9年間一貫教育の概要 
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＜ステージ 2：ニュージーランドへ留学＞ 

3 年次は全員がニュージーランド・ダニーデン市

にある国立オタゴポリテクニクへ留学し、世界中か

ら若者が集まる環境で学びます。 

現地での生活は地元の家庭にホームステイします。

企業でのインターンやプロジェクト活動など様々な

プログラムが準備されています。 

学びの特色 

国立オタゴポリテクニク 
ニュージーランドで最も歴史のある国立の高等教育機関で、本校

とは 2002 年から協力協定を結んでいます。ポリテクニクとは

実社会で即戦力となる知識と技術の修得に重点を置いた学校で、

企業からの高い評価を得ています。オタゴポリテクニクでは、約

4,000 名の学生が在籍し、世界 27 カ国から約 230 名の留学生

が学んでいます。 

留学スケジュール 
4 月 白山麓キャンパスで留学前集中講義「グローバルスタ

ディーズ」を履修し、海外での学修や生活をしていく

ための準備を行います。留学中は、地元の家庭にホー

ムステイします。 

5 月 

6 月 

オタゴポリテクニクに到着後 2 カ月間は、「ファンク

ショナルイングリッシュ」及び「工学基礎実技」を履

修します。これは通常の授業に入るための事前学修と

なります。 

7 月～ オタゴポリテクニクの学生たちと一緒に、「テクニカ

ルイングリッシュ」と、実技中心の専門科目を選択し

履修します。 

12 月～ 国際高専生のために設けられた「エンジニアリングデ

ザインⅢ」にて、1 カ月程度のインターンシップある

いはプロジェクト活動を行い、その後 1 年間の成果

を論文にまとめ、プレゼンテーションを行います。 

 

＜ステージ 3：大学生と共に学ぶ＞ 

4 年次・5 年次はより高度な English・STEM を

学びます。 

また、金沢工業大学の学生と連携した研究やプロ

ジェクト活動を行います。 

学びの特色 

世代・分野・文化を超えた共創教育 
金沢工業大学はプロジェクトデザイン教育を軸として「世代・分

野・文化を超えた共創教育」を実践しています。世界の舞台で活

躍できる能力を育む「アクティブでオープンな夢考房キャンパス」

を実現し、学生はそれぞれの夢やビジョンの実現を目指してアク

ティブに知的創造活動に取り組みます。 

企業や地域との共創（研究夢考房活動） 
金沢工業大学大学院では、イリノイ大学やロチェスター工科大学、

ハワイ大学への留学プログラムがあります。ロチェスター工科大

学とはデュアルディグリープログラムも用意されています。また、

WACE（世界産学連携教育協会本部:米国ボストン）にも加盟し、

国際 COOP 教育を実施しています。 

知識を知恵に-KIT/ICT スクールシステム 

国際高等専門学校（以下、国際高専）は、社会が

求める人材像を「グローバルイノベーター」と定義

し、その人材育成プログラムの中核を成す能力開発

を「考える力の育成」と定め、国際高専と金沢工業

大学（以下、金沢工大）が共同で構築した教育シス

テムを「5+4」スクールシステムとしています。 

社会の趨勢は、「グローバルな社会」、「高度な情報

化社会」、「高度な知識社会」であることには疑いも

なく、人工知能の出現によって、より大きな変革が

訪れることが必然とされています。そして、今後益々、

人として「高いレベルでの思考力（知恵）」が希求さ

れ、この能力の獲得がこれからの社会で最も重要と

されると共に、その獲得方法の工夫改善が求められ

ていると私達は考えています。 

国際高専の ED 教育 
国際高専が開発したエンジニアリングデザイン（ED）教育の特

色は、人間が本来持っている「人を助ける、人に役立つ行動を誘

発する思考である『洞察する力』『観察する力』『共感する力』」

を育てることによって、「着想・インスピレーション」という感

性を育み、「発想・アイデアを創出する」、更には「設計・形を作

り出す」というデザインシンキングプロセスを繰り返し経験し、

チームで思考錯誤しながらお互いの探究力を深め、新しい価値を

創出する能力である「考える力の育成」を目指しています。 

特に、この「考える力の育成」を企図するスタート時期として、

人間の感性が最も研ぎ澄まされると言われる「15 歳からの高等

教育」には大きなメリットがあると考えており、このスクールシ

ステムの有効性を感じています。18 歳からは、金沢工大の 1 年

次・2 年次生との共創学修を行います。 

金沢工大との共創教育 
金沢工大は、現在、米国・マサチューセッツ工科大学とスウェー

デン・チャルマース工科大学が 2000 年に共同で発足した工学

教育の世界標準である「CDIO イニシアチブ（現在：36 ケ国、

137 機関が加盟）」が提唱する教育スタンダード（12 のフレー

ムワークから構成される）に加盟し、CDIO シラバスで求められ

る教育実践「Conceive（発想・考え出す）→Design（設計する）

→Implement（実行する）→Operate(運用する)プロセス」をプ

ロジェクトデザイン教育に取り込み、1 年次から 4 年次、更に大

学院教育の中核に位置づけることによって、社会実装を視野に入

れた教育研究に取り組んでおり、国際高専の学生は「5＋4」ス

クールシステムにおいて「知識を知恵に」する実践を繰り返し体

験します。 
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教育改革の推進 

コロナ禍における学びの継続のため 

いち早くオンライン授業へ移行 

本校では、新型コロナウイルス感染症拡大防止

対策として、4 月 6 日(月)～11 日(土)を特別時間

割期間として、時差登校による短縮授業を実施し

た。4 月 16 日(木)の政府の「緊急事態宣言」及び、

石川県に対する「特定警戒都道府県」発出に先駆

け、4月 14日(火)よりオンライン授業（遠隔授業）

を開始し「緊急事態宣言」延長に伴い、5 月 31

日(日)まで継続して実施し、金沢キャンパスは 6

月 2 日(火)から実験系の科目を中心に、クラスご

と分散型の対面授業を開始した。 

オンライン授業の流れとして、各クラスへメー

ルで授業担当教員から各授業の形式が案内され

る。形式は、担当教員の授業の特徴に合わせて、

オンライン会議システム「Zoom」を用いた「リ

アルタイム型授業」や「教材配信」などで授業を

行った。 

学生は、自宅や学生寮などにいながら、ネット

ワークにアクセスし授業を聴講している。授業は、

教員が講義の動画配信を行うだけでなく、リアル

タイム型授業ではディスカッションや小テスト

などの演習問題が課されたりするなど、従来から

行われているアクティブラーニングの工夫が活

かされている。 

また、授業資料、動画等の配信、学生からのレ

ポートの提出などは、学習管理システム「manaba」

で行っている。科目間や教員と学生をつなぐ双方

向的な資料とすることをめざしたもので、オンラ

イン授業のプラットフォームとして「manaba」

は大きな役割を果たしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白山麓キャンパスの国際理工学科1、2年次は、

当初対面授業を実施していたが、4 月 21 日(火)か

ら全面的なオンライン授業に移行した。担当教員

が教員室や自宅等からオンライン授業を行うと

ともに、学生たちは教室に密にならないよう距離

を空けて座り、換気などにも気を使いながら、授

業を行った。5 月 14 日(木)の「緊急事態宣言」解

除後は、段階的に対面授業に移行し、6 月 2 日(火)

以降は、全面的に対面授業を再開とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際理工学科 3年次は本来ならニュージーラン

ドに留学する予定であったが、3 月末から国境が

封鎖され、入国できなくなったため、全員を一旦

各自宅に戻し、オタゴポリテクニクの担当教員に

よるオンライン授業を受けている。 

金沢キャンパスの電気電子工学科、機械工学科、

グローバル情報学科の 4、5 年次もオンライン授

業を実施している。当初、オンライン授業の準備

もわずか 2日間という慌ただしさの中で開始され

たが、大きなトラブルもなかった。 

写真は、教室に設営された仮スタジオで実施し

ている数学の授業風景を示している。一人の教員

が板書をしながら授業を行い、他の 2 人の教員は

授業のプロデュースを行い、学生とのディスカッ

ションや質問にチャットでタイムリーに回答し

て、学修成果の充実を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 
オンラインでリアルタイム授業をする教員 

ネット授業に取り組む学生たち 
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大学情報工学科教授の研究指導のもとで

3 年生が AI を使った画像認識の研究に取

り組む  

国際高専の大きな特色の一つとして、4 年生・5

年生が金沢工業大学の研究室と連携して取り組

む研究活動、プロジェクト活動があり、2020 年

度から開始されている。 

今年度、国際高専 3 年生 4 名が金沢キャンパス

内に設けられた高専・大学連携クラスター研究室

「i².lab」（アイ・スクエアラボ）で取り組んだ研

究活動について紹介する。 

「i².lab」は金沢工業大学情報工学科中沢実教

授の研究室の研究拠点にもなっており、最先端の

設備が整い、自由な発想が広がる環境となってい

る。 

・AIを使った学内の DX（勝又舜介さん） 

人間の動きを AI でデータ化するシステムに取

組んでいる。画像ではデータ量が非常に多くなり、

個人情報保護の観点からも活用が難しい面があ

るが、開発中のシステムでは人の動きだけを認識

するため、データ量は軽く、必要以上の情報を蓄

積することもない。 

食堂や自習室など学生が集まる場所の混雑度

をリアルタイムで外部から確認することで、その

場に行かなくても混雑が回避できることなどが

期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発表の態度評価システム 

（プラチャクタム・イッサダーさん） 

プレゼンテーションの際、自分の発表している

ときの態度や姿勢がわからないことが多く、言語

表現に気をとられて態度を意識していないこと

がある。 

そこでリアルタイムカメラで人の動きを撮影

し、骨格認識するプログラムを作成した。 

 AI がプレゼンターの姿勢や動きを評価し、姿勢

が悪くなったら注意喚起するものである。 

今後は評価を点数化したり、アイコンタクトに

ついても評価できるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・画像認識によるマスク着用確認（深山寧皇さん） 

コロナ禍でマスクの着用は必須になっている

現状から、画像認識システムを活用し、マスクを

着けているかどうかをチェックするシステムに

取り組んでいる。 

カメラ映像からマスクを認識するとモニター

上で緑色に、マスクをしていない場合は赤色で表

示される。大勢が集まる際などにも容易に確認が

できることから、様々なシーンでの活用が期待で

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・画像処理を用いたゴミ判別 (鷺島悠人さん) 

自然環境破壊の抑制には、ゴミの検知や分別を

行うことが必須である。そこで、画像認識システ

ムを活用し、カメラ画像から自動的にペットボト

ル・缶・瓶・発泡スチロールを判別システムに取

り組んでいる。 

カメラ映像から自動的にこれらを判別する事

で、将来的にはロボットによるゴミ拾いシステム

への応用が可能となる。 
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問題発見解決型の授業「エンジニアリングデザイン」 

2 年次「エンジニアリングデザインⅡB」 

最終成果発表会を実施 

国際高専国際理工学科 2 年次の授業「エンジニ

アリングデザインⅡＢ」の最終成果発表会が、白

山麓キャンパスで 1 月 18 日(月)実施された。  

本授業では、学生たちは白山麓地域周辺の課題

発見解決に臨み「獣害対策問題」、休耕田を活用

した「地域活性化」、「東二口地区人形浄瑠璃の継

承と展開」という 3 グループに分かれて活動して

きた。 

「獣害対策問題」に臨んだアグリテック班は、

年々深刻化してきている猿による農作物への被

害に着目した。 

現在、地元住民は電気柵やロケット花火などで

対抗しているが、猿の学習能力の高さは脅威であ

り、住人の高齢化による体力減衰や人手不足の影

響で劣勢を強いられている。 

これに対し、アグリテック班は獣害対策として

AI を活用し、長期的には自動で動物を発見し畑を

守ってくれるシステムを開発設置することを長

期目標にし、今年の 2 年次は AI を使って猿を認

識するシステムの開発に取り組んだ。 

学生は、猿の写真を何千枚も AI に学習させる

ことによって、約 90％の確信度を達成できたと発

表した。 

地元経済と休耕田を活用した「地域活性化」に

着目したアグリビジネス班は、白山麓で持続可能

なビジネスモデルを確立することを目標に、白山

麓ブランドのさつまいもを栽培・販売に取り組ん

だ。 

学生たちは自ら苗を植え、草むしり、収穫、仕

分け、ラベル作り、梱包、出荷を行い、さつまい

もは「甘熟紅はるか」と名付けられた。 

地元活性化協議会の会員の皆様の助言をいた

だきながら育成したさつまいもは、見事な甘みを

備えた味わいで販売開始後、まもなく完売した。 

最終発表では、アグリテック班のテクノロジー

を活用した場合と、そうでない場合の収入と収支

の比較、継続的なビジネスモデルを形成するため

の条件を事細かに説明した。 

白山麓に350年以上継承されている東二口文弥

人形浄瑠璃に着目した人形浄瑠璃チームは「文弥

人形浄瑠璃文化の展開や PR 活動」と実施したテ

クノロジー体験イベントについて発表した。 

学生たちは自分たちが学んできたスキルを活

かして、地元の小中学校の子どもたちを対象にミ

ニ人形製作イベントを開催した。 

このイベントでは 3D スキャナーと 3D プリン

ターを使って子どもたち自身の顔の人形を製作

した。 

また、学生らは自分たちが調査した文弥人形浄

瑠璃について紹介し、お越しいただいた地元東二

口文弥人形浄瑠璃保存会会員の方々からは、参加

した子どもたちに向けて、人形浄瑠璃への想いな

ども伝えていただいた。 

イベントを通して、地元の子どもたちの人形浄

瑠璃への関心を高めるだけではなく、国際高専で

学べる工学にも興味を持ってもらう機会となっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

システムを開発する学生 

電気柵を設置する学生 
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インターンシップおよびキャリア教育の推進 

各種キャリア教育関連のイベントをオン

ラインで実施 

例年、企業の採用担当者や外部講師などにご協

力をいただき実施している、4、5 年次を対象とし

たキャリア教育について、2020 年度はコロナ禍

における感染症予防の観点から、オンラインで実

施をしました。 

大学 OB も講師に迎え、キャリアデザイン講話を

実施〔5 年次対象〕 

本校では、2021 年 4 月から社会人、大学生と

なる 5 年次に対して、生活するうえで必要となる

知識をキャリアデザイン教育の一環として、シリ

ーズで部外の講師を迎えての講話をオンライン

で行った。 

2021 年 1 月 8 日(金)には、ファイナンシャルプ

ランターの野々市恵子氏を講師に迎え「お金の勉

強」と題し講話を行っていただいた。 

講演内容は、普段あまり気にしていない給与明

細の見方、社会保険のしくみ、健康保険のしくみ、

年金制度などのポイントを説明いただいた。 

2021 年 1 月 15 日(金)には、ワンレクトホール

ディングス代表取締役の小田柿陽介氏を講師に

迎え「『何になるか』ではなく『どうなりたいか』」

と題して講話を行っていただいた。 

小田柿氏は、本学の物質応用工学科 4 年次在籍

中に起業し、通信業界から始まり、現在 6 社の法

人経営をされている。 

企業の採用担当者から直接説明を受ける、合同企

業研究会を実施〔4 年次対象〕 

合同企業研究会はキャリアデザイン教育の一

環で、企業の採用担当者から直接説明を受けるこ

とによって、学生が業界・社会・仕事について理

解を深めることを目的に毎年実施している。 

今年度は、2020 年 12 月 19 日(土)、2021 年 2

月 6 日(土)の 2 回に分け、いずれもオンラインで

実施をした。 

国際高専の OB が参加する企業もあり、社会人

の生活、出張や給与、同期や上司との関係等を語

るシーンもあった。 

後半は質問時間が設けられ、学生らは熱心に担

当者に質問を行っていた。 

【参加企業一覧】 
電気系 機械系 情報系 

メタウォーター（株） （株）ダイキン工業 （株）オプテイム 

（株）別川製作所 中村留精密工業（株） CTC テクノロジー（株） 

プリムプラネットエナジー 

＆ソリューションズ（株） 

澁谷工業（株） （株）NTT フィールドテクノ 

日本オーチス 

エレベータ（株） 

（株）日野ヒューテック CTC システム 

マネージメント（株） 

北陸電力（株） 東芝エレベータ（株） 京セラコミュニケーション 

システム（株） 

三菱電機ビルテクノ 

サービス（株） 

（株）ヨネモリ （株）ミライト 

100％の学生が就職内定 

15 名が金沢工業大学へ進学予定 

令和 2 年度、就職内定率が 100%になった。 

また、進学に関しては、金沢工業大学へは 15

名、他大学へ 7 名、専門学校へ 3 名が進学してい

る。 

【就職内定先】（順不同） 

〔電気電子工学科〕………………………………………… 

東芝エレベータ(株)、東伸電気工業(株)、金沢村田製作所(株)、 

KDDI エンジニアリング(株)、北陸電設(株)、ダイキン工業(株)、 

ムラテック CCS(株)、グローリー(株) 、メタウォーター(株)、 

KDDI エンジニアリング(株)、EIZO サポートネットワーク(株)、 

プライムネットエナジー＆ソリューションズ(株)、 

米沢電気工業(株)、(株)タマデック、中村留精密工業(株)、 

京セラ(株)、北陸電力(株) 

〔機械工学科〕……………………………………………… 

日本国土開発(株)、日本高速道路エンジニアリング関西(株)、 

キヤノンメディカルシステムズ(株)、(株)JAL エンジニアリング、 

オリエンタルチエン工業(株)、キヤノン(株)、(株)小松製作所、 

(株)SUBARU、新宅工業(株)、澁谷工業(株)、タケダ機械(株)、 

(株)スターシステム、(株)鈴木鉄工、(株)シーアールイー、 

(株)ヨネモリ、中日本高速道路(株)、日成ビルド工業(株)、 

東芝エレベータ(株) 

〔グローバル情報学科〕…………………………………… 

国際コンピュータ(株)、(株)日立情報サービス、(株)NTT-ME、 

京セラコミュニケーションズ(株)、NTT フィールドテクノ、 

NTTコムエンジニアリング(株)、CTCシステムマネージメント(株)、 

CTCテクノロジー(株)、(株)メンバーズ、(株)スターシステム、 

キヤノンマーケティングジャパン(株)、ダイキン工業(株)、 

キヤノンメディカルシステムズ(株)、NEC ネッツエスアイ(株)、 

富士ソフト(株)、(株)ミライト、能美市農業協同組合、 

石川かほく農業協同組合、東京コンピュータサービス(株) 

■進学………………………………………………………… 

金沢工業大学（15 人）〔機械工学科、ロボティクス学科、電気電 

子工学科、情報工学科、経営情報学科、建築学科〕 

豊橋技術科学大学（5 人）、他大学（2人）、専門学校（3人） 
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各種講習会、課外教育プログラムの充実と実施 

江戸時代から続く「文弥人形浄瑠璃」を 

2 年次が見学 

国際理工学科 2 年次 10 人は、東二口の文弥人

形浄瑠璃を 6 月 25 日(木)に見学した。 

人形浄瑠璃は江戸時代から続く日本の伝統的

な人形芝居である。 

「文弥（ぶんや）」というのは語り手の岡本文

弥のことで、「泣き節」と呼ばれる哀愁に満ちた

語り口が 17 世紀後期の大阪で人気だった。 

現在「文弥節」と呼ばれる人形浄瑠璃は石川県

白山市（旧尾口村）、新潟県佐渡市、宮崎県都城

市（旧山之口町）、鹿児島県薩摩川内市（旧東郷

町）の 4 カ所のみ現存しており、昭和 52(1977)

年 5 月に、国の「重要無形民俗文化財」にも指定

されている。 

東二口の人形浄瑠璃は、今から 350 年ほど前、

東二口集落の若者が学問のため京都や大坂へ出

向いた際、当時流行していたものを習って、村に

持ち帰ったのが広まったと伝えられている。 

農作業ができない山村の厳しい冬の貴重な娯

楽として、また旧正月を祝う催し物として愛され

続けて今日まで伝わってきた。 

文弥人形浄瑠璃の歴史紹介のあと、学生は演目

「大職冠（たいしょくかん）」の短縮版を見せて

いただいた。 

語り手の古い日本語は難解だったが、演者の迫

力ある演技と動きは想像以上で、学生たちが引き

込まれるのを感じた。 

特に美女の人形を操り、袖を濡らして助けを乞

う演技と、戦闘の迫力を増すために舞台を足で踏

み叩く様子は圧巻だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝統工芸のヒノキ細工を通じて、ものづ

くり実践型授業を展開 

高専 2 年次の 6 月 11 日(木)の「エンジニアリン

グデザインⅡA」の授業では、伝統工芸士の特別

講師を招いてヒノキ細工を体験した。 

エンジニアリングデザインは、デザインシンキ

ングを使って身の回りにある課題を発見・解決す

るものづくり実践型の授業である。 

2 年次は、キャンパスが位置する白山麓地域で

プロジェクト活動をする。 

白山麓は長い歴史があり、たくさんの伝統工芸

がある。今回は、約 400 年前に旧尾口村深瀬（現・

白山市）を訪れた旅の僧が伝えたとされるヒノキ

細工を体験した。 

特別講師は深瀬の出身で伝統工芸士の香月久

代氏と、オーストラリア出身で香月さんの指導を

受け継いだメイ・スーザン氏の 2 人である。 

ヒノキ細工は「ヒンナ」と呼ばれる檜を薄く切

った板を編み上げて作る。 

檜笠を思い浮かべる人が多いかもしれないが、

スーザン氏は独自の編み方でバッグやアクセサ

リーも作っている。 

今回は 30 分ほどで完成するコースターを作っ

た。材料を受け取った学生たちは講師 2 人の指導

の下、ヒンナを編み始めた。 

「楽しい」という声も多く、1 枚目が終わった

あとも追加の材料を受け取って 2 枚目、3 枚目を

作る学生が続出した。 

学生たちには今後も白山麓の知識を増やし、地

域活性に取り組んでいってほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
人形を持ち記念写真に納まる学生たち 講師の指導を受け、ヒンナを編む学生 
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Ⅱ．研究の取り組み 

研究の取り組み 

高専ワイヤレス IoT コンテスト 2020 に 

採択される 

総務省主催の高専ワイヤレス IoT コンテスト

2020 で国際高専グローバル情報学科 5 年次の袖

美樹子研究室の学生チーム「白山わがふるさと」

が提案した「白山の自然を守り、白山の魅力を世

界に発信するデジタルトランスフォーメーショ

ン」が 8 月 7 日(金)に採択された。 

高専ワイヤレス IoT コンテストは、総務省が地

域における若手人材を活用した電波有効利用に

資する IoT 技術実証の円滑な実施のため、有効策

を取りまとめていくことを目的とした事業で、ワ

イヤレス IoT技術を活用することにより地域にお

ける諸課題について、様々な分野・業種・自治体・

地域等を巻き込んだ解決、あるいは新たなサービ

スの実現に繋がるようなアイデアを公募したも

のである。 

応募件数 56 件中、本年度は 10 件が採択された

（5G 活用部門 17 件中 2 件、ワイヤレス IoT 活用

部門 39 件中 8 件）。 

小蕎一沙(おそば・いっさ)さん、土井康暉(ど

い・こうき)さんがリーダーを務める「白山わがふ

るさと」チームの提案は白山の自然を守り、白山

の魅力を世界に発信するデジタルトランスフォ

ーメーションである。 

250mWLoRa ネットワーク構築とデジタルト

ランスフォーメーションによる白山自然保護、山

岳管理の実現を提案した。 

携帯電話に接続する小型 LoRa モジュールを作

成し、山小屋間通信、遭難対策通信に活用する。 

野生動物、高山植物の調査は現在人手で行われ

ているが、これをデジタル化、効率化をして野生

動物、高山植物の情報収集に定点カメラ、登山者

カメラを活用し、収集した画像に画像認識技術を

適用、リアルタイムに情報を蓄積する。 

収集した情報を元に地図上に分布図を作成す

ることと合わせ、リアルタイム映像を配信するこ

とで世界中の人に白山の良さを知ってもらい、観

光客増加を目指す。 

加えて白山を訪れる人からの写真、コメントな

どを自由に登録できるようにし、地図情報とする。 

写真から植物、動物の名前、情報を提供するサ

ービスを提供し、これによりさらに正確で、豊富

な情報を入手できるようになり、白山の野生動物、

高山植物の生態系を効率的に調査、管理できる。 

本事業では環白山保護利用管理協会、白山観光

協会、白山自然保護センター、白山ユネスコエコ

パーク、白山手取川ジオパーク推進協議会にご協

力をいただいている。白山の自然保護という同じ

意思を持った関係機関と協力して、本事業に取り

組んでいきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コンテストの提案内容を発表する学生 
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Ⅲ．グローバル化の取り組み 

関係協定校及び機関との着実な交流実績の積み重ね 

国際理工学科 3 年次に向けて、オンライ

ン夏期特別講座プログラムを実施 

国際理工学科 3年次に向けてオンライン夏期特

別講座プログラムが 7月 6日(月)から 31日(金)の

期間実施された。 

4 月から 6月の期間はオタゴポリテクニク(NZ)

によるオンライン授業を受講してきた。 

しかし 7 月からは夏期休暇となり、その期間中

の英語力及び、専門基礎力の向上を目的に、月曜、

水曜、金曜日の午前中の 9 時から 11 時 15 分は、

英語 4 技能向上を目的としたレッスン、午後は 1

時から 2 時 30 分まで情報系、機械工学系、数学

のレッスンが実施された。 

また、7 月 20 日(月)、22 日(水)、27 日(月)の午

後は、提携校のシンガポール理工学院の学生とオ

ンラインによる国際交流活動も行われた。 

オンライン交流活動では、学生たちは 5 グルー

プに分かれて、お互いの国についてコロナ禍での

生活や状況について情報共有をして、文化的な相

違点についての気づきを得る活動を行った。 

そしてそれらの気づきを基に、今後どのような

新しいライフスタイルを作っていけるか「アイデ

ア出し」を行い発表した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の学生にとっては、同年代の学生との英語

のディスカッションにまだまだ難しさを感じる

こともあったようであるが、これまでに身につけ

た英語力を活かす実践的な機会となった。 

またシンガポールの学生にとっても、現在すべ

ての授業がオンラインで行われている中、このよ

うなオンラインコラボレーションを通して、他国

の新型コロナウイルスに対する取り組みや同年

代の日本の学生の生活について理解を深めるこ

とができる良い機会となったようである。 

今回は短期間のオンラインでのコラボレーシ

ョンとなったが、できればもう少し長く対面で一

緒に活動したいという声も多く聞かれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ICTとシンガポール理工学院学生の活動 Zoom画面 

グループのディスカッション内容を発表する学生 
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Ⅳ．社会貢献への取り組み 

海外子女教育振興財団（JOES） 

オンライン体験型ワークショップを開催 

JOES-ICT オンライン体験型ワークショップ

が11月29日(日)白山麓キャンパスで開催された。 

JOES（海外子女教育振興財団）の小中学生を

本校に呼んでサマーワークショップを毎年夏に

行っているが、2020年はコロナ禍で中止となり、

オンラインでの代替イベントを開催する形とな

った。 

イベントは午後 1 時に開始され、参加した小学

生 27人が PCやスマートフォンでログインした。 

双方のあいさつと、国際高専の簡単な紹介ビデ

オのあと、化学を担当するナグワ・ラシィド講師

と数学を担当するアラー・ホセイン准教授による

ワークショップが始まった。 

第 1 部は「Chem-melody」と題され、10 円玉

と 1円玉を塩水につけてスピーカーから音楽を流

すという実験で電流の仕組みについて解説した。

クイズも出題され、参加者は Zoom のアンケート

機能を使って回答した。 

第2部は「DIY実験 フルーツバッテリー制作」

と題され、事前に準備をしていただいたレモン、

バナナ、トマトなどのフルーツに刺した様々な金

属の釘をケーブルでつないで LED ランプが点灯

するかを実験した。 

 

 

 

 

 

 

 

参加者は Zoomのビデオ機能で手元を映して作

業をし、ナグワ講師とホセイン准教授はその様子

を見ながら指示を出したり、質問に答えたりした。 

映像を見ていると子どもたちは待ちきれない

様子で、説明を聞くや否や、準備したフルーツに

ケーブルをつないだり、点灯した LED ランプを

カメラにかざして見せたりしていた。 

第 3 部の「Interactive Computer Simulation」

ではオンライン上で回路を組めるブラウザソフ

トでオリジナルの回路を作って、スクリーンショ

ットをチャット欄に共有した。個性的な回路がた

くさんあり、ナグワ講師は参加者たちの積極性に

感激している様子だった。 

オンラインという形になったが、ワークショッ

プを開催できてよかった。翌年は対面でできるの

か、同じくオンライン開催になるのかわからない

が、楽しみにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バナナ、レモンなどを使い LED ランプが点滅する実験を行う 

ナグワ講師とホセイン准教授 

JOES 参加者とのワークショップ終了後の記念撮影のようす 
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Ⅴ．自己点検・外部評価への取り組み 

FD・SD 研修会をオンラインで実施 

本校初となるオンライン FD・SD 研修会が 8

月 26 日(水)、金沢キャンパス 1 階の会議室をメー

ン会場として Zoom により開催された。 

本校の教職員 54 人（教員 38 人、職員 16 人）

に加え、第 1 部は CS 室 3 人、第 2 部は講師・参

加者としてカウンセリングセンター4 人が参加し

た。 

第 1 部として、令和元(2019)年度授業及び総合

アンケート調査結果報告会が行われた。 

2020 年は令和元年度末に実施した総合アンケ

ート、授業アンケートに加え、遠隔授業に対する

アンケートが令和 2 年度 7 月に臨時実施された。 

〔分析結果抜粋〕 

＜3～5 年次の総合アンケート＞ 

60.3％が満足と回答しており、例年に比べると上昇してい

た。特に昨年度の卒業生の満足度が高かった。 

＜1～2 年次の総合アンケート＞ 

英語でのコミュニケーション能力の満足度が最も高かっ

た。 

＜遠隔授業アンケート＞ 

遠隔授業の満足度は 56.7％である。 

＜遠隔授業における課題の提出について＞ 

51.3％が適切と回答したが、課題が多い事や課題の提出方

法が統一されていないといった不満があった。 

＜遠隔授業の良かった点＞ 

集中できる、黒板や資料が見やすい、録画などで見直しが

できる、個別に質問できる等、自分で調整できるというメ

リットが挙げられた。 

＜遠隔授業における問題点・改善点＞ 

課題に関するものが多かったが、その他、音声や映像等通

信問題や友達に会えない等のメンタル面の問題が挙げら

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 部は「発達障害の理解と学生サポート」を

メーンテーマとして、塩谷亨教授による発達障害

に関する基本的な知識についての解説と、参加者

を 7班に分けてグループディスカッションが行わ

れた。 

 今回対象としたのは、以下の主要な 3 分類につ

いてである。 

①自閉症スペクトラム症：社会性の困難、人に合わせて行

動できない、思い込みが激しい、例え話やあいまいな表現

が理解できない。 

②注意欠如・多動症：忘れっぽく、なくし物や忘れ物が多

い、整理整頓ができない不注意優勢型と気が散りやすく物

事に集中できない、カッとなりやすいが、すぐに冷める多

動性・衝動性優勢型があり混合型が多い。 

③学習障害[LD]（限局性学習症[SLD]）：読むこと、書くこ

とにつまずく、九九が覚えられない等。 

発達障害を持つ学生の具体的事例を三つ挙げ、

その中からグループごとに一つの事例を選択し、

いろいろな意見を出し合い、発達障害を持つ学生

に対する全体的な理解を深めていった。 

グループディスカッション終了後、各グループ

の代表者が意見をまとめ発表した。 

初のオンラインによる FD・SD研修であったが、

学生アンケート分析と発達障害への学習と意見

交換により、教育の改善に繋がる貴重な機会とな

った。 

現在は、コロナウイルス感染拡大により、これ

までの価値観や生活様式が一変し、遠隔授業等に

よりこれまでにない苦労や悩みを抱える学生が

増えている。しかし、大きな環境変化によるデメ

リットだけを悲観するのではなく、新たな教育方

法やツールを学ぶことで新たな発展を目指す機

会と成り得ると思う。 

 

講演する塩谷教授と担当カウンセラー 
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Ⅵ．学生募集 

オンライン進学説明会を 8 回開催 

計 216 人の中学生・保護者などが参加 

新型コロナウイルス感染症対策のため、オンラ

インによる進学説明会を計 8 回、白山麓キャンパ

スで開催しました。 

8 回の実施で計 74 人の生徒が参加し、計 216

人の参加がありました。 

学校見学会及び個別学校見学の対応ができま

せんでしたが、Zoom を使用した個別相談を随時

実施したほか、進学説明会をオンライン開催とし

たため、例年に比べて海外からの参加者が増加し

ました。（2017 年～2019 年までに延べ 6 名であ

ったが、2020 年は 22 名参加） 

説明会のプログラムは、第 1 回から第 4 回まで

の前半は、ルイス・バークスデール校長、向井守

副校長、松下臣仁国際理工学科長らによる学校紹

介のほか、ICT 学生自らが、キャンパス内各所を

説明しながら案内する「オンラインキャンパスツ

アー」を組み合わせて実施しました。 

学生によるキャンパスツアーは特に好評であ

り、参加者からはチャットを通じて多くの質問や

コメントが寄せられました。 

第 5 回～第 8 回までの後半は、前半の無いよう

に加え、化学・数学・プログラミングの授業体験

を実施しました。 

授業はすべて英語で行われ、化学実験体験では、

ラシィド・ナグワ講師による「フルーツアンドベ

ジタブルバッテリー」、数学授業体験では、ホセ

イン・アラー教授の「πの計算」、プログラミン

グ体験では、ソンガー・ロバート准教授による

「Python によるプログラミング教室」が、オン

ライン形式ながら、音声やチャットでコミュニケ

ーションをとりながらの演習形式で進められま

した。 

途中、理解度を確認するための簡単なクイズに

答えたりしながら、積極的に取り組んでいる様子

が見られました。 

直接キャンパスをご案内できない寂しさはあ

るものの、県外のみならず海外からも参加がしや

すいことから、次年度も継続して実施してまいり

ます。 

 

 

 

参加者数 

開催回 総数 生徒数 
参加地域（組数） 

県内 県外 

第 1 回 19 4 2 8 

第 2 回 36 10 0 15 

第 3 回 43 16 1 19 

第 4 回 26 13 1 11 

第 5 回 32 15 0 18 

第 6 回 22 8 0 9 

第 7 回 14 6 2 4 

第 8 回 24 11 1 10 

合計 216 83 - - 

 

実施日／実施プログラム 

開催回 実施日 
学校 

紹介 

ｷｬﾝﾊﾟｽ 

ﾂｱｰ 

授業 

体験 1 

授業 

体験 2 

第 1 回 5/9(土) 〇 - - - 

第 2 回 6/14(日) 〇 〇 - - 

第 3 回 7/12(日) 〇 〇 - - 

第 4 回 8/23(日) 〇 〇 - - 

第 5 回 9/20(日) 〇 〇 化学 数学 

第 6 回 10/17(土) 〇 〇 化学 数学 

第 7 回 11/1(日) 〇 〇 化学 数学 

第 8 回 12/13(日) 〇 〇 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在校生が説明を行なったオンラインキャンパスツアー 

Zoom によるオンライン化学実験体験プログラム 
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